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公益財団法人　海外子女教育振興財団

2019年度 「在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業」（略称：AG5）
文部科学省委託事業



本冊子について

　弊財団は、1971年に外務省および文部省（現 文部科学省）の許可を受け、海外で経済活動
を展開している企業・団体によって設立されて以来、海外赴任者・帰任者のための教育相談・
情報提供や、日本人学校・補習授業校への財政上・教育上の援助等をはじめ、政府の行う諸
施策および維持会員の要望に相呼応して幅広い事業を展開・実施してまいりました。
　一方、日本政府においても、近年急速に発展してきた経済社会のグローバル化に対応しう
る人材育成を喫緊の課題と捉えており、文部科学省では在外教育施設をグローバル人材育成
拠点と位置づけて、大学・民間研究団体等の研修者と連携して評価・検証を行い、より高度
なグローバル人材の育成を見据えた先進的なプログラムの開発・推進を図ることを打ち出し
ました。
　そしてこのたび弊財団は文部科学省からの委託を受け、それらの指導体制、指導・評価方
法、ICT 教材の活用等の実証研究を担う「在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業」

（略称：AG5）（委員長：佐藤郡衛・明治大学特任教授／前 目白大学学長／元 東京学芸大学
副学長）を実施する運びとなりました。
　その成果発信の一環として弊財団で発行している月刊『海外子女教育』で2017年度は「日
本人学校・補習授業校タマテバコ」という名称で連載し、2018年度からは「AG5だより」と
名称を変え現在まで連載を続けております。連載では各テーマの研究の進捗状況や取り組み
を紹介しています。本冊子では2019年度のものをまとめました。
　弊財団では引き続き、「日本人学校におけるグローバル能力育成のためのプログラム開発」
や「日本人学校など在外教育施設におけるバイリンガル・バイカルチュラル人材育成のため
のプログラム開発」、「南米日本人コミュニティにおける日本語教育・日本型教育・日本文化
の発信・普及のためのプログラム開発」などに向けて本事業を推進し、これを通じて新たに
開発したプログラムや提言を国内外の教育施設へ周知・普及することにより、高度グローバ
ル人材育成に貢献することを目指してまいる所存でございます。今後とも皆様のご指導ご鞭
撻を賜りますようお願い申し上げます。

　　2021年3月

公益財団法人 海外子女教育振興財団
AG5事務局
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在外教育施設の新しい取り組み─ＡＧ５プロジェクトの成果─
ＡＧ５運営指導委員会委員長・明治大学特任教授 佐藤 郡衛

　文部科学省の委託事業である「在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業」（通称、
AG５＝Advanced Global Fiveプロジェクト）を開始して２年が経過しようとしています。
本欄では毎回、2018年度の取り組みを紹介してきましたが、改めてこの１年間のプロジェク
トの成果を報告します。ＡＧ５ポータルサイト（https://ag-5.jp）もあわせてご覧ください。

教
育
の
成
果
と
は

　
こ
の
事
業
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
把
握

す
る
か
、
つ
ま
り
評
価
に
つ
い
て
ま
ず
説

明
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
評
価
の
「
工

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
「
羅
生
門
的
ア
プ

ロ
ー
チ
」
と
い
う
用
語
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
。
Ｊ
．
Ｍ
．
ア
ト
キ
ン

と
い
う
人
が
使
い
始
め
た
言
葉
で
す
。

　「
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
は
、
目
標

に
基
づ
い
た
評
価
を
重
視
し
、
客
観
的
な

指
標
で
行
う
こ
と
が
目
指
さ
れ
ま
す
。
学

力
テ
ス
ト
の
結
果
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な

も
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
「
羅
生
門
的
ア

プ
ロ
ー
チ
」
と
は
、
目
標
だ
け
に
と
ら
わ

れ
な
い
評
価
を
重
視
し
ま
す
。
定
量
的
に

見
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
の
場
で
お
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
記
述
し
、
評
価
の
材

料
に
用
い
ま
す
。
例
え
ば
、
レ
ポ
ー
ト
や

感
想
文
、
日
記
な
ど
は
客
観
的
な
指
標
で

は
評
価
し
に
く
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
異

な
る
立
場
、
複
数
の
視
点
か
ら
評
価
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。「
羅
生
門
的
ア

プ
ロ
ー
チ
」
の
語
源
は
、
黒
澤
明
監
督
の

映
画
『
羅
生
門
』
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
映
画
で
は
、
複
数
の
目
撃
者
が
全
く

異
な
る
証
言
を
し
、
真
相
は
観
客
に
探
ら

せ
る
、
と
い
う
手
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
多
様
な
視
点
や
方
法
で
の
評
価
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
話
を
し
た
か
と
い
う

と
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
取
り
組
み

は
、
一
元
的
で
客
観
的
な
指
標
だ
け
で
は

と
ら
え
ら
れ
な
い
た
め
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
ど
の
よ
う
な
試
み
を
し
て
、
ど
の
よ
う

な
成
果
が
上
が
っ
た
か
を
多
面
的
、
か
つ

多
様
な
方
法
で
と
ら
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、（
１
）
学
校
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
る
か
、（
２
）
教
師
の
実
践

力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
、（
３
）

子
ど
も
の
学
習
成
果
が
向
上
し
て
い
る
か
、

そ
し
て
、（
４
）
そ
の
取
り
組
み
を
通
し
た

モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
プ
ロ
ブ
ラ
ム
の

開
発
が
で
き
た
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
成

果
を
と
ら
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
た
だ
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
や
は
り
四
番

目
の
「
他
の
学
校
で
も
実
践
可
能
な
モ
デ

ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
す

こ
と
」
が
一
番
の
目
標
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
型
能
力
育
成
の
た
め
の

教
育
支
援
│
香
港
日
本
人
学
校
香
港
校

小
学
部
の
取
り
組
み
│

　
香
港
日
本
人
学
校
香
港
校
小
学
部
で
は

二
〇
一
六
年
度
に
四
年
生
の
み
で
「
グ
ロ

ー
バ
ル
ク
ラ
ス
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ

の
後
、
五
年
生
、
六
年
生
へ
と
対
象
を
広

げ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
の
特
徴
は
、

算
数
と
理
科
の
授
業
を
英
語
で
行
う
こ
と
、

学
校
独
自
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
」（
世
界
的
な
課
題
に
つ
い
て
学
期
に
一

つ
の
ト
ピ
ッ
ク
で
探
究
型
の
学
習
を
す
る

も
の
）を
創
り
、
そ
こ
で
問
題
解
決
力
、
論

理
的
思
考
力
、
表
現
力
な
ど
の
育
成
を
目

指
す
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
一
八
年
度

の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
、
上
記
に

挙
げ
た「
観
点
」に
沿
っ
て
報
告
し
ま
す（
以

下
、
他
校
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
同
じ
）。

 

（
１
）
日
本
人
学
校
の
先
生
の
多
く
は

二
、
三
年
の
サ
イ
ク
ル
で
異
動
し
ま
す
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
は
学
校

独
自
の
科
目
で
あ
る
た
め
先
生
方
の
共
通

理
解
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
全
校
あ
げ
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
関
す
る
研
究
授
業

と
研
究
協
議
会
を
行
い
ま
し
た
。
Ａ
Ｇ
５

の
メ
ン
バ
ー
が
香
港
に
赴
い
て
研
修
を
実

施
、
共
通
理
解
を
得
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

 

（
２
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
」
は
、国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
の
Ｐ
Ｙ
Ｐ（P

rim
ary Y

ears 
P
rogram

m
e

）
に
準
拠
し
て
構
想
し
た
も

の
で
す
。
授
業
の
進
め
方
、
教
材
の
作
り

方
、
評
価
方
法
な
ど
日
本
の
教
育
と
は
や

や
異
な
る
た
め
、
担
当
す
る
先
生
方
の
研

修
は
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
日

本
国
内
の
探
究
型
学
習
や
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
を
取
り
入
れ
て
い
る
東
京
学
芸
大
学
附

属
大
泉
小
学
校
、
ぐ
ん
ま
国
際
ア
カ
デ
ミ

ー
初
等
部
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中

等
教
育
学
校
、
聖
ヨ
ゼ
フ
学
園
小
学
校
な

ど
を
訪
問
し
、
授
業
参
観
や
国
内
の
学
校

の
先
生
方
と
の
話
し
合
い
の
場
を
作
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開

発
、
英
語
教
育
の
向
上
、
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン

 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！

13

AG 5
エー

ジー ファイブ



3 月刊 海外子女教育 2019.4

AG 55

2月刊 海外子女教育 2019.4

教
育
な
ど
の
取
り
組
み
の
参
考
に
な
る
よ

う
な
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

（
３
）
ま
ず
客
観
的
な
指
標
と
し
て
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
の
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
に
注
目
し
ま
す
。
標
準
学
力

検
査
で
あ
るC

RT
（C

riterion Referenced 
Test

）
の
五
、
六
年
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ク

ラ
ス
の
結
果
は
、
国
語
、
社
会
は
も
ち
ろ

ん
、
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
で
学
習
し
て
い

る
算
数
と
理
科
に
お
い
て
も
、
全
国
テ
ス

ト
の
平
均
値
よ
り
高
い
数
値
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
一
七
年
度
の
一
学
期
か
ら
三

学
期
に
か
け
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
の

四
、
五
年
生
の
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
の
英

語
の
読
解
力
が
向
上
し
て
い
ま
す
。
し
か

も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
も
、
英
語
の

成
長
を
実
感
し
て
い
る
子
ど
も
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

 

（
４
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
と
開
発
を
共
に
行

い
ま
し
た
。
例
え
ば
四
年
生
の
「
限
ら
れ

た
資
源
と
し
て
の
水
」
で
は
、
理
科
、
算
数
、

家
庭
科
等
と
の
教
科
横
断
的
な
学
び
を
取

り
入
れ
た
り
、
四
年
生
で
学
ん
だ
「
多
様

性
」
に
つ
い
て
の
概
念
を
、
五
年
生
で
の

「
環
境
と
持
続
可
能
な
社
会
」
に
お
い
て
深

め
る
等
、
学
年
に
ま
た
が
る
単
元
構
成
、

評
価
法
、
指
導
法
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
同
時
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
」
の
単
元
の
体
系
性
を
検
証
し
、
他
の

学
校
で
も
参
考
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

二
つ
の
言
語
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
支
援
│
台
北
、
台
中
、
高
雄
日

本
人
学
校
で
の
取
り
組
み
│

　
台
湾
の
三
校
の
日
本
人
学
校
に
は
、
国

際
結
婚
家
庭
の
子
ど
も
が
多
く
在
籍
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
中
国

語
能
力
を
活い

か
し
つ
つ
、
教
科
学
習
に
つ

い
て
い
く
た
め
の
日
本
語
能
力
を
育
成
す

る
こ
と
で
、
二
言
語
能
力
を
持
つ
人
材
育

成
を
図
る
こ
と
が
取
り
組
み
の
目
標
で
す
。

 

（
１
）
台
北
日
本
人
学
校
は
小
学
部
一
、
二

年
生
に
焦
点
を
あ
て
、
教
科
学
習
に
つ
い

て
い
く
た
め
の
日
本
語
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
台
中
日
本
人

学
校
は
一
〜
六
年
生
を
対
象
に
、
学
校
全

体
で
日
本
語
指
導
と
教
科
指
導
を
統
合
し

た
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
高

雄
日
本
人
学
校
は
現
地
校
内
で
学
校
経
営

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
生
か
し
、
そ
の
現

地
校
と
の
語
学
指
導
を
含
め
た
交
流
の
さ

ら
な
る
発
展
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

 

（
２
）
日
本
人
学
校
で
の
日
本
語
指
導

は
、
指
導
経
験
が
な
い
先
生
が
多
く
、
手

探
り
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
実
情
で
す
。

そ
こ
で
一
八
年
度
も
引
き
続
き
、
日
本
国

内
の
学
校
で
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

神
奈
川
県
横
浜
市
と
東
京
都
豊
島
区
の
小

学
校
で
は
日
本
語
の
取
り
出
し
授
業
を
参

観
、
先
生
方
と
の
話
し
合
い
を
通
し
て

個
々
の
子
ど
も
へ
の
指
導
の
進
め
方
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

 

（
３
）
日
本
語
力
が
ど
の
程
度
向
上
し
た

か
を
客
観
的
に
把
握
す
る
ま
で
に
は
い
た

っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
子
ど
も
の
日
本

語
・
中
国
語
の
語
彙
チ
ェ
ッ
ク
、
日
本
語

力
の
測
定
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
適
切
か
を
こ
の
二
年
間
で
検
討

し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
実
態
が
わ
か

ら
な
い
ま
ま
指
導
し
た
の
で
は
そ
の
効
果

も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
日
本
国
内

で
開
発
さ
れ
た
「
外
国
人
児
童
生
徒
の
た

め
の
Ｊ
Ｓ
Ｌ
対
話
型
ア
セ
ス
メ
ン
ト
Ｄ
Ｌ

Ａ（Dialogic Language Assessm
ent

）」

を
活
用
し
ま
し
た
。
今
後
、開
発
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
実
践
を
行
い
、日
本
語
力
が
ど
の

程
度
向
上
す
る
か
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
４
）
台
北
日
本
人
学
校
の
取
り
組
み
を

も
と
に
し
て
、
小
学
一
〜
二
年
生
用
の
日

本
語
補
習
授
業
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

し
ま
し
た
。
台
北
日
本
人
学
校
の
実
践
を

も
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
一
般

化
を
図
り
他
の
日
本
人
学
校
で
も
活
用
で

き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
台
中
日
本
人
学
校
で
は
、

日
本
人
学
校
の
子
ど
も
が
つ
ま
ず
き
や
す

い
単
元
に
つ
い
て
、
指
導
計
画
と
教
師
の

支
援
策
を
示
し
た
も
の
を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
高
雄
日
本
人
学
校
で
は
、
現
地
校
に

日
本
語
指
導
を
行
う
際
の
日
本
語
教
材
に

つ
い
て
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

英
語
力
と
日
本
語
力
の
向
上
を
目
指

す
た
め
の
支
援
│
ダ
ラ
ス
補
習
授
業

校
の
取
り
組
み
│

　
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
を
継
続
し
ま
し
た
が
、
オ
ー
ス
チ
ン
、

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
、
コ
ロ
ン
バ
ス
（
Ｏ
Ｈ
）、

シ
カ
ゴ
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
、
セ
ン
ト
ル
イ

ス
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
各
補
習
授
業
校
と
も

協
力
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
授
業
実

践
を
進
め
ま
し
た
。

 

（
１
）
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
で
は
学
校
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
年
別
に
三

つ
の
部
会
で
学
習
指
導
計
画
の
作
成
を
行

っ
て
お
り
、
高
等
部
で
は
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ

補
習
授
業
校
と
の
交
流
授
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

 

（
２
）
も
と
も
と
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
で

は
熱
心
に
研
修
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
研
修
に
も
拍
車
が

か
か
り
ま
し
た
。
国
内
か
ら
担
当
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
赴
き
研
修
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
八
月
に
は
、「
多
様
な

児
童
生
徒
が
一
緒
に
楽
し
く
日
本
語
を
学

ぶ
授
業
づ
く
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
オ

ー
ス
チ
ン
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
、
コ
ロ
ン
バ

ス
（
Ｏ
Ｈ
）
の
補
習
授
業
校
の
先
生
も
交

え
て
合
同
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

（
３
）
成
果
の
評
価
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
補
習
授
業
校
で
は
、
日
本
語

で
の
学
習
に
意
欲
を
も
っ
て
参
加
す
る
こ
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と
、
学
習
し
た
内
容
を
日
本
語
で
発
表
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
き
な
目
標
に

な
り
ま
す
。
発
表
内
容
に
つ
い
て
、「
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
」（
学
習
の
到
達
度
を
示
す
観

点
と
尺
度
を
あ
ら
わ
す
も
の
）
を
も
と
に

し
た
評
価
を
補
習
授
業
校
で
も
行
え
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
各
学
年
の
取
り
組
み
か

ら
も
、
日
本
語
が
不
得
意
な
子
ど
も
た
ち

も
楽
し
く
授
業
に
参
加
し
、
調
べ
学
習
や

発
表
活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
が
保
護
者
か
ら
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

 

（
４
）
四
年
生
で
は
「
写
真
と
文
で
活
動

を
伝
え
よ
う
」、
五
年
生
で
は「
一
枚
の
写

真
か
ら
」、
六
年
生
で
は「
未
来
を
よ
り
よ

く
す
る
た
め
に
」
と
い
う
単
元
開
発
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
思
考
力
や
想
像
力

を
高
め
、
そ
れ
を
表
現
す
る
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。
こ
の
学
習
指
導
案
を
公
開
し
、

他
の
補
習
授
業
校
で
も
実
践
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
等
部
で
は
シ
ン

シ
ナ
テ
ィ
補
習
授
業
校
と
の
交
流
授
業
を

Ｔ
Ｖ
会
議
で
行
い
、
今
後
に
向
け
て
複
数

の
補
習
授
業
校
高
等
部
で
の
交
流
授
業
の

可
能
性
を
検
証
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

日
本
型
教
育
・
日
本
語
教
育
の
発
信

の
取
り
組
み
│
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本

人
学
校
の
取
り
組
み
│

　
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人
学
校
で
は
、
日

系
人
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
、

日
本
語
学
習
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
型
教

育
や
日
本
文
化
を
発
信
す
る
取
り
組
み
を

こ
の
二
年
間
に
わ
た
り
進
め
て
い
ま
す
。

 

（
１
）
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
が
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
に
開
か
れ
る
と

は
、
①
学
校
が
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
踏

ま
え
て
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
を
実
現
す

る
教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ
と
、
②
社
会

で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能

力
を
育
む
こ
と
、
③
地
域
の
リ
ソ
ー
ス
を

活
用
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
人
学
校
で
も
同
様
で
、
地
域

や
国
と
の
関
わ
り
な
し
に
効
果
的
な
教
育

は
期
待
で
き
ま
せ 

ん
。
改
め
て
学
校
と
共

通
理
解
を
図
り
、
学
校
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
２
）
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人
学
校
と
ア

ス
ン
シ
オ
ン
日
本
語
学
校
と
の
合
同
研
修

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
学
校
の

先
生
が
勤
務
外
で
日
本
語
学
校
の
支
援
を

す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
工
夫
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た

一
八
年
度
は
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
語
学

校
と
イ
グ
ア
ス
日
本
語
学
校
か
ら
三
名
の

先
生
方
が
日
本
の
学
校
の
研
修
に
参
加
し
、

日
本
語
指
導
、
国
語
や
体
育
の
指
導
法
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

 

（
３
）
日
本
語
学
校
の
子
ど
も
の
日
本
語

力
が
向
上
す
る
こ
と
、
日
本
文
化
へ
の
関

心
が
高
ま
る
こ
と
、
日
本
と
の
関
わ
り
が

強
ま
る
こ
と
な
ど
が
指
標
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
日
本
語
学
校
で
「
書
道
」
を

通
し
た
日
本
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
成

果
の
評
価
ま
で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
次

年
度
の
課
題
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
４
）
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人
学
校
に
お

い
て
、「
移
住
す
ご
ろ
く
」
の
開
発
を
行
い

ま
し
た
。
日
本
人
学
校
、
日
本
語
学
校
の

両
方
で
使
え
る
内
容
に
し
よ
う
と
企
画
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
一
九
年
度
に
は
、
日

本
人
学
校
を
中
心
に
、
日
本
語
学
校
に
通

う
日
系
人
の
子
ど
も
た
ち
に
も
役
立
つ
日

系
移
民
の
歴
史
を
織
り
込
ん
だ
社
会
科
の

副
読
本
の
開
発
を
行
う
予
定
で
す
。

日
本
文
化
等
の
発
信
の
拠
点
形
成
の

支
援
│
西
大
和
学
園
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
校
の
取
り
組
み
│

　
西
大
和
学
園
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
校
で
の

取
り
組
み
は
、
学
校
図
書
館
を
日
本
文
化

や
日
本
語
の
学
習
の
場
に
し
て
多
様
な
活

動
を
行
う
こ
と
で
、
親
日
的
な
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
前
述
の
四

つ
の
取
り
組
み
と
異
な
り
、
親
日
的
な
人

材
育
成
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ど
の
程
度
、

学
校
の
リ
ソ
ー
ス
を
開
放
で
き
て
い
る
か

が
成
果
に
な
り
ま
す
。
一
八
年
度
は
、
ま

ず
は
現
地
の
交
流
校
で
あ
る
キ
ャ
ン
ベ
ル
・

ホ
ー
ル
・
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
の
日
本
文

化
の
理
解
の
深
ま
り
を
図
る
た
め
に
、
琴

な
ど
の
和
楽
器
の
演
奏
や
お
茶
の
披
露
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
、
現
地
の
人

や
保
護
者
な
ど
に
日
本
映
画
の
上
映
会
を

開
催
し
、
関
連
す
る
資
料
を
提
供
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
現
地
の
中
学
生
が
日
系
人
の

歴
史
を
学
ぶ
資
料
が
な
い
た
め
、
全
米
日

系
人
博
物
館
、Go For B

roke N
ational 

E
ducation C

enter

、
リ
ト
ル
東
京
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
日
英
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
の
教
材
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
近
隣
で
日
本
語
を
教
え
て
い
る

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
実
態
を
調
査
し
、
日
本

語
教
育
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
か
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
に
基
づ
き
、
今
後
、
必
要
な
資
料
や

情
報
を
提
供
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
年
度
の
取
り
組
み
に
向
け
て

　
一
八
年
度
の
成
果
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｇ
５

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
九
年
度
は
、
香
港
日
本
人
学
校
の
取
り

組
み
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
パ
リ
の
日
本
人

学
校
に
、
台
湾
で
行
っ
て
き
た
日
本
語
指

導
に
つ
い
て
は
青
島
、
大
連
や
マ
ニ
ラ
の

日
本
人
学
校
に
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

補
習
授
業
校
の
取
り
組
み
は
ダ
ラ
ス
を
中

心
に
広
げ
て
い
く
ほ
か
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

補
習
授
業
校
高
等
部
の
支
援
も
新
た
に
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
一
九
年
度
の
本
欄
で
紹
介
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

AG 5
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自
由
研
究
の
展
示

ブ
ー
ス
で
の
発
表

香港日本人学校グローバルクラスの取り組み
　　─グローバルスタディーズの授業の実際─

ＡＧ５運営指導委員・海外子女教育振興財団 教育相談室長　植野美穂
　今年の３月、香港日本人学校小学部では、グローバルクラスから初の卒業生を送り出しました。４年生でのスタート
時は13名、その後、数名の帰国・編入を経て12名が卒業しました。彼らはグローバルクラスで、英語の授業、算数と
理科の英語イマージョン授業、グローバルスタディーズ（トピックに合わせて日英言語を使い分ける学習）を通して、英
語の運用能力や課題解決力、グローバル市民としての主体性を身につけることができました。このような資質・能力を
取得するために、どんな学びを行ってきたのでしょうか。６年生のグローバルスタディーズに焦点を当てて紹介します。

グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
初
の
卒
業
生

　
下
記
の
二
枚
の
写
真
は
、
今
年
の
卒
業

生
が
六
年
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
で
最
後
に
取
り
組
ん
だ
自
由
研
究
の
発

表
風
景
で
す
。

　
右
の
写
真
に
は
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
教

室
が
、
左
の
写
真
に
は
ブ
ー
ス
ご
と
に
発

表
し
て
い
る
様
子
が
写
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
で
、
世
界
的
な
課
題
に
つ
い
て
探
究

す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
能
力
や

姿
勢
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
・ 
課
題
解
決
力（「
調
査
力
」「
分
析
力
」「
討

論
力
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
」な
ど
）

・
探
究
心
に
満
ち
、
前
向
き
に
学
ぼ
う
と

す
る
姿
勢

・
未
知
の
こ
と
に
対
し
て
、
学
習
し
た
こ

と
や
自
分
の
体
験
に
基
づ
い
て
自
分
な

り
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

・
自
分
の
主
張
だ
け
で
な
く
、
他
人
の
考

え
も
興
味
を
持
っ
て
受
け
入
れ
よ
う
と

す
る
姿
勢

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
学
び

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
で
は
、
一

学
期
に
一
つ
の
テ
ー
マ
、
三
学
年
を
通
し

て
八
つ
の
テ
ー
マ（
本
誌
二
〇
一
八
年
十

二
月
号
「
Ａ
Ｇ
５
だ
よ
り
」
参
照
）に
つ

い
て
探
究
活
動
を
行
い
、
六
年
生
の
三
学

期
に
は
自
由
研
究
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
の
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
、
自
由
研

究
で
選
ん
だ
テ
ー
マ
を
紹
介
し
ま
す
。

・
延
命
治
療

・
ド
ラ
ッ
グ
（
医
療
用
薬
物
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
捨
て

・
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

・
死
刑
制
度

・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
農
業

・
防
犯
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
人
権

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

・
交
通
×
労
働
×
環
境

・
Ａ
Ｉ
　
人
工
知
能

・
エ
コ
テ
ロ
リ
ズ
ム

　
こ
の
自
由
研
究
で
は
、
実
際
の
生
活
で

の
課
題
や
問
題
の
中
で
、
自
分
が
探
究
し
た

い
と
思
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
調
査
設
問(lines of inquiry)

を
決
め
、
実
際
に
調
査
を
行
い
、
解
決
策

を
提
案
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を
担
当
し

た
大
澤
由
恵
先
生
は
、
自
由
研
究
の
発
表

ま
で
に
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
働

き
か
け
を
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

自
由
研
究
発
表
の
指
導
の
実
際

　
研
究
テ
ー
マ
は
各
自
異
な
る
も
の
で
す

が
、
テ
ー
マ
と
そ
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
調

査
設
問
を
作
る
際
に
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
間
で
議
論
を
し
っ
か
り
交
わ
す
時

間
を
設
け
ま
し
た
。

 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！
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話し合いながら発表の準備

　
ま
た
全
て
の
子
ど
も
にR

eport form
at

を
配
付
し
、
一
、
二
週
間
ご
と
に
提
出
さ

せ
、
個
々
の
研
究
の
進
捗
状
態
を
確
認
し

ま
し
た
。
授
業
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
個
人
作
業
を
行
う
傍
ら
、一
人
ひ
と

り
と
面
談
し
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
考
え
を

深
め
る
た
め
の
質
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

　
六
年
生
の
三
学
期
は
、
中
学
受
験
で
帰

国
す
る
子
ど
も
が
多
い
の
で
、
授
業
を
継

続
さ
せ
る
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
るE

dm
odo

を
活
用

し
ま
し
た
。
教
師
の
側
か
ら
、
役
に
立
ち

そ
う
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
映
像
を
ア
ッ
プ

し
た
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
を
用
い
て

個
々
の
子
ど
も
か
ら
の
質
問
を
受
け
つ
け

た
り
も
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
の
側
か

ら
も
「
○
○
に
つ
い
て
ど
う
思
う
？
」
と

い
っ
た
質
問
を
投
稿
し
て
も
ら
い
、
グ
ロ

ー
バ
ル
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
同
士
で
意
見
を

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
のR

eport form
at

を
見
る
と
、

い
つ
ど
の
よ
う
な
調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
て
、
自
分
の
考
え
を
深
め
て
い
っ
た

の
か
、
探
究
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
自
由
研
究
で
延
命
治
療
を
テ
ー
マ
と
し

た
子
ど
も
は
、

Ｑ
１
　
延
命
治
療
と
は
何
か
。

Ｑ
２
　
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
は
何
か
。

Ｑ
３
　
な
ぜ
延
命
治
療
がissue

な
の
か
。

Ｑ
４
　
な
ぜ
患
者
の
意
思
と
は
関
係
な
し

に
延
命
治
療
は
行
わ
れ
る
の
か
。
そ
も

そ
も
延
命
治
療
は
誰
の
た
め
な
の
か
。

Ｑ
５
　
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
る
の
か
。

Ｑ
６
　
ど
う
す
れ
ば
解
決
で
き
る
の
か
。

を
研
究
テ
ー
マ
に
対
す
る
調
査
設
問
と
し

ま
し
た
。

　
Ｑ
５
で
は
、
日
本
人
学
校
の
六
年
生
や

中
学
生
、
先
生
、
さ
ら
に
医
師
で
あ
る
親

戚
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
患
者
の
家
族
の

立
場
に
立
っ
た
意
見
と
医
師
サ
イ
ド
の
意

見
を
ま
と
め
、
Ｑ
６
で
は
こ
の
テ
ー
マ
に

対
す
る
自
分
の
考
え
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
で
は
、
学
年
が
上

が
る
に
つ
れ
て
「
多
角
的
に
考
え
、
そ
れ

を
自
分
で
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
子
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
自
由
研
究
発
表
は
、

こ
れ
ま
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
で
過
ご
す

中
で
身
に
つ
け
た
学
習
者
像
を
体
現
す
る

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
授
業

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
は
、
国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
Ｐ
Ｙ
Ｐ
の
「
探
究
の
単
元
」

（U
nit of inquiry

）
を
参
考
に
、
週
三
時

間
行
い
ま
す
。
社
会
科
か
ら
週
一
時
間
抽

出
し
て
い
る
た
め
、
社
会
科
の
単
元
と
の

結
び
つ
き
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
が
、
社

会
科
以
外
の
教
科
の
指
導
内
容
と
も
関
連

さ
せ
な
が
ら
、
教
科
で
身
に
つ
け
る
知
識

や
技
能
が
活
用
で
き
る
総
合
的
な
学
習
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
は
教
科

書
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
大
澤
先

生
は
授
業
を
組
み
立
て
る
上
で
探
究
に
役

立
ち
、
子
ど
も
た
ち
も
興
味
を
持
ち
そ
う

な
デ
ー
タ
や
ト
ピ
ッ
ク
を
、
政
府
、
国
際

機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
発
信
す
る
サ
イ
ト
を
は

じ
め
、
本
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
か
ら
集
め
る
努
力
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。

　
六
年
生
で
探
究
す
る
テ
ー
マ
は
、
一
学

期
は「
紛
争
と
平
和
構
築
」、二
学
期
は「
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
人
々
の
く
ら
し
」
で
す
。

　
一
学
期
の
「
紛
争
と
平
和
構
築
」
は
、

社
会
科
前
期
に
学
ぶ
歴
史
の
内
容
と
大
き

く
関
わ
り
ま
す
が
、
後
期
の
学
習
内
容
の

政
治
と
く
ら
し
、
世
界
の
国
と
の
つ
な
が

り
に
も
関
係
し
て
い
ま
す
。「
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
人
々
の
く
ら
し
」
は
、
社
会
科
の
政

治
、
法
の
制
定
、
権
利
尊
重
、
国
際
協
力

や
援
助
と
い
っ
た
後
期
の
学
習
に
関
連
す

る
テ
ー
マ
で
す
。

　「
紛
争
と
平
和
構
築
」
で
は
、
紛
争
は

国
や
地
域
間
で
の
武
力
紛
争
だ
け
で
は
な

く
、
ク
ラ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
っ

た
身
近
に
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
ま
す
。

紛
争
の
原
因
と
結
果
、
そ
の
後
の
影
響
に

つ
い
て
分
析
し
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て

紛
争
解
決
に
あ
た
り
、
最
終
的
に
は
「
紛

争
は
人
々
と
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
か
？
　
平
和
構
築
の
た
め
に
何
が

で
き
る
か
」
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
持

ち
、
学
ん
だ
こ
と
を
発
信
し
ま
す
。

　
こ
の
テ
ー
マ
で
も
他
の
テ
ー
マ
と
同
様

に
探
究
サ
イ
ク
ル
（
本
誌
二
〇
一
八
年
十

二
月
号
「
Ａ
Ｇ
５
だ
よ
り
」
参
照
）
に
そ

っ
て
探
究
活
動
を
進
め
、
Ｐ
Ｙ
Ｐ
が
掲
げ

る
八
つ
の
概
念
（
こ
の
テ
ー
マ
で
は
因
果

関
係
、
責
任
、
見
方
、
ふ
り
返
り
）
に
つ

い
て
、
協
働
学
習
を
通
し
て
理
解
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
　

　
ま
た
、
校
外
学
習
（
香
港
の
歴
史
博
物

館
見
学
、
沖
縄
修
学
旅
行
）
で
の
具
体
的

な
体
験
や
事
物
と
の
関
わ
り
に
よ
る
学
び

で
、
課
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
ほ

か
、「
世
界
一
大
き
な
授
業
」（
教
育
の
大

切
さ
を
考
え
る
世
界
一
〇
〇
カ
国
で
一
斉

に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
）
に
参
加
し
、
香

港
日
本
人
学
校
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
と
し

て
「
私
た
ち
の
政
策
提
言
」
を
発
信
し
ま
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授業風景

し
た
。

　「
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
人
々
の
く
ら
し
」
で

は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
統
治
・
管
理
・
支
配
）

は
大
人
の
世
界
・
政
治
の
世
界
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
は
家
族
・
ク
ラ
ス
・
学
校
と
い
っ

た
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
も
あ
り
、

教
育
や
交
通
と
い
っ
た
分
野
ご
と
に
も
議

論
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
不
公
平
感
、
差
別
が
見
ら
れ
る
と
、

そ
れ
は
紛
争
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
テ

ー
マ
で
は
、
政
府
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
や

機
能
に
つ
い
て
理
解
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と

人
々
の
暮
ら
し
に
は
ど
の
よ
う
な
つ
な
が

り
が
あ
る
か
、
よ
り
よ
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

た
め
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
を
考

え
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
狙

っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は「
ガ
バ
メ
ン
ト
＝
政
府
」

と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、「
ガ

バ
ナ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
は
初
め
て
聞
く

よ
う
で
、
最
初
「
？
」
と
い
う
反
応
を
見

せ
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
で
は
、
は
じ
め

に
香
港
の
立
法
議
会
に
見
学
に
出
か
け
、

そ
こ
で
立
法
議
会
の
主
な
三
つ
の
働
き
が

①
法
を
つ
く
る
こ
と
、
②
予
算
を
承
認
す

る
こ
と
、
③
政
府
を
監
視
す
る
こ
と
、
だ

と
学
び
ま
し
た
。

　
校
外
学
習
で
の
学
び
か
ら
、
授
業
で
は

「
政
府
を
監
視
す
る
と
い
う
け
れ
ど
、
立

法
議
会
は
自
分
で
自
分
を
監
視
し
て
い
る

の
？
」「
立
法
議
会
と
政
府
は
何
が
違
う

の
？
」
と
質
問
を
投
げ
か
け
、
政
府
や
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
い
う
概
念
を
自
分
た
ち
で
作

り
、
模
擬
議
会
と
い
う
活
動
も
取
り
入
れ

た
探
究
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

卒
業
生
の
保
護
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
十
二
名
の
卒
業
生
の
う
ち
、
四
名
が
帰

国
し
て
希
望
の
中
高
一
貫
校
等
へ
、
八
名

が
日
本
人
学
校
中
学
部
へ
進
学
し
ま
す
。

卒
業
生
の
保
護
者
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ク

ラ
ス
で
の
学
び
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
寄
せ
ら
れ
た

コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
物
事
を
考
え
た
り
、
リ
サ
ー

チ
し
た
り
、
人
に
伝
え
る
と
き
に
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
香
港
の
立
法
議
会
を
見
学
す
る
こ

と
で
、
普
段
考
え
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
香
港
の
立
法
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
り
知
る
こ
と
が
で
き
た
り
し

た
こ
と
は
よ
い
経
験
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
に
入
っ
た
当
時
、

英
語
は
決
し
て
得
意
と
は
い
え
な
い
子

で
し
た
が
、
生
来
の
積
極
性
と
先
生
方

の
ご
指
導
を
も
っ
て
英
語
に
対
し
て
物も

の

怖お

じ
し
な
い
子
に
成
長
し
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
得
が
た
い
財
産
で
す
の
で
、

帰
国
後
も
忘
れ
ず
に
い
て
く
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

・
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
は
独
立
性
が
高
い

の
で
、
一
般
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち

と
友
達
感
覚
を
共
有
で
き
た
か
ど
う
か
、

傍は
た

目め

に
は
若
干
不
安
に
感
じ
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
日
本
語
の
科
目
は
ほ
か
の

一
般
の
ク
ラ
ス
と
合
同
に
す
る
等
も
一

案
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
外
国
の
文
化
や
多
様
性
の
問
題
な
ど
、

違
っ
た
方
面
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
し
、
英
語
へ
の
理
解
度

は
大
き
く
向
上
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

・
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
ス
ケ
ジ
ュ

ー
リ
ン
グ
の
力
も
身
に
つ
い
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
中
学
部
に
進
学
し
て

か
ら
も
、
こ
こ
で
培
っ
た
力
を
伸
ば
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

中
学
部
で
の
取
り
組
み
は
？

　
小
学
部
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

で
は
探
究
活
動
を
通
し
て
、
物
事
を
大
局

的
に
捉
え
る
概
念
を
学
び
、
テ
ー
マ
同
士

の
つ
な
が
り
を
分
析
す
る
見
方
を
育
て
て

き
ま
し
た
。

　
中
学
部
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
の

卒
業
生
の
受
け
皿
と
し
て
、
今
年
度
は
英

語
の
授
業
の
中
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
を
組
み
入
れ
て
い
き
ま
す
。
年
齢
が

上
が
る
に
つ
れ
て
、
概
念
に
つ
い
て
の
理

解
も
深
ま
る
た
め
、
今
後
の
中
学
部
で
の

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

他
校
へ
の
広
が
り

　
前
月
号
「
Ａ
Ｇ
５
だ
よ
り
」
で
、
Ａ
Ｇ

５
運
営
指
導
委
員
会
の
佐
藤
郡
衛
委
員
長

が
「
二
〇
一
九
年
度
は
、
香
港
日
本
人
学

校
の
取
り
組
み
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
パ
リ

の
日
本
人
学
校
に
広
げ
て
い
く
予
定
で

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
香
港
日
本
人
学
校

の
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
で
の
取
り
組
み
を

参
考
に
、
他
の
日
本
人
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ

の
国
や
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
探
究
活

動
を
授
業
に
取
り
入
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
型

能
力
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
が
多
く

の
日
本
人
学
校
か
ら
育
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

AG 5
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……………………………………………………………………………………………………………………………シリーズ……………………………………………………………………………………………………………………………

　「補習授業校の子どもたちの特性」
　　日本国内の子どもたちの学習・生活状況等との比較から見えてきた姿
　　　　　　　　　　─『補習授業校児童生徒の学習状況調査等報告書』より─

ＡＧ５運営指導委員会
　昨年、ＡＧ５〈在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業〉ではアメリカの補習授業校に在籍する児童生徒を対象に「補習授業
校児童生徒に対する学習状況調査」を行い、49校・3,829人から回答を得ました。2018年７月号の本欄ではその結果の一部を報
告しましたが、今回は学習や生活状況について日本国内の子どもたちと比べて違いが見られたおもなものについて紹介します。

調
査
の
概
要

　本
調
査
（「
補
習
授
業
校
児
童
生
徒
に

対
す
る
学
習
状
況
調
査
」）
に
お
い
て
は

日
本
国
内
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
・
生
活

状
況
等
と
の
比
較
を
行
う
た
め
、
九
十
七

に
お
よ
ぶ
設
問
の
う
ち
、
六
十
六
項
目
は
、

二
〇
一
七
年
度
に
国
立
教
育
政
策
研
究
所

が
実
施
し
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
の
設
問
と
同
一
の
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
（
一
部
、
文
言
を
補
習
授
業
校
用
に

調
整
し
た
も
の
も
含
み
ま
す
）。

　日
本
国
内
の
調
査
が
小
学
六
年
生
と
中

学
三
年
生
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、補
習

授
業
校
に
お
け
る
調
査
・
分
析
に
関
し
て
も

同
じ
学
年
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
ま
し
た
。

　調
査
対
象
の
人
数
は
、
日
本
国
内
と
補

習
授
業
校
と
で
、
左
記
の
通
り
大
き
な
差

が
あ
る
た
め
、
一
概
に
統
計
的
な
検
証
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
や
特

徴
を
知
る
目
安
に
は
な
り
得
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　な
お
、
調
査
対
象
者
に
つ
い
て
は
次
の

通
り
で
す
。

●
調
査
対
象
者

  

〈
日
本
国
内
〉

　小
学
六
年
生
…
一
〇
一
万
二
一
〇
三
人

　中
学
三
年
生
…
一
〇
二
万
三
八
一
七
人

  

〈
補
習
授
業
校
〉

　小
学
六
年
生
…
八
四
〇
人

　中
学
三
年
生
…
三
九
三
人

調
査
結
果
の
概
要

　詳
細
は
後
述
し
ま
す
が
、
補
習
授
業
校

に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
際
立
っ
た
特
性
を

挙
げ
れ
ば
、
学
習
面
に
お
い
て
は
、
ま
ず

「
自
己
肯
定
感
が
高
い
こ
と
」
で
す
。
こ

の
感
覚
を
持
て
る
と
、
自
分
を
尊
重
す
る

よ
う
に
他
者
や
周
り
も
尊
重
で
き
、
お
互

い
に
尊
重
し
合
え
る
関
係
が
築
け
ま
す
。

人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
土
台
と
な
る
大

切
な
も
の
で
す
。

　次
の
特
性
は
、「
自
分
の
考
え
や
意
見

を
発
表
す
る
の
が
得
意
と
考
え
て
い
る
子

ど
も
が
多
い
こ
と
」
で
す
。
自
分
の
気
持

ち
を
周
り
に
正
し
く
伝
え
ら
れ
る
人
は
他

人
に
対
し
て
失
礼
な
態
度
を
取
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
権
利
も
守
り
な
が
ら
、
意
見

の
違
い
や
対
立
を
う
ま
く
解
決
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　他
方
、
生
活
面
に
お
い
て
は
、「
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
を
し
て
い
る
時
間
が
日
本
国
内
の
子
ど

も
た
ち
よ
り
短
い
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

日
本
が
ゲ
ー
ム
大
国
で
あ
り
、日
本
国
内
の

子
ど
も
た
ち
が
ゲ
ー
ム
に
依
存
し
過
ぎ
て
い

る
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。
日
常
的
に
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
を
長
時
間
す
る
と
、
視
力
や
体

力
の
ほ
か
社
会
適
応
の
面
で
問
題
が
出
て

く
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
補
習
授
業
校

に
通
う
子
ど
も
た
ち
は
日
本
国
内
の
子
ど

も
た
ち
よ
り
も
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
と

い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
１
）「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
う
」

　「当
て
は
ま
る
」「「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
、当
て
は
ま
る
」と
答
え
た
の
は
、小
六
・

中
三
と
も
に
「
補
習
授
業
校
」
が
「
日
本

国
内
」
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
補
習

授
業
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
方
が
自
分

の
よ
さ
を
明
確
に
自
覚
し
て
い
て
、
自
己

肯
定
感
を
高
く
持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！
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（
２
）「
友
達
の
前
で
自
分
の
考
え
や
意
見

を
発
表
す
る
の
は
得
意
だ
」

　「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

当
て
は
ま
る
」と
答
え
た
の
は
、
小
六
・
中

三
と
も
に「
補
習
授
業
校
」
が「
日
本
国
内
」

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
補
習
授
業
校

に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
方
が
普
段
通
う
現

地
校
の
影
響
か
、
考
え
や
意
見
を
発
表
す

る
こ
と
を
得
意
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
３
）「
学
校
の
決
ま
り
を
守
っ
て
い
る
」

　「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

当
て
は
ま
る
」と
し
た
の
は
小
六
で
は「
補

習
授
業
校
」
が
「
日
本
国
内
」
を
上
回
り

ま
し
た
が
、
中
三
で
は
逆
の
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
日
本
の
中
学
校
の
校
則
の
厳
し

さ
を
髣ほ

う
ふ
つ髴
と
さ
せ
る
結
果
と
い
え
ま
す
。

（
４
）「
人
が
困
っ
て
い
る
時
は
、
進
ん
で

助
け
て
い
る
」

　「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

当
て
は
ま
る
」
と
し
た
の
は
小
六
・
中
三

と
も
に
「
補
習
授
業
校
」
が
「
日
本
国
内
」

を
上
回
り
ま
し
た
。

（
５
）「
将
来
、
日
本
以
外
の
国
で
仕
事
が

し
た
い
」

　「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

当
て
は
ま
る
」
と
し
た
の
は
小
六
・
中
三

と
も
に
「
補
習
授
業
校
」
が
「
日
本
国
内
」

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
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（
６
）「
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
参

加
し
て
い
ま
す
か
」

　小
六
の
み
で
大
き
な
差
異
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　「よ
く
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
は
「
日

本
国
内
」
が
「
補
習
授
業
校
」
を
上
回
り

ま
し
た
。
日
本
で
は
地
元
の
お
祭
り
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
小
学
校
の
学
校
行
事
な
ど

地
域
ぐ
る
み
で
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

が
多
い
の
が
要
因

で
し
ょ
う
。

（
７
）「
地
域
社
会
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
」

　中
三
の
み
で
大
き
な
差
異
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　「参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
回

答
は
「
補
習
授
業
校
」
が
「
日
本
国
内
」
を

大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。「
日
本
国
内
」
で

は「
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
回
答
も
三

割
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ 

ィ
ア
そ
の
も
の

に
馴な

染じ

み
が
薄
い

こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

（
８
）「
普
段
、
一
日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い

の
時
間
、
日
本
語
の
テ
レ
ビ
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
、
動
画
サ
イ
ト
な
ど
を
見
た

り
、
聞
い
た
り
し
ま
す
か
」

　小
六
・
中
三
と
も
に
、「
日
本
国
内
」
の

方
が
「
補
習
授
業
校
」
を
大
き
く
上
回
り

ま
し
た
。「
補
習
授
業
校
」
の
中
に
は
英
語

が
第
一
言
語
で
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
全

く
利
用
し
な
い
子
ど
も
た
ち
も
含
ま
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

（
９
）「
普
段
、
一
日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の

時
間
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
か

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
、
携
帯

式
ゲ
ー
ム
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
も
含
む
）」

　小
六
・
中
三
と
も
に
、「
日
本
国
内
」
の

方
が
「
補
習
授
業
校
」
よ
り
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
を
し
て
い
る
時
間
は
長
い
よ
う
で
す
。

「
補
習
授
業
校
」
で
は
「
全
く
な
い
」
と
い

う
回
答
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

AG 5

2020年の東京オリンピック・パラ
リンピック開催を機に、日本でも
「ボランティア」が浸透することが
期待されています。

日本では、地元の子ども会や
町内会主催のイベントが
結構あるようです。
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在外教育施設の新たな挑戦に向けて─2019年度のＡＧ５の取り組み
ＡＧ５運営指導委員会委員長・明治大学特任教授  佐藤 郡衛

　文部科学省の委託事業である「在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業」（通称、AG5
（Advanced Global Five）プロジェクト）を開始して３年目を迎えました。2019年度の取り組みの大きな
特徴は、これまでの２年間の成果を踏まえて新たな学校への支援を行うことです。今回は今年度の取り
組みについてご紹介します。

Ａ
Ｇ
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
的
な
視
点

　
こ
の
事
業
を
行
う
上
で
の
基
本
的
な
視

点
を
確
認
し
て
お
き
ま
す
。
私
た
ち
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
る
の
は
次
の
二
点
で
す
。

　
第
一
は
、
各
学
校
の
ニ
ー
ズ
と
実
態
に

あ
っ
た
支
援
策
を
共
に
考
え
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
も
、
例
え
ば
香
港

日
本
人
学
校
は
当
時
の
運
営
委
員
会
か
ら

の
「
子
供
の
数
の
減
少
へ
の
対
応
と
し
て
、

選
ば
れ
る
学
校
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
」

と
い
う
要
望
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
台
湾
の
日
本
人
学
校
で
は
、
国
際
結
婚

家
庭
の
子
供
の
増
加
に
伴
い
、
日
本
語
教

育
が
課
題
で
し
た
。
こ
う
し
た
子
供
に
は

高
い
中
国
語
能
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

中
国
語
と
日
本
語
の
両
言
語
の
力
を
伸
ば

す
た
め
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
で
も
、
永
住
者
や

国
際
結
婚
家
庭
の
増
加
と
共
に
、
英
語
を

第
一
言
語
と
す
る
子
供
が
多
く
な
り
、
日

本
語
教
育
が
課
題
で
し
た
。
英
語
力
も
日

本
語
力
も
多
様
な
子
供
同
士
が
共
に
学
べ

る
教
育
を
構
想
す
る
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人
学
校
で
は
、
パ

ラ
グ
ア
イ
の
日
系
移
民
に
日
本
の
文
化
や

教
育
を
発
信
す
る
た
め
の
企
画
を
行
い
ま

し
た
。
日
本
人
学
校
を
日
系
人
に
対
す
る

日
本
の
教
育
の
発
信
拠
点
と
し
て
整
備
し
、

そ
れ
が
日
本
人
学
校
の
経
営
や
実
践
に
も

プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
西
大
和
学
園
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
校
は
、

学
校
に
あ
る
図
書
館
を
活
用
す
る
こ
と
で

現
地
の
交
流
校
や
現
地
の
人
に
対
し
て
日

本
文
化
や
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
事

業
は
各
学
校
の
ニ
ー
ズ
や
実
態
に
対
応
し

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
第
二
は
、
在
外
教
育
施
設
の
将
来
像
を

描
け
る
も
の
を
共
に
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と

で
す
。
日
本
人
学
校
や
補
習
授
業
校
は
、

そ
れ
ぞ
れ
多
様
性
に
富
み
、
各
校
違
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
は
、
工
夫
如
何
で

他
校
で
も
実
践
可
能
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　〝good practice

〞
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
い
い
実
践

に
注
目
し
、
そ
の
実
践
か
ら
学
ん
で
い
こ

う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
の
二
年
間
に

行
っ
て
き
た
各
校
の
取
り
組
み
は
〝good 

practice

〞
で
あ
り
、
他
校
で
も
十
分
に

参
考
に
な
る
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
香
港
日
本
人
学
校
の
「
グ
ロ

ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」（
以
下
Ｇ
Ｓ
）
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
は
、
目
標
・
内
容
構

成
・
教
材
・
学
習
活
動
・
評
価
な
ど
の
ポ

イ
ン
ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
他
校
で

も
実
践
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
在
外
教
育

施
設
は
先
生
の
任
期
が
二
〜
三
年
と
限
ら

れ
て
い
ま
す
し
、
運
営
委
員
の
任
期
も
ほ

ぼ
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

同
じ
学
校
の
取
り
組
み
で
も
先
生
や
運
営

委
員
が
代
わ
る
と
継
続
し
な
い
と
い
っ
た

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
継
続
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、

管
理
職
を
含
め
た
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
運
営
委
員
の

皆
さ
ん
に
も
極
力
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
次
に
挙
げ
る

継
続
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ

と
で
実
践
の
継
続
性
も
意
識
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
そ
れ
を
水
平
展
開
し
、
新
し

い
学
校
で
の
取
り
組
み
も
始
め
ま
す
が
、

こ
う
し
た
視
点
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

（１） 

日
本
人
学
校
に
お
け
る
高
度
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
基
礎
的
資
質
形
成
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
そ
の
た
め
の
教
員

研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

　
こ
れ
ま
で
香
港
日
本
人
学
校
香
港
校
小

学
部
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
能
力 

を
育
成
す
る

た
め
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

広
い
視
野
、
論
理
的
思
考
力
、
適
応
力
、

自
己
表
現
力
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
型
能
力

と
英
語
力
を
兼
ね
備
え
た
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
小
学
四
年
生
か
ら

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
」
を
開
設
し
、
独

自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
を
進
め
、
今
後

の
日
本
人
学
校
の
教
育
の
方
向
性
が
み
え

て
き
ま
し
た
。
成
果
に
つ
い
て
は
本
欄
で

報
告
済
み
で
す
が
、
他
の
日
本
人
学
校
で

も
実
践
可
能
な
の
は
新
設
教
科
の
Ｇ
Ｓ
で

す
。

 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！

16

AG 5
エー

ジー ファイブ



12月刊 海外子女教育 2019.7 2月刊 海外子女教育 2019.7

　
Ｇ
Ｓ
は
探
究
学
習
を
も
と
に
調
査
力
、

分
析
力
、
論
理
力
、
プ
レ
ゼ
ン
力
な
ど
の

能
力
を
高
め
る
こ
と
、
国
際
的
な
問
題
や

課
題
を
扱
う
こ
と
で
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
の

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
探
究
の
サ
イ
ク
ル
＝
学
習
活
動
の

流
れ
は
次
の
六
段
階
で
す
。
①
課
題
の
背

景
や
基
礎
的
な
知
識
に
触
れ
る
ス
テ
ー
ジ
、

②
知
識
や
情
報
を
調
査
か
ら
得
る
ス
テ
ー

ジ
、
③
身
に
つ
け
た
知
識
や
調
査
で
得
た

情
報
を
整
理
す
る
ス
テ
ー
ジ
、
④
自
分
の

学
び
を
振
り
返
り
、
さ
ら
な
る
調
査
を
進

め
る
ス
テ
ー
ジ
、
⑤
単
元
で
の
学
び
か
ら

自
分
の
結
論
を
出
す
ス
テ
ー
ジ
、
⑥
自
分

の
学
び
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
還
元
す
べ
く

行
動
す
る
ス
テ
ー
ジ
。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ

ス
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
他
の
学
校
で

の
実
践
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校

と
パ
リ
日
本
人
学
校
で
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
広
い
視
野
、
論
理
的
思
考
力
、

適
応
力
、
自
己
表
現
力
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ

ル
型
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の「
探
究
科
」

の
単
元
の
開
発
と
実
践
を
行
い
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校
で
は
Ｅ
Ｓ

Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）

を
中
心
に
小
学
部
で
「
探
究
科
基
礎
」
と

い
う
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。
パ
リ
日
本

人
学
校
で
も
「
水
」
を
テ
ー
マ
に
探
究
学

習
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
校

で
の
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
「
探
究
科
」
で
英

語
力
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
き
ま
す
。
三
校
の
実
践
か
ら
二
〇
二
〇

年
度
に
は
「
探
究
科
」
の
目
標
、内
容
構
成
、

教
材
、
学
習
活
動
、
評
価
な
ど
を
明
確
に

し
、
他
の
日
本
人
学
校
で
も
実
践
可
能
な

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
予
定
で
す
。

（２） 

日
本
人
学
校
に
お
け
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・

バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
人
材
育
成
の
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
そ
の
た
め
の
教

員
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

　
台
湾
の
日
本
人
学
校
に
は
国
際
結
婚
家

庭
の
子
供
が
多
く
在
籍
し
て
い
ま
す
。
一

八
年
度
は
、台
北
日
本
人
学
校
の
小
学
一
・

二
年
生
を
対
象
と
し
た
日
本
語
補
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
台
中
日
本
人
学
校
の
Ｊ
Ｓ
Ｌ
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
在
籍

ク
ラ
ス
で
の
教
科
指
導
計
画
案
を
開
発
し

ま
し
た
。
ま
た
、
高
雄
日
本
人
学
校
を
含

め
た
台
湾
の
三
校
で
日
本
語
指
導
に
関
す

る
研
修
を
行
い
、
先
生
方
の
日
本
語
教
育

の
指
導
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
台
北
日
本
人
学
校
は
放
課
後
に
週
一
回

三
十
五
分
の
日
本
語
補
習
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
た
め
の
二
十
回
分
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。一
年
生
で
は「
え

を
み
て
は
な
そ
う
（
国
語
）」（
ど
こ
に
何

が
あ
る
か
を
文
レ
ベ
ル
で
話
す
）、「
な
ん

ば
ん
め
（
算
数
）」（
何
番
目
、
何
人
目
な

ど
が
ど
れ
を
指
す
か
を
確
認
す
る
）、「
く

ち
ば
し
（
国
語
）」（
問
と
答
え
の
セ
ッ
ト

が
わ
か
る
）、「
が
っ
こ
う
の
こ
と
１
（
生

活
）」（
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
、語
彙
）、「
が

っ
こ
う
の
こ
と
２
（
生
活
）」（
ど
こ
に
何

が
あ
る
か
、
ど
こ
で
誰
が
何
を
し
て
い
た

か
が
言
え
る
）
な
ど
教
科
と
関
連
づ
け
た

二
十
の
単
元
を
示
し
ま
し
た
。
単
元
ご
と

に
、「
日
本
語
補
習
の
目
標
」「
指
導
の
ポ

イ
ン
ト
・
留
意
点
」（
日
本
語
指
導
経
験

が
な
い
教
師
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
）、「
指
導
し
た
い
語
彙
・
文
型
」、「
具

体
の
展
開
例
」
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
台
中
日
本
人
学
校
で
は
授
業
の
中
で
ど

の
よ
う
な
日
本
語
の
支
援
が
効
果
的
か
を

提
案
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
各
教
科
で
難

し
い
言
葉
、
理
解
が
困
難
と
思
わ
れ
る
言

葉
を
他
の
言
葉
に
置
き
か
え
る
な
ど
の
支

援
策
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
学
校

の
成
果
を
今
年
度
中
に
ま
と
め
て
刊
行
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
台
湾
の
日
本
人
学
校
の
成
果

を
踏
ま
え
て
、
マ
ニ
ラ
・
大
連
・
青
島
の

日
本
人
学
校
で
日
本
語
教
育
の
取
り
組
み

を
開
始
し
ま
す
。
マ
ニ
ラ
で
は
、
国
際
結

婚
家
庭
の
子
供
に
対
し
て
日
本
語
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
質
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
台
北
日
本
人
学
校
の
取
り
出
し
型
の

日
本
語
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
考
に
し
て

日
本
語
教
育
の
実
践
を
行
う
と
共
に
、
そ

れ
を
も
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
行
い
ま

す
。
青
島
と
大
連
で
は
、
台
中
日
本
人
学

校
が
行
っ
て
き
た
在
籍
学
級
に
お
け
る
日

本
語
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
考
に
し
て
、

学
校
の
実
態
に
あ
っ
た
教
科
の
日
本
語
指

導
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
い
ま
す
。
ま

ず
は
マ
ニ
ラ
・
大
連
・
青
島
の
三
校
と
も

日
本
語
支
援
が
必
要
な
子
供
の
状
況
を
調

査
し
、
そ
の
日
本
語
力
を
把
握
し
た
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
あ
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

（３） 

補
習
授
業
校
に
お
け
る
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
・
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
人
材
育
成
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
そ
の
た

め
の
教
員
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

　
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
を
対
象
に
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
の
二
年
間
で
大
き
な
成

果
が
あ
り
ま
し
た
。
少
な
い
授
業
日
数
で
、

日
本
語
力
に
大
き
な
差
が
あ
る
子
供
を
対

象
に
し
た
日
本
語
教
育
を
ど
う
実
践
す
る

か
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
平

日
は
現
地
校
に
通
っ
て
お
り
、
英
語
力
が

優
位
な
子
供
も
多
く
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
、
日
本
語
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
・
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
な
人

材
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
日
本
語
力
の
違
う
子
供
た
ち
が
共
に
学

べ
る
単
元
開
発
を
行
い
、
日
本
語
で
考
え
、

調
べ
、
発
表
す
る
と
い
う
学
習
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
実
践
を
通
し
て
「
日
本

語
で
考
え
る
力
」「
発
表
す
る
力
」
が
大
き

く
向
上
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
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一
八
年
度
は
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
で
、

オ
ー
ス
チ
ン
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
コ
ロ

ン
バ
ス
Ｏ
Ｈ
・
シ
カ
ゴ
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
・

セ
ン
ト
ル
イ
ス
・
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
な
ど

の
補
習
授
業
校
の
協
力
の
も
と
に
小
学
校

高
学
年
の
単
元
開
発
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｔ
Ｖ
会
議
で
そ
の
実
践
し
た
内
容
や

方
法
に
つ
い
て
相
互
に
検
討
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
で
の

単
元
開
発
を
小
学
校
全
学
年
と
中
学
校
に

広
げ
る
と
共
に
、
実
践
を
共
有
す
る
た
め

の
参
加
校
を
増
や
し
、
補
習
授
業
校
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
補

習
授
業
校
の
力
量
の
あ
る
先
生
方
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
相
互
に
課
題
を
解

決
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

（４） 

南
米
日
系
人
及
び
現
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
日
本
語
教
育
・
日
本
型
教

育
・
日
本
文
化
の
発
信
・
普
及
の
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
そ
の
た
め

の
教
員
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

　
パ
ラ
グ
ア
イ
の
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
対
し
て
日
本
人
学
校
が
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
せ
る
か
、
果
た
す
べ
き
か
に
つ

い
て
、
具
体
の
取
り
組
み
を
通
し
て
検
討

し
て
き
ま
し
た
。
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人

学
校
に
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
語
学
校
の

教
師
を
対
象
に
し
た
国
語
指
導
に
関
す
る

研
修
会
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
一
八
年
度
に
は「
移
住
す
ご
ろ
く
」を
開

発
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
語
学
校
で
も

使
え
る
も
の
で
す
。
パ
ラ
グ
ア
イ
の
日
系

移
民
は
南
米
で
は
比
較
的
歴
史
が
浅
く
、

今
後
二
世
や
三
世
の
方
が
増
え
る
に
つ
れ
、

日
本
人
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
い

か
に
保
持
す
る
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
人
学
校
は
そ
の
意
味
で
は
日
本

を
象
徴
す
る
存
在
で
、
日
本
の
文
化
、
教

育
、
さ
ら
に
日
本
語
教
育
な
ど
の
発
信
拠

点
を
目
指
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
は
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本

人
学
校
の
小
学
三
・
四
年
生
用
の
副
読
本

の
改
訂
で
す
。
新
学
習
指
導
要
領
に
準
拠

し
て
行
い
ま
す
が
、
こ
の
副
読
本
を
ア
ス

ン
シ
オ
ン
日
本
語
学
校
で
の
日
本
語
教
材

と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
開
発
す
る

予
定
で
す
。
日
系
人
の
歴
史
や
日
本
と
の

結
び
つ
き
な
ど
の
内
容
も
入
れ
、日
系
人
・

日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形

成
の
一
助
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（５） 

学
校
図
書
館
を
活
用
し
た
日
本
文
化

等
の
発
信
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

　
西
大
和
学
園
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
校
の
取

り
組
み
は
、
学
校
図
書
館
を
地
域
に
開
放

し
、
そ
こ
で
多
様
な
活
動
を
行
い
、
親
日

的
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
す
。
こ
の
二
年
間
の
成
果
の
第
一
は
、

日
本
文
化
を
発
信
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
と
そ
れ
に
関
連
す
る
図
書
等
の
提

供
で
す
。
日
本
の
図
書
や
資
料
を
現
地
の

学
校
や
住
民
に
貸
し
出
そ
う
に
も
興
味
関

心
が
な
い
限
り
手
に
と
っ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
。
一
八
年
度
は
ま
ず
、
日
本
文
化
を
発

信
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
開
催
し
、
そ

れ
に
あ
わ
せ
て
関
連
す
る
図
書
や
資
料
を

提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
に
本
を
貸
し
出
し
、
そ
こ
で
読

み
聞
か
せ
を
す
る
と
い
っ
た
「
移
動
図
書

館
」
な
ど
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で
す
。

　
第
二
は
、
近
隣
の
学
区
で
日
本
語
を
第

二
言
語
と
し
て
指
導
し
て
い
る
小
中
学
校

や
高
校
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
か
ら
ど
ん
な
支

援
が
必
要
か
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
第
三
は
二
〇
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連

す
る
資
料
を
収
集
し
た
ほ
か
、
日
系
人
の

歴
史
に
つ
い
て
中
学
生
が
学
習
す
る
た
め

の
資
料
を
全
米
日
系
人
博
物
館
の
協
力
を

得
て
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
は
「
親
日

的
な
人
材
養
成
」
で
す
。
ど
の
程
度
、
学

校
の
リ
ソ
ー
ス
を
開
放
し
、
そ
れ
に
ア
ク

セ
ス
し
た
か
が
評
価
の
基
準
に
な
り
ま
す
。

一
八
年
度
は
イ
ベ
ン
ト
を
十
回
開
催
し
、

全
体
で
三
二
六
名
の
外
部
者
が
参
加
し
て

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き

続
き
こ
の
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

（６） 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
で
の
教
員

研
修
及
び
授
業
実
践
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
か
ら
開

始
し
ま
す
。
日
本
人
学
校
の
教
育
の
質
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
近
隣
の
日
本
人

学
校
と
連
携
し
て
、遠
隔
操
作
に
よ
る
教
師

研
修
や
合
同
授
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
日
本
人
学
校
は
、
小
規
模
校
が
多
く
、

子
供
同
士
で
の
多
様
な
意
見
交
換
や
す
べ

て
の
教
科
に
お
い
て
専
門
性
の
高
い
教
師

に
よ
る
指
導
を
行
う
と
い
う
点
で
は
課
題

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
大
規
模
な
日
本
人

学
校
、
あ
る
い
は
複
数
の
日
本
人
学
校
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
結
ぶ
こ
と
で
解
決
し
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
中
南
米
の
日
本
人
学
校
で
実
践
し
て
い

き
ま
す
が
、
今
年
度
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
遠
隔
で
の
教
師
研
修
及
び
交
流
授
業
を

実
施
し
、
子
供
や
保
護
者
、
教
職
員
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
評
価
を
行
っ
て

課
題
点
を
出
し
、
二
〇
年
度
に
本
格
的
な

取
り
組
み
を
行
う
予
定
で
す
。

　
以
上
が
今
年
度
の
計
画
で
す
。
Ａ
Ｇ
５

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
三
年
目
を
迎
え
、
新
た

な
学
校
を
加
え
て
支
援
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。随
時
、本
欄「
Ａ
Ｇ
５
だ
よ
り
」

や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
報
告
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

AG 5
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台北日本人学校における日本語補習プログラムの開発
ＡＧ５運営指導委員・東京学芸大学国際教育センター准教授　見世 千賀子

　台湾チームでは、2018年度、台北日本人学校の先生方と日本国内の小学校で外国人児童の日本語指
導に携わってこられた先生方の協力を得て、小学校１・２年生を対象にした日本語補習プログラムを開
発しました。このたび、「日本語補習授業の活動案集」としてまとめましたので、その概要と使い方に
ついて紹介します。

は
じ
め
に

　
日
本
人
学
校
に
も
、
国
内
の
学
校
と
同

様
に
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
子
供
の
在

籍
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く

は
国
際
結
婚
家
庭
の
子
供
達
で
す
。

　
国
際
結
婚
家
庭
で
は
、
家
庭
に
よ
っ
て

言
語
使
用
の
状
況
が
異
な
り
ま
す
が
、
父

親
が
日
本
人
の
場
合
、
就
学
前
の
子
供
は

母
方
の
言
語
に
触
れ
る
機
会
が
多
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
使
用
す
る
言
語
が
、

就
学
前
と
就
学
後
、
そ
し
て
家
庭
と
学
校

と
で
異
な
る
場
合
、
学
校
生
活
や
学
習
の

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
子
供
達
に
困
難
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
幼
少
期
か
ら
日
本
語
に
も
触

れ
て
育
っ
て
き
て
い
る
国
際
結
婚
家
庭
の

子
供
は
、
適
切
な
日
本
語
の
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
日
本
語
で
の
学
習
に
十
分
に
参

加
で
き
、
日
本
語
の
力
を
伸
ば
し
て
い
く

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
具
体
的
か
つ
計
画
的
な

支
援
が
必
要
で
す
。
そ
の
方
法
の
一
つ
と
し

て
、台
北
日
本
人
学
校
で
は「
日
語
補
習（
日

本
語
補
習
）」
を
、
週
一
回
、
放
課
後
に
三

十
五
分
間
、
年
間
約
三
十
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
そ
の
短
く
も
貴
重
な
時
間
に
、

優
先
的
に
す
べ
き
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
少
人
数
の
子
供
達
と
教
師
が
た

く
さ
ん
や
り
取
り
し
な
が
ら
、
個
々
の
子

供
の
日
本
語
の
力
を
把
握
す
る
（
で
き
る

こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
、
知
っ
て
い
る
こ

と
・
知
ら
な
い
こ
と
等
を
確
認
す
る
）
こ

と
と
、
こ
の
先
一
週
間
の
学
習
に
参
加
す

る
た
め
の
日
本
語
の
力
を
で
き
る
だ
け
つ

け
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
、
開
発
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日

本
人
学
校
に
通
う
日
本
語
以
外
の
言
語
背

景
を
持
つ
子
供
達
が
、
在
籍
ク
ラ
ス
の
学

習
活
動
に
参
加
す
る
た
め
の
日
本
語
の
力

を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
台
北
日
本
人
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

「
日
語
補
習
」
を
ベ
ー
ス
に
作
成
し
て
い

ま
す
が
、
広
く
世
界
の
日
本
人
学
校
に
在

籍
し
て
い
る
日
本
語
指
導
が
必
要
な
子
供

達
に
対
し
て
汎
用
的
に
使
用
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
と
使
い
方

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
主
に
、
国
語
、
算
数
、

生
活
科
に
関
わ
る
約
二
十
回
分
の
活
動
案

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
り
上
げ
て
い

る
内
容
は
、
在
籍
学
級
で
の
学
び
の
基
礎

と
な
る
部
分
で
、
日
本
人
学
校
で
使
用
す

る
教
科
書
の
単
元
の
配
置
に
そ
っ
て
配
列

し
て
い
ま
す（
次
ペ
ー
ジ「
日
本
語
補
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
小
学
校
２
年
生
」の
表
を
参
照
）。

　
日
本
語
の
課
題
は
、
子
供
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
こ
の
活
動
案
の
順
番
通
り
に

す
べ
て
を
行
う
必
要
は
必
ず
し
も
あ
り
ま

せ
ん
。
不
要
な
部
分
は
割
愛
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
そ
の
際
、
子
供
達
は
「
知
っ

て
い
る
は
ず
」「
で
き
る
は
ず
」
と
想
像
で

判
断
す
る
の
で
は
な
く
、「
知
っ
て
い
る

か
」「
で
き
る
か
」
は
、
子
供
と
の
実
際
の

や
り
取
り
を
通
し
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
逆
に
、
各
学
校
の
行
事
等
の
事
前
指

導
や
独
自
の
学
習
活
動
を
加
え
て
い
た
だ

く
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
活
動
案
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

時
間
の
設
定

　
活
動
案
は
、
二
十
分
程
度
で
実
施
で
き

る
よ
う
に
組
ん
で
い
ま
す
。
先
に
述
べ
た

通
り
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
台
北
の
「
日

語
補
習
」
を
基
に
し
て
い
ま
す
。
一
回
三

十
五
分
で
、
授
業
の
前
後
に
ア
イ
ス
ブ
レ

イ
ク
や
連
絡
事
項
の
伝
達
な
ど
の
時
間
も

必
要
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

授
業
の
位
置
づ
け

　
活
動
案
は
、
在
籍
ク
ラ
ス
で
の
学
習
活

動
に
参
加
す
る
た
め
の
補
充
型
指
導
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
活
動
案
の
多
く
は
在
籍
ク

ラ
ス
で
の
授
業
に
「
先
行
」
す
る
形
で
組

ん
で
い
ま
す
。「
先
行
学
習
」
を
中
心
に
据

え
る
こ
と
で
、
そ
こ
で
身
に
付
け
た
日
本

語
の
力
を
持
っ
て
在
籍
ク
ラ
ス
で
の
授
業

に
参
加
し
、「
わ
か
っ
た
」「
で
き
た
」
と

い
う
達
成
感
や
自
己
有
用
感
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！
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教科・単元 補習の目的
1 たんぽぽのちえ（国語） 時間（朝になると、２、３日経つと）、様子を読み取る、理由
2 かんさつ名人になろう１（国語・生活） 観点：形、手ざわり、色、大きさなどの言い方を知る
3 かんさつ名人になろう２（国語・生活） （生活科と関連させ）文で表現できる　
4 ひっ算１（算数） 位がわかる
5 ひっ算２（算数） 計算の仕方（１の位から１０の位へ）
6 スイミー１（国語） 比喩
7 スイミー２（国語） 行動から気持ちが読み取れる
8 主語・述語（国語） 主語・述語の意味がわかる、探せる
9 九九（算数） 「１あたり」「いくつ分」の意味がわかり、かけ算の概念がわかる
10 しかけカードの作り方（国語） 順序の言葉（まず、つぎに……）、作り方のプロセスがわかる
11 １０００より大きい数（算数） １０進法の仕組みがわかる、数が読める、数が書ける
12 三角形と四角形１（算数） 語彙（直線、角、辺、頂点）
13 三角形と四角形２（算数） 図形の特徴
14 スーホの白い馬１（国語） お話の背景がわかる（異なる国・時代・地理的関係・馬頭琴）
15 スーホの白い馬２（国語） 主人公の行動や様子から気持ちを理解する
16 まちたんけん（生活） 知りたいことを質問することができる、メモすることができる

17
あしたへジャンプ：できるようになった
こと（生活）

自分の経験を新聞・ポスターとしてまとめる

18 お話の作者になろう（国語） 誰が何をした（最低）が書ける
19 大すきなもの教えたい１（国語） 宝物紹介（１年時に既習）の復習を通して、宝物を紹介するメモを作る
20 大すきなもの教えたい２（国語） メモをもとに発表原稿を作り、発表会をする 

日本語補習プログラム　小学校２年生

想
定
さ
れ
る
課
題
と
目
標

　
言
語
や
文
化
的
背
景
の
異
な
る
子
供
達

が
「
日
本
の
」
授
業
に
参
加
す
る
際
に
は
、

言
葉
・
経
験
・
習
慣
・
既
有
知
識
の
違
い

等
が
学
習
参
加
へ
の
阻
害
要
因
と
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
活
動
案
で
は
、
日
本
国
内
で
外
国
人
児

童
生
徒
等
の
日
本
語
指
導
に
長
年
携
わ
っ

て
き
た
教
員
の
知
識
や
経
験
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
単
元
に
つ
い
て
「
ど
こ
で
つ
ま
づ

き
や
す
い
か
」
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
想
定
さ
れ
る
課
題
へ
の
事
前
の
対
応

が
「
本
時
の
目
標
」
に
な
り
ま
す
。

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
・
留
意
点

　
日
本
語
指
導
の
経
験
の
な
い
教
員
の
手

が
か
り
と
も
な
る
よ
う
に
、
必
要
に
応
じ

て
、指
導
す
る「
語
彙
」や「
日
本
語
表
現
」

等
を
示
し
ま
し
た
。

○
展
開
例
〈
想
定
し
た
児
童
〉

　「
休
み
時
間
等
の
日
常
会
話
は
母
語
話

者
レ
ベ
ル
だ
が
、
授
業
中
、
指
示
が
通
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
」「
活
動
に
は
参
加
し

て
い
る
が
、
ま
と
め
や
振
り
返
り
が
書
け

な
い
、
ま
た
は
そ
れ
を
見
る
と
理
解
し
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い

っ
た
子
供
達
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

○
展
開
例〈
日
本
語
の
レ
ベ
ル
差
へ
の
対
応
〉

　
日
本
語
力
が
よ
り
高
い
子
供
へ
の
指
導

の
ヒ
ン
ト
は
（
△
）、
よ
り
日
本
語
に
困

難
の
あ
る
子
供
へ
の
指
導
の
ヒ
ン
ト
は

（
▼
）
と
い
う
形
で
、
レ
ベ
ル
差
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

○
教
材
等

　
作
成
者
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
教
材
で
す
の

で
入
手
で
き
な
い
場
合
は
現
地
に
あ
る
も

の
を
使
用
し
て
工
夫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
示
し
て
い
る
一
例
は
二
年

生
の
算
数
の
活
動
案
で
す
。
図
形
カ
ー
ド

を
用
い
た
「
体
験
的
な
活
動
」
は
学
習
へ

の
興
味
関
心
を
高
め
た
り
、「
直
線
」「
頂

点
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
意
識
的
に

使
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
記
憶

の
支
援
」（
学
習
用
語
の
定
着
）
や
、
日
本

語
の
モ
デ
ル
文
を
示
す
こ
と
で
「
表
現
の

支
援
」
を
し
て
い
る
点
な
ど
が
日
本
語
指

導
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
算
数
が
題
材
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
根
拠
を
持
っ
て
仲
間
分
け
の
理

由
を
説
明
す
る
モ
デ
ル
文
は
、
他
教
科
の

学
習
で
も
応
用
で
き
る
も
の
で
す
。

　
今
後
、
活
動
案
は
冊
子
と
し
て
刊
行
す

る
予
定
で
す
。
今
年
度
は
、
こ
れ
を
基
に

し
た
授
業
の
検
証
を
行
い
つ
つ
、
他
の
日

本
人
学
校
へ
の
展
開
も
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
日
本
語
補
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
活
動
案
の

作
成
等
に
関
し
ま
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
先
生
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
謝

意
を
表
し
ま
す
。
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活動案：学年２　教科　算数　単元名　三角形と四角形１

１　授業の位置づけ（先行／復習など）：先行

２　想定される課題
新しい教科学習語彙「直線」「頂点」「辺」「角」等については日常生活で使うことがないため、理解に困難が予想さ
れる。
先行学習として体験活動を取り入れてその中で、「直線」「頂点」「辺」「角」という言葉を使うことにより理解を深
めさせたい。

　【本時の目標】
　・「直線」「辺」「角」「頂点」の意味がわかる。
　・「辺」「角」「頂点」の数に着目して仲間分けができる。

３　指導のポイント・留意点　
・初めに、四角形・三角形・どの形でもない図形のカードを用意して、仲間分けさせる体験活動を行うことで、児
童の興味関心を高める。また、特徴により分別する活動を通して教科学習言語の理解と活用を図りたい。
・仲間分けの根拠を話すときに必要になる言葉として「直線」「頂点」「辺」「角」を組み入れる。また、仲間分けの理
由を話すときに、その言葉を活用することで記憶支援を図る。
・仲間分けの理由を説明するときには、モデル文「～が～だから（四角形・三角形・その他）にしました。」を使って
根拠を説明することができるようにする。

４．使用可能な教材・ワークシート
（注）体験活動で使用する図形のカードは操作しても破れたりしないように、厚紙で作ってください。また、色等
の他の要素で分けてしまったりしないように、全部同じ色で作成すると児童の思考を妨げないと思います。その
ときカードに番号をふっておくと、児童が説明するときに説明しやすいと思います。

＜ 展 開 ＞（指導上の留意点：△日本語レベルがより高い児童への指導、▼日本語が弱い子どもへの指導）

時間 展開 指導上の留意点 使用する教材等

５分 １．いろいろな形を分ける。
めあて
「どんななかまにわけたでし
ょう。」

・四角形・三角形・その他のかたちに分かれるよう
な図形のカードを用意して、３つのグループに分
けさせる。
・直線ではない形を必ずいれる。
・ペアまたはグループで取り組ませる。みんなで考え
を聴き合う中で自分の考えを説明できるようにし
たい。

・様々な図形カードを用
意する。
　カードには番号を書い
て分別するときに説明
しやすいようにする。

10分 ２．グループに分けて、その
理由を発表する。
＜四角形＞
辺が直線で４本、頂点が４つ
４本の辺で囲まれている
＜三角形＞　
辺が直線で３本、頂点が３つ
３本の辺で囲まれている
＜その他＞　
直線ではない。

・頂点は「〇つ」辺は「〇本」で数えることをおさえる。
・日常会話では使用頻度が低い算数の教科学習言語
を正しく使って説明できないときは、「算数では、
角というよ。」というように丁寧に訂正する。
・「辺で囲まれている」という日本語表現が理解で
きないので、動作化させて（３人ないしは４人で
手をつながせるなどして）確認させる。
・仲間分けの説明のときには、
　「～が～だから（四角形・三角形・その他）にしま
した。」というモデル文を使って説明できるよう
にする。

・掲示用の図形
　（ここでは五角形や六
角形等は混乱するので
出さない）
・「直線」「辺」「角」とい
う言葉のカードを作り
掲示する。
・必ず言葉にはルビをふ
る。

５分 ３．ワークシートに学習のま
とめを書く。

・教科学習言語にはルビをふって、児童が読み方を
忘れてもいつでもわかるように支援する。

AG 5

▼
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赤羽寿夫植野美穂

教員の実践的指導力向上のための支援
─日本人学校等学校採用教員内定者研修と『初任者研修ハンドブック』─

AG5運営指導委員・海外子女教育振興財団　教育相談室長  植野美穂
東京学芸大学教職大学院　教授  赤羽寿夫

　日本人学校･補習授業校（以後、日本人学校等）の教員には、文部科学省からの派遣のほか、
学校が独自に採用する教員がいます。この学校採用教員には教職経験者だけでなく、新卒者
や転職して初めて教職に就く人などもいますが、初任者であっても教師としての意識をもっ
て、すぐに教壇に立ち、学校の運営に取り組んでいくことが求められます。今回は、AG5が
2017年度から取り組んできた「教員の実践的指導力向上のための支援」について紹介します。

学
校
採
用
教
員
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発

　
近
年
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
日
本
人
学

校
等
へ
の
教
師
派
遣
数
は
微
増
し
て
い
ま

す
が
、
ア
ジ
ア
地
区
の
大
規
模
校
で
は
、

全
教
員
に
占
め
る
学
校
採
用
教
員
の
割
合

が
五
割
と
高
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
学
校
採
用
教
員
の
多
く
は
新
卒

者
も
し
く
は
教
職
以
外
か
ら
の
転
職
者
で
、

教
師
と
し
て
の
資
質
お
よ
び
指
導
力
の
向

上
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
Ａ
Ｇ
５
で
は
、
学
校
採
用
教
員
の
割
合

が
半
数
を
占
め
る
上
海
日
本
人
学
校
の
先

生
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
ど
の

よ
う
な
研
修
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
を
把
握

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
二
〇

一
八
年
度
に
上
海
日
本
人
学
校
に
学
校
採

用
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
先
生
方
に
二
日
間
に
わ
た
り
東
京
で
赴

任
前
の
事
前
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
日
本
人
学
校
等
へ
の
赴
任
が
決
定

し
た
段
階
で
、
海
外
で
教
師
と
し
て
働
く

こ
と
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
す
る

た
め
に
、「
教
師
と
し
て
の
心
構
え
」「
海

外
で
の
教
師
と
し
て
の
基
礎
」「
学
級
経

営
」「
教
科
指
導
」「
教
科
外
活
動
」「
危
機

管
理
」「
保
護
者
対
応
」
な
ど
の
内
容
を
ま

と
め
た
『
日
本
人
学
校
等
教
員
の
た
め
の

初
任
者
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し

ま
し
た
。
そ
し
て
一
九
年
度
学
校
採
用
教

員
内
定
者
研
修
の
参
加
者
に
配
付
し
、
さ

ら
に
全
日
本
人
学
校
・
補
習
授
業
校
に
送

付
し
ま
し
た
。
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

https://ag-5.jp/cm
s/ag5/com

m
on/

pdf/them
e3/handbook2019.pdf

一
九
年
度
の
学
校
採
用
教
員
内
定
者

に
対
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
際

　
今
年
度
の
学
校
採
用
教
員
内
定
者
研
修

は
、
二
月
十
六
日
に
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
、
十
七
日
に

東
京
学
芸
大
学
附
属
大
泉
小
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
内
定
者
は
一
二
八
人
で
、
そ

の
内
、
一
日
目
の
研
修
に
は
一
二
一
名
、

二
日
目
に
は
一
〇
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
午
前
中
は
、
日
本
人
学
校
等
や

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の
概
要
、
渡
航

手
続
き
に
関
す
る
説
明
の
ほ
か
、
文
部
科

学
省
総
合
教
育
政
策
局
教
育
改
革
・
国
際

課
海
外
子
女
教
育
専
門
官
（
当
時
）
の
小

林
美
陽
氏
が
「
在
外
教
育
施
設
の
概
要
お

よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
関
す
る
在

外
教
育
施
設
の
特
色
あ
る
取
組
み
に
つ
い

て
」、
ま
た
バ
ン
コ
ク
日
本
人
学
校
校
長

の
室
賀
薫
氏
が
「
海
外
で
教
壇
に
立
つ
学

校
採
用
教
員
の
皆
さ
ん
に
期
待
！
」
と
題

し
た
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
Ａ
Ｇ
５
メ
ン
バ
ー
等
に
よ

る「
学
校
採
用
教
員
の
た
め
の
教
員
研
修
」

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
一
日
目
は
「
Ⅰ 

教
師
と
し
て
の
基
礎

的
素
養
」「
Ⅱ 

学
級
経
営
・
生
活
指
導
・

危
機
管
理
」「
Ⅲ 

授
業
構
成･

運
営
の
仕

方
と
授
業
技
術
の
基
礎
」（
各
八
十
分
）、

二
日
目
は
「
Ⅳ 

教
科
等
指
導
の
基
本
的

な
授
業
の
進
め
方
」（
六
十
分
）「
Ⅴ 

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
八
十
分
＋
一
五
〇
分
）」

か
ら
な
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
受
講

者
は
国
語
、
算
数
・
数
学
、
社
会
、
理
科
、

外
国
語
（
英
語
）、
音
楽
、
幼
稚
園
、
養

護
の
中
か
ら
一
つ
選
択
し
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
活
動
し
ま
し
た
。

AG 5
 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！

18エー
ジー ファイブ

初任者研修ハンドブックの表紙

一日目の講義風景
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ま
ず
「
Ⅰ 

教
師
と
し
て
の
基
礎
的
素

養
」
で
は
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
大
泉
小

学
校
副
校
長
の
細
井
宏
一
氏
よ
り
、
教
師

と
し
て
の
心
構
え
や
服
務
事
項
、
学
校
の

組
織
・
運
営
、
教
育
現
場
で
の
一
日
・
一

年
の
流
れ
等
に
つ
い
て
、
初
任
者
に
も
わ

か
り
や
す
い
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
「
Ⅱ 

学
級
経
営
・
生
活
指
導
・

危
機
管
理
」
で
は
、
東
京
学
芸
大
学
教
職

大
学
院
特
命
教
授
の
今
井
文
男
氏
よ
り
学

級
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
児
童
生
徒
や

保
護
者
と
の
関
わ
り
方
等
に
つ
い
て
具
体

例
を
交
え
た
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
参
加

者
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
東
京
都
立
国
際
高
等
学
校
指
導

教
諭
の
高
松
美
紀
氏
に
よ
る
「
Ⅲ 

授
業

構
成
・
運
営
の
仕
方
と
授
業
技
術
の
基
礎
」

で
は
、「
単
元
、
一
時
間
の
授
業
を
ど
う

構
成
す
る
か
」「
授
業
の
中
で
ど
の
よ
う

に
生
徒
と
学
習
を
進
め
て
い
く
か
」「
ど

の
よ
う
に
効
果
的
に
学
習
目
標
を
達
成
す

る
の
か
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
話
し
合
い
の
結

果
を
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
与
え
ら

れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
参
加
者
が
個
々
に

再
考
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
「
Ⅳ 

教
科
等
指
導
の
基
本

的
な
授
業
の
進
め
方
」
で
は
、
細
井
氏
が

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
視
点
お
よ
び
学

習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
教
科
学
習
の
基

本
的
な
授
業
の
進
め
方
、
授
業
力
向
上
の

た
め
の
授
業
研
究
・
研
修
に
つ
い
て
全
体

講
義
を
行
っ
た
後
、
各
教
科
等
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
模
擬
授
業
を
通
し
て
、
参
加
者
同
士

が
意
見
を
交
換
し
、
赴
任
後
に
生
か
せ
る

授
業
作
り
や
指
導
方
法
の
基
本
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
理
科
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
理
科
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
担
当
し
た

講
師
の
赤
羽
寿
夫
氏
は
そ
の
様
子
を
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
理
科
教
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
内
定
者

は
九
名
だ
っ
た
。
当
初
、
学
校
採
用
教
員

と
い
う
こ
と
で
新
卒
か
ま
だ
あ
ま
り
経
験

の
な
い
先
生
方
が
多
い
の
で
は
と
思
っ
て

い
た
が
、
集
ま
っ
た
内
定
者
は
年
齢
も
教

師
と
し
て
の
経
験
年
数
も
様
々
だ
っ
た
。

　
最
初
、
自
己
紹
介
と
と
も
に
「
こ
の
研

修
に
期
待
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
発
言
し

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
ど
ん
な
授
業
を

す
れ
ば
よ
り
良
く
な
る
の
か
、
具
体
的
な

こ
と
を
知
り
た
い
」、「
海
外
で
理
科
の
授

業
を
行
う
上
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
」
と

い
っ
た
も
の
、
さ
ら
に
は
「
高
校
で
の
経

験
が
長
く
、
小
・
中
学
校
で
の
留
意
点
に

つ
い
て
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
課
題
を
抱

え
て
い
る
教
員
等
、
出
発
ま
で
に
や
る
べ

き
こ
と
が
満
載
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
午
前
中
は
ま
ず
小
・
中
学
生

が
理
科
の
授
業
に
期
待
す
る
こ
と
を
取
り

上
げ
、
実
験
観
察
と
い
っ
た
体
験
学
習
の

必
要
性
を
示
し
た
。
中
で
も
生
物
教
材
な

ど
は
海
外
で
は
日
本
の
環
境
と
は
ま
る
で

違
う
た
め
、
代
替
え
に
な
る
教
材
を
現
地

で
探
す
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
、
映
像
教

材
な
ど
出
発
前
に
準
備
し
持
参
す
る
こ
と

を
薦
め
た
。

　
九
名
の
中
に
は
学
校
は
違
っ
て
も
同
じ

地
域
に
派
遣
さ
れ
る
内
定
者
も
い
て
、
す

ぐ
に
仲
間
意
識
が
芽
生
え
、
午
前
中
の
講

義
か
ら
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
頃
に
は
、

情
報
交
換
が
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

　
午
後
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
模

擬
授
業
の
計
画
と
実
践
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
た
が
、
九
名
と
い
う
参
加
人
数
は
こ

の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
た
め

の
環
境
作
り
に
有
効
に
働
い
た
。
あ
ま
り

指
導
案
作
り
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
教
材
を
絵

に
か
い
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
協
力

し
て
二
十
分
程
度
の
授
業
を
一
時
間
で
作

成
し
て
も
ら
っ
た
。
午
前
中
の
雰
囲
気
か

ら
和わ

気き

藹あ
い

々あ
い

と
作
業
は
進
み
、
各
グ
ル
ー

プ
が
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
無
事
に
二

十
分
発
表
会
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
授
業
を
作
る

難
し
さ
と
行
う
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え

た
の
で
は
な
い
か
と
願
っ
て
い
る
。

●
内
定
者
研
修
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

　
二
日
間
の
研
修
を
終
え
て
、
下
記
の
研

修
の
目
的
を
達
成
で
き
た
と
思
う
人
の
割

合
は
、
①
は
八
四
％
、
②
は
八
一
％
と
高

い
評
価
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

①
日
本
人
学
校
等
の
教
師
と
し
て
求
め
ら

れ
る
基
本
的
な
心
構
え
、
具
体
的
な
指

導
法
等
に
つ
い
て
学
ぶ
。 

②
研
修
を
通
じ
て
、
同
期
の
教
員
同
士
の

連
帯
感
を
高
め
る
。

　
な
お
、
研
修
の
参
加
者
か
ら
は
次
の
よ

う
な
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

・
教
師
、
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
を
し

っ
か
り
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
初

め
て
教
壇
に
立
つ
自
分
に
と
っ
て
、
具

体
的
な
学
級
経
営
の
行
い
方
や
組
織
の

関
係
作
り
に
つ
い
て
の
講
話
が
聞
け
て
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

・
私
は
新
卒
な
の
で
、
学
校
の
先
生
が
ど

算数・数学のワークショップ
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ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
い
う
基
礎
を

教
え
て
い
た
だ
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

・
先
生
の
実
体
験
を
踏
ま
え
て
、
日
本
人

学
校
の
子
ど
も
の
視
点
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

・
海
外
の
地
で
、
教
師
と
し
て
の
責
任
感

を
持
つ
こ
と
の
重
要
さ
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
た
。

・
児
童･

保
護
者
の
立
場
に
立
っ
た
上
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。

・
危
機
管
理
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
な
か

な
か
な
い
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

・
す
で
に
教
員
を
し
て
い
ま
す
が
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
初
任
者
の
頃
、

本
日
の
よ
う
な
基
本
的
な
こ
と
を
学
び

た
か
っ
た
で
す
。

・
自
分
の
指
導
案
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

子
ど
も
の
問
い
を
取
り
入
れ
る
授
業
を

行
い
た
い
。

・
私
自
身
の
授
業
の
組
み
立
て
が
、
発
問

し
て
も
正
し
い
答
え
を
求
め
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

授
業
の
流
れ
や
教
材
の
準
備
な
ど
見
直

し
て
み
ま
す
。

・
授
業
作
り
、
展
開
に
つ
い
て
沢
山
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
授
業
を
し
て

い
る
と
、
ど
う
し
て
も
講
義
形
式
に
な

っ
て
し
ま
い
、
子
ど
も
の
主
体
的
な
授

業
が
な
か
な
か
で
き
ず
じ
ま
い
で
し
た

が
、
教
師
自
身
が
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
、

一
つ
ず
つ
子
ど
も
と
学
び
丁
寧
な
指
導

を
心
が
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。

・
教
育
に
対
し
て
感
じ
る
違
和
感
や
疑
問

を
き
れ
い
に
明
文
化
し
解
き
ほ
ぐ
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
な
時
間
で
し
た
。
も
っ

と
お
聞
き
し
た
か
っ
た
で
す
。

・
探
究
型
の
授
業
を
体
験
し
て
、
そ
の
意

義
、
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
評
価
の
あ
り
方
と
し
て
、
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
提
示
す
る
こ
と
が
と
て
も

良
い
方
法
だ
と
思
っ
た
の
で
、
今
後
の

参
考
に
し
た
い
。

・
保
健
室
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
や

資
料
を
沢
山
見
せ
て
い
た
だ
い
て
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
実

践
例
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
自
分
で
も

や
っ
て
み
た
い
と
思
う
こ
と
が
沢
山
あ

り
ま
し
た
。
も
っ
と
時
間
が
欲
し
か
っ

た
で
す
。

・
具
体
的
な
指
導
方
法
や
教
具
、
楽
器
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
仕
方
を
教
え
て
い
た

だ
け
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
実
践
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

・
幼
稚
園
指
導
要
領
な
ど
も
う
一
度
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
実
際

の
保
育
の
現
場
の
写
真
を
見
な
が
ら
、

一
人
一
人
の
子
ど
も
の
気
持
ち
を
考
え

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
た
。

・
短
期
間
で
し
た
が
、
同
僚
と
な
る
人
や

他
校
の
先
生
と
出
会
い
、
期
待
と
不
安

が
共
有
で
き
、
こ
れ
か
ら
す
べ
き
こ
と

が
明
確
に
な
っ
た
。

　
二
日
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
東
京

学
芸
大
学
附
属
大
泉
小
学
校
の
教
室
を
借

り
て
、
理
科
と
音
楽
は
特
別
教
室
、
養
護

は
保
健
室
、
そ
れ
以
外
の
教
科
等
は
一
般

教
室
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
教
室
の
掲
示
物
を
教
材
と
し

て
取
り
上
げ
た
り
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て

い
る
教
材
・
教
具
を
見
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ど
の
教
室
で
も
積
極
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
取
り
組
む
参
加
者
の
姿
が
見
ら
れ
、

講
師
の
先
生
方
か
ら
も
「
参
加
者
は
み
ん

な
熱
心
で
や
る
気
が
あ
り
、
楽
し
く
授
業

が
で
き
た
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
八
つ
の
教
科
等
の
中
か
ら
、
参
加

で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
一
つ
の
み
だ

っ
た
た
め
、
参
加
者
か
ら
は
「
複
数
教
科

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
か
っ

た
」
と
い
う
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
研
修
を
終
え
、
参
加
者
は
、

教
材
研
究
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
渡
航

前
に
、
赴
任
国
の
歴
史
的
背
景
の
確
認
、

学
習
指
導
要
領
の
読
み
直
し
、
教
材
集
め
、

教
材
の
デ
ー
タ
化
等
に
取
り
組
む
必
要
性

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
研
修
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
赴
任
先

の
日
本
人
学
校
等
で
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切

れ
、
意
欲
を
も
っ
て
教
育
活
動
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

〈
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
師
名
と
所
属
先
〉

（
敬
称
略
）

国
語
　
高
松
美
紀
（
東
京
都
立
国
際
高
等

学
校
指
導
教
諭
）、
算
数
・
数
学 

細
井
宏

一
（
東
京
学
芸
大
学
附
属
大
泉
小
学
校
副

校
長
）、
社
会 

平
田
博
嗣
（
清
泉
女
子
大

学
文
学
部
司
書
・
教
職
課
程
特
任
教
授
）、

理
科
　
赤
羽
寿
夫
（
東
京
学
芸
大
学
教
職

大
学
院
教
授
）、
外
国
語
（
英
語
） 

小
松

万
姫
（
東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教

育
学
校
教
諭
）、
音
楽 

角
町
美
穂
（
東
京

学
芸
大
学
附
属
大
泉
小
学
校
教
諭
）、
幼

稚
園
　
山
田
有
希
子
（
東
京
学
芸
大
学
附

属
幼
稚
園
小
金
井
園
舎
副
園
長
）、
養
護 

倉
澤
順
子
（
東
京
学
芸
大
学
附
属
大
泉
小

学
校
養
護
教
諭
）

＊
次
年 

度
の
学
校
採
用
教
員
の
内
定
者
研
修
は
、

二
〇
二
〇
年
二
月
十
五
日
・
十
六
日
に
東
京
学

芸
大
学
附
属
大
泉
小
学
校
で
実
施
す
る
予
定
。

AG 5

保健室での養護のワークショップ
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担任による日本語指導の確立
──より上質かつ効果的な指導を目指して──

台中日本人学校校長　栗田 友季子

　本校におけるＡＧ５の取り組みは３年目を迎えました。昨年
までの研究に加え、本年度は「担任による日本語授業」と「研究

の横展開（台湾の３つの日本人学校及びマニラ・大連・青島の日本人学校への展開）」に重点を置き、研究を進めてい
ます。担任の指導による日本語授業に加え、普段の授業の中でどのような支援ができるかという「在籍学級における
日本語指導プログラムの開発」を目指して研究を行っています。

Ａ
Ｇ
５
と
台
中
日
本
人
学
校

　「
保
護
者
が
共
に
、
ま
た
は
ど
ち
ら
か

が
日
本
国
籍
で
は
な
い
児
童
・
生
徒
の
割

合
が
約
五
〇
％
」
と
い
う
の
が
、
本
校
の

特
徴
の
一
つ
で
す
。

　
Ａ
Ｇ
５
が
掲
げ
て
い
る
ね
ら
い
に
は
、次

の
三
点
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
が
あ
り
ま
す
。

・
海
外
に
在
住
す
る
子
ど
も
た
ち
に
高
度

な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
の
基
礎
力

を
育
成
す
る
。

・
国
際
結
婚
家
庭
や
永
住
者
の
子
ど
も
の

増
加
に
伴
う
日
本
語
力
向
上
の
た
め
の

教
育
を
提
供
す
る
日
本
語
指
導
。

・
日
本
語
教
育
や
日
本
文
化
の
発
信
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

　
こ
れ
ら
の
ね
ら
い
と
本
校
の
特
徴
を
鑑

み
る
と
、
Ａ
Ｇ
５
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ

「
日
本
人
学
校
に
お
け
る
日
本
語
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
に
関
し
て
、
本
校
が

研
究
提
携
校
と
な
っ
た
の
は
当
然
で
も
あ

り
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
と
い
う
点

に
お
い
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た

わ
け
で
す
。

一
年
目
（
二
〇
一
七
年
度
）
の
取
り

組
み

　
一
七
年
度
は
、
ま
ず
台
湾
の
日
本
人
学

校
三
校
（
台
北
・
台
中
・
高
雄
）
が
共
通

理
解
を
図
り
、
理
論
研
究
と
実
態
把
握
か

ら
始
め
て
、
各
々
の
方
向
性
を
決
定
す
る

と
こ
ろ
ま
で
進
め
ま
し
た
。
六
月
・
八
月
・

十
二
月
に
は
日
本
か
ら
運
営
指
導
委
員
の

メ
ン
バ
ー
に
来
校
頂
き
、
次
の
三
点
が
始

ま
り
ま
し
た
。

・
子
ど
も
の
日
本
語
能
力
の
実
態
把
握

・
教
員
向
け
の
Ｊ
Ｓ
Ｌ
研
修
の
実
施

・
日
本
語
補
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討

　
ま
た
十
二
月
末
に
は
、
台
北
校
に
お
い

て
日
本
語
授
業
の
参
観
と
日
本
語
指
導
研

修
会
を
実
施
。
さ
ら
に
翌
年
二
月
の
日
本

国
内
研
修
で
は
、
浜
松
市
内
の
小
・
中
学

校
で
日
本
語
の
授
業
を
参
観
、
及
び
海
外

子
女
教
育
振
興
財
団
で
意
見
交
換
し
、
理

論
研
究
や
方
向
性
に
つ
い
て
の
共
通
理
解

を
図
り
ま
し
た
。

二
年
目
（
二
〇
一
八
年
度
）
の
取
り

組
み

　
前
年
度
の
理
論
研
究
を
受
け
て
具
体
的

な
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
次
の
よ
う
な
流

れ
で
研
修
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

・
五
月 

日
本
語
授
業
参
観
・
研
修
会

・
六
月 

台
北
校
授
業
参
観

 

日
本
語
支
援
を
取
り
入
れ
た

研
究
授
業
・
実
践
の
累
積

・
八
月 

Ａ
Ｇ
５
校
内
研
修
会

・
九
月 
公
開
授
業
を
受
け
て
の
校
内

研
修
会
（
台
北
・
高
雄
参
加
）

・
十
二
月 

台
北
校
授
業
参
観

・
二
月 

日
本
国
内
研
修
会

　「
日
本
語
授
業
」
は
、
小
学
部
の
各
学
年

担
任
が
「
日
本
語
授
業
リ
ク
エ
ス
ト
」
を

提
出
し
、
そ
れ
を
も
と
に
日
本
語
指
導
担

当
者
が
授
業
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
授
業
後
、
担
当
者
は
授
業
内
容
を
記
録

し
、
そ
の
記
録
を
土
台
と
し
て
個
人
ご
と

の
「
日
本
語
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
九
月
に
は
、
日
本
語
担
当

者
と
担
任
と
で
児
童
実
態
調
査
（
Ｄ
Ｌ
Ａ

等
を
活
用
）
を
行
い
、
職
員
間
で
結
果
を

共
有
。
そ
の
後
の
授
業
研
究
で
は
、
Ｊ
Ｓ

Ｌ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
日
本
語
支
援
の
五
つ

の
視
点
（
理
解
支
援
・
表
現
支
援
・
記
憶

支
援
・
自
律
支
援
・
情
意
支
援
）
を
意
識

し
た
授
業
を
実
践
し
ま
し
た
。
事
前
の
指

導
案
作
成
の
際
に
は
、
次
の
点
を
確
認
し
、

実
践
し
た
次
第
で
す
。

○
指
導
案
に
日
本
語
支
援
の
手
立
て
を
記

入
す
る
こ
と
。

AG 5
 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！

19エー
ジー ファイブ

小
学
部
４
年
　
日
本
語
授
業
リ
ク
エ
ス
ト
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○
授
業
後
に
日
本
語
支
援
に
関
す
る
成
果

と
課
題
を
ま
と
め
る
こ
と
。

　
さ
ら
に
、
日
本
語
支
援
の
視
点
で
指
導

者
が
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
と

し
て
は
、
例
え
ば
次
に
な
り
ま
す
。

・
日
本
語
力
が
十
分
で
な
い
子
に
対
し
て
、

モ
デ
ル
の
提
示
や
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
支

援
員
に
よ
る
説
明
な
ど
個
別
支
援
を
す

る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
ま
た
絵
本

を
貸
出
し
た
り
、
授
業
で
音
読
を
し
た

り
す
る
こ
と
を
継
続
し
て
い
る
。

・
基
本
的
な
文
型
を
指
導
す
る
こ
と
で
、

説
明
に
関
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
共
有

さ
せ
て
い
る
。

・「
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
」
と
い
う
相

手
意
識
・
目
的
意
識
を
も
た
せ
て
い
る
。

・
言
語
習
得
支
援
の
視
点
で
は
、
大
文
字

や
イ
ラ
ス
ト
に
加
え
小
文
字
も
使
用（
視

覚
支
援
）
し
て
い
る
。

・
意
味
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
文
字
の
色
分

け
を
し
て
い
る
。

・
話
し
方
の
手
本
を
示
し
、自
分
の
考
え
を

明
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
算
数
で
は
数
直
線
な
ど
を
用
い
る
こ
と

で
、
問
題
文
の
場
面
を
視
覚
的
に
理
解

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
教
科
の
既
習
内
容
に
関
連
付
け
な
が
ら
、

イ
メ
ー
ジ
と
言
葉
を
つ
な
げ
さ
せ
て
い
る
。

・
目
で
見
て
わ
か
る
資
料
を
多
く
用
意
し
、

資
料
活
用
の
技
能
や
思
考
力
を
高
め
さ

せ
て
い
る
。

・
日
本
語
や
学
習
内
容
の
理
解
を
促
す
た

め
に
、
視
覚
化
・
簡
略
化
し
て
い
る
。

・
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童

が
多
い
た
め
、
言
葉
以
外
の
表
現
方
法

を
示
し
、
多
様
な
方
法
で
の
表
現
を
促

し
て
い
る
。

・ 「
正
方
形
」「
対
角
線
」「
垂
直
」「
面
積
」

「
一
辺
」「
平
方
根
」
な
ど
、
学
習
用
語

を
き
ち
ん
と
用
い
て
説
明
さ
せ
る
よ
う

意
識
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
教
科
の
特
性
を
超
え
た
視
点

と
し
て
共
有
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
以
後

の
授
業
展
開
の
指
針
と
し
て
具
体
的
な

「
二
つ
の
工
夫
」
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

①
言
葉
を
理
解
さ
せ
る
工
夫

↓
難
し
い
言
葉
、
理
解
が
困
難
と
思
わ
れ

る
言
葉
を
他
の
言
葉
に
置
き
換
え
る
。

↓
算
数
の
授
業
で
は
、
算
数
の
用
語
を
意

識
し
て
使
う
・
使
わ
せ
る
。
ま
た
、
用

語
を
用
い
て
説
明
さ
せ
る
。

↓
資
料（
国
語
辞
典
・
言
葉
図
鑑
・
資
料
集
）

か
ら
、
言
葉
の
意
味
や
情
報
を
獲
得
さ

せ
る
。

②
視
覚
化
し
て
理
解
を
促
す
工
夫

↓
カ
ー
ド
な
ど
を
提
示
・
掲
示
す
る
。

↓
絵
や
図
に
し
て
掲
示
す
る
。

↓
実
物
投
影
機
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
よ
り
わ
か
り
や
す

く
示
す
。

　
以
降
、
こ
れ
ら
の
工
夫
を
適
切
に
盛
り

込
ん
で
授
業
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

三
年
目
（
二
〇
一
九
年
度
）
の
取
り

組
み

　
二
年
間
、
台
湾
の
三
校
で
理
論
研
修
を

積
み
重
ね
、
方
向
性
も
定
ま
っ
た
三
年
目
。

今
年
度
の
Ａ
Ｇ
５
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
軸
に
し
て
、
台
湾
三
校
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
日
本
人
学
校（
マ
ニ
ラ
・
大
連
・
青
島
）

へ
の
「
横
展
開
」
に
移
行
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
新
た
に
四
本
柱
を
立

て
て
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〈
柱
１ 

学
級
担
任
に
よ
る
日
本
語
授
業
〉

↓
昨
年
度
は
一
人
の
日
本
語
担
当
教
員
が

六
学
年
の
日
本
語
授
業
を
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
児
童
の
日
本
語
力
を
把
握
で

き
る
学
級
担
任
が
日
本
語
授
業
を
行
う

こ
と
で
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
指
導
や

支
援
が
で
き
、
学
級
で
の
授
業
進
度
と

児
童
の
実
態
に
合
わ
せ
て
授
業
を
組
み

立
て
ら
れ
る
。

↓
一
年
間
、
授
業
内
容
を
記
録
し
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
構
成
し
て
い
く
。
そ

し
て
次
年
度
以
降
は
、
日
本
語
の
指
導

法
に
関
し
て
も
研
究
を
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
そ
の
内
容
を
ど
の
日
本
人
学

校
で
も
取
り
組
め
る
よ
う
、
汎
用
性
の

高
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

〈
柱
２ 

Ａ
Ｇ
５
校
内
研
修
会
〉

↓
次
の
研
修
会
を
実
施
。

・
五
月 

台
中
校
で
の
日
本
語
授
業
の

小６　日本語授業
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在
り
方
に
つ
い
て

・
九
月 

講
師
を
招
い
て
の
研
修
会

・
三
月 

授
業
実
践
を
通
し
て
の
成
果

と
課
題

〈
柱
３ 
児
童
の
日
本
語
力
の
実
態
把
握
〉

↓
日
本
語
授
業
を
選
択
し
て
い
る
児
童
の

日
本
語
力
を
調
査
す
る
。

〈
柱
４ 

日
本
語
指
導
の
視
点
を
組
み
込
ん

だ
授
業
実
践
〉

↓
前
期
（
六
月
）
後
期
（
十
月
）
に
日
本
語

支
援
の
手
立
て
を
意
識
し
た
授
業
を
行

う
。

↓
日
本
語
支
援
対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒

一
人
を
絞
り
、
日
本
語
支
援
の
手
立
て

を
組
み
込
み
、指
導
案
に
記
入
す
る（
指

導
案
様
式
の
改
善
）。

　
柱
１
の
「
学
級
担
任
に
よ
る
日
本
語
授

業
」
で
す
が
、
指
導
案
の
裏
面
に
対
象
児

童
の
実
態
や
日
常
の
指
導
内
容
・
指
導
方

法
を
記
載
す
る
こ
と
で
「
見
え
る
化
」
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
授
業
を

参
観
す
る
際
に
「
普
段
ど
の
よ
う
な
手
立

て
を
講
じ
て
い
る
か
」「
授
業
中
の
支
援

が
適
切
か
」
な
ど
を
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
、
事
後
の
話
し
合
い
も
密
度
の
濃
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
右
図
下
段
の
よ
う
に
二
度
目
の

Ｄ
Ｌ
Ａ
の
参
照
枠
を
活
用
し
た
評
価
結
果

も
記
載
し
、
児
童
の
変
容
と
手
立
て
の
有

効
性
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
日
常
の
実
践
を
記
録
・
蓄
積

す
る
こ
と
で
、
次
年
度
以
降
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
土
台
に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
こ
の
二
年
間
、
本
校
は
「
日
本
人
学
校

に
お
け
る
日
本
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、「
担
任
に
よ

る
日
本
語
指
導
の
確
立
」「
汎
用
性
の
高

い
教
科
学
習
と
関
連
付
け
た
日
本
語
指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
」
と
、
具
体
の
実
践

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
横
展
開
へ
と
あ
ゆ
み
を
進
め
た
三
年
目

で
す
が
、
日
本
語
力
向
上
の
た
め
の
「
よ

り
上
質
か
つ
効
果
的
な
」
教
育
を
提
供
す

る
た
め
に
、
よ
り
一
層
研
修
を
深
め
て
い

き
た
い
と
、
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

（
文
章
作
成
　
Ａ
Ｇ
５
委
員
会
　
佐
藤
敬
示
）

AG 5
指
導
案
・
本
時
の
展
開

小学部低学年の担任による日本語授業の様子

指導案・裏面
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「合同研究会」のワークショップ

　ＡＧ５の活動に関わってくださった方は、補習校が「グローバル人材」を育てる絶好の場である
こと、そしてまだまだ大きな可能性を秘めていることをあらためて実感していただけていると思
います。ＡＧ５が終わってもこの成果がひきつがれ、発展していくように「補習校バンク」のアイ
デアをご提案したいと思います。

先
生
た
ち
の
声

　
Ａ
Ｇ
５
が
始
ま
っ
た
二
〇
一
七
年
に
、

補
習
校
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
ア
メ
リ
カ

の
補
習
校
八
校
を
訪
問
し
て
先
生
方
と
課

題
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
先
生
方
か
ら
の

声
で
特
に
強
か
っ
た
の
は
「
相
談
で
き
る

相
手
が
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
小
さ
い
補
習
校
で
は
一
つ
の
学
年
を
担

当
す
る
先
生
が
一
人
だ
け
と
い
う
場
合
も

め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
中
学
校
で
教

科
担
任
制
な
ら
、
国
語
一
人
、
数
学
一
人
、

社
会
一
人
と
い
っ
た
具
合
に
な
り
ま
す
。

同
じ
立
場
の
先
生
が
他
に
い
な
い
の
で
相

談
で
き
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
孤
独
で
悩
む
し

か
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
き
な
補
習
校
で
は
一
つ
の
学
年
に
複

数
の
ク
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
先
生
は
ぎ

っ
し
り
授
業
を
持
っ
て
い
る
の
が
普
通
で

す
。
一
緒
に
教
材
の
準
備
を
し
た
り
話
し

合
っ
た
り
す
る
時
間
は
限
ら
れ
ま
す
。
授

業
後
に
研
究
・
研
修
の
場
を
設
け
て
い
る

補
習
校
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
開
催

回
数
が
十
分
に
と
れ
ず
、
扱
え
る
内
容
も

限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
補
習
校
の
先
生
た
ち
は
二
つ
以
上
の
顔

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
補
習
校
の
仕
事
に

使
え
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
教
員
経
験
を
ほ
と
ん
ど
持
た
ず
に
教

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

フ
ル
タ
イ
ム
の
先
生
で
あ
っ
て
も
難
し
い

仕
事
を
一
人
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
変
さ
は
、
教
員
経
験
の
な
い
方
に
も
容

易
に
想
像
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

仲
間
は
い
る

　
本
誌
二
〇
一
九
年
の
一
月
号
「
た
だ
い

ま
何
人
！？
」
に
よ
る
と
、「
補
習
授
業
校
」

は
二
二
四
校
（
休
校
含
む
）、
外
務
省
の

援
助
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い
実
質
的

な
「
補
習
校
」
が
二
十
五
校
あ
り
ま
す
。

　
勤
務
校
で
は
、
例
え
ば
「
三
年
生
を
教

え
る
の
は
私
一
人
」
で
相
談
で
き
る
人
が

い
な
い
と
し
て
も
、
世
界
中
に
は
同
じ
学

年
を
教
え
る
先
生
が
少
な
く
と
も
三
〇
〇

〜
四
〇
〇
人
は
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
相

手
に
な
れ
る
人
は
補
習
校
の
先
生
に
限
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
国
内
の
先
生
、

補
習
校
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
人
が
考
え 

ら
れ
ま
す
。
子
供
や
保
護
者

か
ら
も
よ
い
ア
イ
デ
ア
が
も
ら
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
相
談
で
き
る
人
は
必
ず
い

る
の
で
す
。
問
題
は
そ
の
人
を
ど
う
見
つ

け
、
ど
う
つ
な
が
る
か
で
す
。

　
こ
の
解
決
策
に
は
近
年
の
技
術
進
歩
の

お
か
げ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
始
め
た
「
補
習
校

教
員
交
流Facebook

」
の
メ
ン
バ
ー
は

す
で
に
一
三
〇
人
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
一
八
年
度
か
ら
、
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
た
報
告
会
や
研
究
会
を
開

い
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
は
少
し
ず
つ
増

え
て
い
ま
す
。
九
月
に
開
い
た
「
研
究
会

報
告
会
」
に
は
四
十
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
今
は
ま
だ
、
あ
ら
か
じ
め
登

録
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
案
内
が
中

心
で
す
が
、
少
し
ず
つ
門
戸
を
広
げ
、
参

加
者
が
活
発
に
話
し
合
え
る
よ
う
な
環
境

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

方
法
は
あ
る

　
授
業
を
組
み
立
て
る
と
き
に
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
悩
み
は
数
々
あ
り
ま
す

が
、
解
決
策
も
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
に
は
、
ま
ね
る
だ
け
で
自
分

の
ク
ラ
ス
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
ア
イ
デ

ア
も
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
て
明

日
の
授
業
に
使
え
る
教
材
も
あ
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｇ
５
と
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
で
行
っ

た
合
同
研
究
会
で
は
、「
な
た
も
だ
作
文
」

「
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
」
な
ど
の
指
導
技
術

が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

AG 5
 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！

20エー
ジー ファイブ

在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業

「補習校バンク」の構想
ＡＧ５運営指導委員・海外子女教育振興財団 教育相談員　佐々信行
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「なだもだ作文」の板書

　「
な
た
も
だ
作
文
」は
、「
な
ぜ
な
ら
」「
た

と
え
ば
」「
も
し
」「
だ
か
ら
」
と
い
う
言

葉
を
こ
の
順
に
使
っ
て
自
分
の
意
見
を
主

張
す
る
文
を
書
い
て
い
く
と
い
う
も
の
で

す
。
四
つ
の
言
葉
を
示
し
て
お
く
だ
け
で
、

文
を
書
い
た
り
ス
ピ
ー
チ
を
組
み
立
て
た

り
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

　「
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
」
は
、
あ
ら
か
じ

め
サ
イ
コ
ロ
に
話
す
テ
ー
マ
に
な
り
そ
う

な
言
葉
を
書
い
て
お
き
、
自
分
が
振
っ
た

サ
イ
コ
ロ
に
示
さ
れ
た
テ
ー
マ
で
何
か
を

話
す
と
い
う
も
の
で
す
。
ど
の
目
が
出
る

か
と
い
う
ド
キ
ド
キ
感
を
楽
し
め
る
の
で
、

グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
に
使
え
ま
す
。
サ
イ

コ
ロ
に
書
か
れ
た
言
葉
は
見
え
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
話
す
内
容
を
考
え
な
が
ら
集

中
し
て
活
動
が
で
き
ま
す
。

　
多
く
の
先
生
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
場
所

で
考
え
出
し
た
指
導
法
の
中
に
は
、
聞
く

だ
け
で
簡
単
に
使
え
る
も
の
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
一
人
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す

が
、
ア
イ
デ
ア
を
交
換
し
合
え
ば
よ
い
方

法
が
楽
に
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
Ａ
Ｇ
５
の
活
動
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
ダ

ラ
ス
補
習
授
業
校
の
先
生
方
と
作
っ
て
き

た
具
体
的
な
学
習
活
動
計
画
や
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
な
ど
の
資
料
は
、
Ａ
Ｇ
５
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ど
な
た
に
で
も
入
手
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
多
く
の
方
の
力
を
借
り
て
多
数

の
計
画
案
や
教
材
な
ど
を
蓄
積
で
き
れ
ば
、

必
要
な
と
き
に
役
に
立
つ
材
料
が
よ
り
手

に
入
り
や
す
く
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の
多
様
性

　
ど
の
補
習
校
で
も
深
刻
な
悩
み
に
な
っ

て
い
る
の
は
子
供
た
ち
の
日
本
語
の
力
が

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
帰
国

を
前
提
に
学
ん
で
い
る
子
供
と
当
面
帰
国

す
る
予
定
の
な
い
子
供
の
ニ
ー
ズ
の
違
い

も
状
況
を
複
雑
に
し
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
補
習
校
に
入
学
は
し
た

も
の
の
途
中
で
続
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う

子
供
も
い
ま
す
。
日
本
語
力
が
違
っ
て
い

て
も
楽
し
く
学
習
で
き
る
方
法
が
あ
れ
ば
、

も
っ
と
多
く
の
子
供
た
ち
が
補
習
授
業
校

を
続
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
の
四
年
生
の
先
生

は
保
護
者
の
方
か
ら
「
日
本
語
が
あ
ま
り

得
意
で
な
い
の
で
補
習
校
に
行
く
の
を
い

や
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
学
習
に

は
た
の
し
く
取
り
く
め
た
よ
う
で
、
家
庭

で
も
積
極
的
に
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
」

と
い
う
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
と
き
の
授
業
は
「
発
見
！
　
私
た
ち

の
テ
キ
サ
ス
」
と
い
う
単
元
で
、テ
キ
サ
ス

州
の
こ
と
を
調
べ
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
発
表
会
を
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
先
生
の
説
明
を
聞
い
た
り
、
決
め
ら
れ

た
文
章
を
解
釈
し
た
り
す
る
授
業
で
は
、

日
本
語
が
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な

け
れ
ば
参
加
し
て
力
を
伸
ば
す
こ
と
は
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
反
面
、
自
分
の
力

を
使
っ
て
調
べ
た
り
表
現
し
た
り
す
る
学

習
に
は
、
ど
ん
な
子
供
で
も
自
分
な
り
に

取
り
く
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
補
習
校
の
場
合
、
日
本
語
力
が
弱
く
て

も
英
語
力
は
十
分
と
い
う
子
供
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
テ
キ
サ
ス
の
こ
と
を
調
べ

る
学
習
は
、
英
語
力
の
あ
る
子
に
は
取
り

く
み
や
す
く
、
そ
れ
を
日
本
語
で
発
表
す

る
こ
と
に
も
意
欲
が
持
て
た
よ
う
で
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
り
、
み
ん
な
の
前
で

話
し
た
り
す
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
学
校
で

よ
く
や
る
活
動
な
の
で
慣
れ
て
い
た
と
い

う
側
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
発
表
の
準
備

の
時
に
は
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
応
援

も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
日
本
語
に
不
自
由
の
な
い
子
供
た
ち
は
、

も
ち
ろ
ん
自
信
を
持
っ
て
積
極
的
に
取
り

く
ん
で
い
ま
し
た
。

　「
何
を
教
え
る
か
」
よ
り
「
ど
ん
な
活
動

を
さ
せ
る
か
」
を
考
え
て
授
業
の
計
画
を

立
て
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

日
本
語
力
を
（
英
語
力
も
）
し
っ
か
り
使

っ
て
学
習
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
「
主
体
的･

対

話
的
で
深
い
学
び
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
と
い
う
視
点
か
ら
の
学
習
過
程
の
改

善
」
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
そ

の
一
例
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
日
本
の
学
校
で
の
指
導
法
が
補
習
校
の

先
生
た
ち
の
助
け
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

補
習
校
の
実
践
が
日
本
の
先
生
た
ち
の
参

考
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
国
内
の
先
生
た
ち
と
つ
な
が
れ

る
こ
と
に
も
大
き
な
期
待
が
あ
り
ま
す
。

先
生
た
ち
の
多
様
性

　
補
習
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
限
ら
れ
て
い
る

の
で
事
情
を
忖そ

ん

度た
く

し
て
担
当
を
決
め
る
余

裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
低
学
年
の
子

供
に
接
し
た
こ
と
の
な
い
人
が
い
き
な
り

一
年
生
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
結
構

大
変
で
す
。

　
私
が
日
本
の
学
校
に
勤
め
て
い
た
時
、

い
つ
も
交
通
安
全
指
導
に
来
て
く
れ
る
警

察
官
が
急
に
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
代
わ
り
の
警
察
官
は
「
本

署
管
内
の
歩
行
者
の
事
故
の
原
因
は

…
…
」
と
い
う
感
じ
で
話
し
始
め
ま
し
た
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が
一
年
生
に
は
全
く
通
じ
ず
、
す
ぐ
に
飽

き
た
子
供
た
ち
が
騒
ぎ
始
め
、
担
任
の
先

生
が
「
通
訳
」
に
入
っ
て
何
と
か
授
業
を

終
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
代
役
に
な

っ
た
方
に
は
気
の
毒
で
し
た
が
無
理
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
小
さ
い
子
と
つ
き
合
う
経
験
を
積
ん
だ

人
は
一
年
生
に
分
か
る
よ
う
に
話
す
コ
ツ

を
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
い
く
ら
か
は
経

験
の
な
い
人
に
も
伝
授
で
き
る
の
で
す
。

　「
一
度
に
二
つ
以
上
の
指
示
を
出
さ
ず
、

一
つ
が
終
わ
っ
て
か
ら
次
の
指
示
を
出
す

こ
と
」、「
み
ん
な
に
で
は
な
く
、
わ
た
し

に
、
ぼ
く
に
向
っ
て
先
生
が
話
し
て
い
る

よ
う
な
印
象
を
持
た
せ
る
こ
と
」
な
ど
と

聞
く
だ
け
で
も
い
く
ら
か
話
し
や
す
く
な

る
で
し
ょ
う
。
具
体
的
事
例
を
交
え
れ
ば

さ
ら
に
分
か
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
補
習
校
の
先
生
た
ち
が
つ
な
が

れ
れ
ば
、
一
人
の
経
験
を
た
く
さ
ん
の
人

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
補
習

校
の
垣
根
を
超
え
て
初
任
者
研
修
会
の
よ

う
な
行
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
新
し

い
先
生
方
の
不
安
を
い
く
ら
か
で
も
楽
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い

ま
す
か
ら
、
み
ん
な
が
同
じ
こ
と
を
必
要

と
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
提

供
で
き
る
支
援
も
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

提
供
す
る
人
と
受
け
取
る
人
が
う
ま
く
つ

な
が
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
先
生
た
ち
は

世
界
中
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
で
時
差
の

問
題
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
つ
で
も
必
要
な
時
に
リ
ク
エ
ス
ト
が

で
き
、
い
つ
で
も
可
能
な
時
に
手
伝
い
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
生
活
状
況
も
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
例
え
ば
小
さ
い
子
供
を
育
て
て
い
る

時
は
余
裕
が
な
い
の
で
ほ
か
の
人
の
応
援

ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
少
し
時
間
が

自
由
に
な
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
誰
か

の
手
伝
い
を
し
た

く
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
退
職
し

て
ゆ
っ
た
り
と
し

た
暮
ら
し
に
な
れ

ば
、
若
い
人
の
悩

み
に
じ
っ
く
り
と

答
え
て
あ
げ
る
こ

と
が
張
り
合
い
に

な
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

　
提
供
で
き
る
も

の
は
、
直
接
授
業

に
関
す
る
も
の
ば

か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
長
い
間
日

本
を
離
れ
て
い
る

と
、
何
気
な
い
日

本
の
風
景
に
心
を

和
ま
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
世
界

各
地
の
写
真
や
情
報
を
見
る
と
、
同
じ
よ

う
に
補
習
校
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
が
遠

く
に
も
い
る
事
実
に
励
ま
さ
れ
ま
す
。
補

習
校
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
元
補
習
校
生
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
悩
み
の
中
に
い
る
人
を
勇

気
づ
け
る
で
し
ょ
う
。

　
学
校
関
係
者
や
教
員
と
は
全
く
違
う
立

場
の
方
々
か
ら
の
新
鮮
な
視
点
か
ら
の
意

見
は
、
思
わ
ぬ
形
で
授
業
に
活
気
を
も
た

ら
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
つ

な
が
り
の
イ
メ
ー
ジ
に
、
も
っ
と
適
当
な

名
前
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、仮
に「
補

習
校
バ
ン
ク
」
と
名
づ
け
て
み
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
勢
の
皆
様
に
仲
間

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
こ
の
活
動
を

効
果
的
に
す
る
決
め
手
で
す
。

補
習
校
を
知
っ
て
も
ら
う

　
日
本
国
内
で
は
「
補
習
校
」
は
ま
だ
あ

ま
り
な
じ
み
の
な
い
存
在
で
す
が
、
補
習

校
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
を
分
か
っ
て
も
ら

え
れ
ば
、
海
外
に
住
ん
で
い
る
子
供
や
海

外
に
行
く
子
供
た
ち
と
付
き
合
い
の
な
い

人
に
も
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
外
国
人
の
子
供
に
日
本

語
を
教
え
る
先
生
等
と
つ
な
が
り
が
で
き

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
補
習
校
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
日
本
国
内
に
も
広
が
っ
て
い

く
こ
と
は
大
き
な
意
味
の
あ
る
こ
と
で
す
。

　
Ｉ
Ｔ
等
の
技
術
進
歩
の
お
か
げ
で
、
物

理
的
に
ど
ん
な
に
離
れ
て
い
て
も
工
夫
次

第
で
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｇ
５
と
補
習
校
の

皆
様
と
の
活
動
が
日
本
の
子
供
た
ち
の
教

育
に
新
し
い
風
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
。

AG 5
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……………………………………………………………………………………………………………………………シリーズ

　２０１９年度、ＡＧ５は研究拠点を大きく広げました。「日本人学校におけるバイリンガル・
バイカルチュラル人材育成のためのプログラム開発」には、台北・台中・高雄に、マニラ・
大連・青島の日本人学校が新たに加わり、各校の特色に合わせた実践研究を積極的に進め
ています。本稿では、マニラ日本人学校での取り組みを紹介します。

は
じ
め
に

　
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
は
、
昨
年
創
立
五

十
周
年
を
迎
え
た
歴
史
の
あ
る
学
校
で
す
。

児
童
生
徒
数
四
七
四
人
（
二
〇
一
九
年
四

月
）
の
う
ち
約
二
〇
％
が
国
際
結
婚
家
庭

の
子
ど
も
で
あ
る
と
と
も
に
、
年
間
約
四

分
の
一
の
児
童
生
徒
の
転
出
入
が
あ
り
、

多
様
性
に
も
富
ん
で
い
ま
す
。

　
特
色
あ
る
教
育
活
動
と
し
て
、
小
学
部

一
年
生
か
ら
の
英
会
話
授
業
の
実
施
、
年

間
を
通
し
て
の
水
泳
学
習
、
現
地
校
と
の

交
流
を
通
し
て
の
国
際
理
解
教
育
、
少
人

数
授
業
や
Ｔ
Ｔ
指
導
等
の
指
導
方
法
の
工

夫
改
善
、
日
本
語
の
習
熟
が
十
分
で
な
い

児
童
を
対
象
と
し
た
「
日
本
語
学
級
」
の

実
施
、
生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

を
使
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
理
解
の
学
習
の
実

施
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
教
職
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
良
く
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
バ
イ
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
実
践
研
究

に
学
校
を
あ
げ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

日
本
語
指
導
の
課
題

　
週
一
時
間
金
曜
日
の
放
課
後
（
小
学
部

一
〜
三
年
生
は
年
間
二
十
四
時
間
、
小
学

部
四
〜
六
年
生
は
年
間
十
六
時
間
）に「
日

本
語
学
級
」
が
開
設
さ
れ
、
現
在
三
十
八

人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
日
本
語
学
級
で
学

ぶ
児
童
ら
は
、
在
籍
学
級
で
の
授
業
で
教

師
の
指
示
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
り
、
自

分
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
英
語
で
は
理
解
で
き
て
も
日
本
語
の
学

習
言
語
能
力
が
十
分
で
な
い
こ
と
や
教
科

学
習
を
支
え
る
体
験
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
な
ど
に
よ
る
つ
ま
ず
き
が
あ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
対
象
児
童
個
々
の
日
本
語
力

や
多
様
な
実
態
が
異
な
る
こ
と
、
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
Ａ
Ｇ
５

と
し
て
支
援
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｇ
５
拠
点
校
と
し
て
精
力
的
に 

進
め
ら
れ
る
実
践
研
究

　
一
九
年
六
月
、
Ａ
Ｇ
５
の
メ
ン
バ
ー
で

明
治
大
学
特
任
教
授
の
佐
藤
郡
衛
氏
と
同

じ
く
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の
中
村
雅

治
氏
が
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
を
訪
問
し
、

次
の
三
点
に
つ
い
て
進
め
る
こ
と
を
協
議

し
ま
し
た
。

①
金
曜
日
の
「
日
本
語
学
級
」
で
使
え
る

日
本
語
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

②
子
ど
も
の
日
本
語
能
力
の
判
定

③
在
籍
学
級
で
の
指
導
方
法
の
開
発

　
八
月
初
旬
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
日
本

語
指
導
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
渡
邉

花
穂
教
諭
が
日
本
国
内
で
研
修
と
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
八
月
三
十
日
に
は
Ａ
Ｇ
５
メ
ン
バ
ー
の

群
馬
県
大
泉
町
立
北
小
学
校
市
川
昭
彦
教

諭
と
筆
者
が
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
を
訪
問

し
、
授
業
参
観
・
協
議
・
教
員
研
修
を
実

施
、
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

こ
の
日
を
境
に
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
日

本
語
指
導
チ
ー
ム
に
は
三
好
豪
教
諭
・
田

中
亜
紀
教
諭
も
加
わ
り
、
学
校
全
体
で
取

組
む
体
制
も
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
テ
レ
ビ
会
議
等
に
よ
る
情
報

交
換
を
行
い
な
が
ら
、
始
め
て
わ
ず
か
二

カ
月
間
で
、
Ｄ
Ｌ
Ａ
に
よ
る
日
本
語
力
測

定
や
年
間
計
画
の
作
成
・
学
習
活
動
案
の

作
成
等
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
月
か
ら
授
業
実
践
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
後
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
サ
イ
ク
ル
で
改
善
を

図
り
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
実
態
に
即

し
た
日
本
語
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、

次
年
度
実
施
予
定
で
あ
る
汎
用
性
の
高
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
繋つ

な

げ
る
予
定
で
す
。

二
月
に
は
合
同
研
究
会
も
実
施
し
ま
す
。

教
員
の
意
識
を
変
え
た
研
修

　
多
忙
な
日
本
人
学
校
に
お
い
て
研
修
時

間
を
確
保
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と

で
す
が
、
全
教
職
員
が
一
堂
に
会
し
て
研

修
す
る
時
間
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
四
十
五
分
間
と
い
う
貴
重
な
時
間
で

伝
え
た
い
こ
と
を
精
選
し
、「
Ａ
Ｇ
５
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
」「
日
本
語
指
導

AG 5
 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！

21エー
ジー ファイブ

在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業

マニラ日本人学校における総合学習型日本語指導
プログラムの開発 ＡＧ５運営指導委員・目白大学専任講師  近田由紀子

マニラ日本人学校教諭  渡邉花穂

渡邉花穂氏近田由紀子氏
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市川昭彦教諭による在籍学級における指導方法についての講話

の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
」「
国
内

研
修
報
告
」「
在
籍
学
級
で
の
指
導
に
つ

い
て
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
渡
邉
教
諭
の
実
感
を
伴
っ
た
説
得
力
の

あ
る
報
告
や
、
市
川
教
諭
の
豊
か
な
経
験

に
裏
付
け
ら
れ
た
具
体
的
で
分
か
り
や
す

い
講
話
に
よ
り
、
教
職
員
の
意
識
が
見
事

に
変
容
し
ま
し
た
。

　
研
修
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
一
部
抜
粋
し
て

紹
介
し
ま
す
。

・
渡
邉
先
生
の
「
日
本
語
力
は
国
語
の
時

間
だ
け
で
身
に
付
け
る
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
決
め
台
詞
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ

た
。
道
徳
が
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
教

え
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
同
様
に
、
語
学
は

様
々
な
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
効
果

的
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

・「
教
科
を
学
ぶ
た
め
の
日
本
語
力
を
身

に
付
け
る
た
め
の
日
本
語
指
導
」
と
い
う

視
点
を
も
つ
こ
と
で
、
先
生
方
の
日
本
語

指
導
へ
の
意
識
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

・
日
本
語
指
導
＝
日
本
語
の
語
彙
を
増
や

す
指
導
と
い
う
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
て

い
た
自
分
の
考
え
を
一
八
〇
度
変
え
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
研
修
に
な
り
、
大
変
有

意
義
な
学
び
の
機
会
に
な
っ
た
。

・
他
教
科
の
中
で
、
日
本
語
が
不
得
手
な

子
た
ち
に
活
躍
の
機
会
を
与
え
る
授
業
づ

く
り
を
す
る
こ
と
は
一
筋
縄
で
は
な
い
が
、

我
々
教
師
の
腕
の
見
せ
所
か
と
思
う
。

・
日
本
語
学
級
の
児
童
の
み
で
な
く
、
児

童
が
ス
ム
ー
ズ
に
学
習
す
る
た
め
に
必
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。

・
体
験
型
の
学
習
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
授
業
で
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

・「
家
庭
で
の
支
援
の
仕
方
」
に
つ
い
て

と
て
も
興
味
深
く
、
今
後
の
支
援
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
。

・
特
に
母
語
が
し
っ
か
り
と
身
に
付
い
て

い
な
い
と
、
ど
の
言
語
も
中
途
半
端
に
な

る
と
聞
き
、
納
得
で
き
た
。
今
ま
で
出
会

っ
た
子
か
ら
常
々
感
じ
て
い
た
こ
と
な
の

で
、
今
後
保
護
者
に
も
自
信
を
も
っ
て
伝

え
ら
れ
る
。

・
学
校
を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ

と
思
っ
た
。

・
日
本
で
の
勤
務
校
地
域
が
外
国
籍
の
多

い
所
、
帰
国
し
て
か
ら
も
す
ぐ
に
利
用
で

き
る
内
容
だ
っ
た
の
で
、
非
常
に
有
意
義

だ
っ
た
。

・
日
本
語
指
導
の
内
容
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
と
、
日
本
文
化
に
も
つ
な
が
り
、
文

化
理
解
や
社
会
性
な
ど
も
育
む
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　
研
修
終
了
後
、「
日
本
語
学
級
」
で
も
在

籍
学
級
で
も
総
合
学
習
型
の
指
導
が
効
果

的
で
あ
る
と
い
う
認
識
や
帰
国
後
を
見
据

え
た
実
践
へ
の
意
欲
も
高
ま
り
、
市
川
教

諭
の
講
話
を
ヒ
ン
ト
に
在
籍
学
級
で
の
授

業
に
工
夫
を
始
め
た
先
生
方
も
少
な
く
な

い
と
嬉う

れ

し
い
報
告
も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
日
本
語
指
導
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
渡
邉
教
諭
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
学
び
や

気
付
き
」
の
ほ
か
、
在
籍
学
級
で
の
実
践

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
お
話
を

い
た
だ
き
、
ま
ず
は
日
本
語
指
導
の
現
状

を
知
る
た
め
、
日
本
へ
研
修
に
行
く
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
が
共
催
さ
れ

た
文
部
科
学
省
主
催
の
『
ト
ビ
タ
テ
！
グ

ロ
ー
バ
ル
教
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
は
じ
め
、

今
後
の
Ａ
Ｇ
５
の
取
り
組
み
の
た
め
の
打

ち
合
わ
せ
や
浜
松
市
で
の
研
修
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

多
く
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
も
特
に
心
に
残
っ
た
三
つ
の
こ
と
を
紹

介
し
ま
す
。

●
国
語
の
指
導
で
は
な
い「
日
本
語
指
導
」

　
こ
れ
が
一
つ
目
の
大
き
な
学
び
と
気
付

き
で
す
。
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
で
は
、
週

に
一
時
間
、
取
り
出
し
型
の
日
本
語
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
私
は
「
日
本
語
指
導
＝
国
語

の
指
導
・
言
葉
の
指
導
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
、
児
童
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
回
の
研
修
で
そ
の
認
識
は

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
本
校
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
あ
る
近
田
由
紀
子
先
生
と
市
川

昭
彦
先
生
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
際
に
、

Ｊ
Ｓ
Ｌ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
指
導
に
つ
い
て

講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
今
ま
で
の
私
の
常
識
を
大

き
く
覆
す
も
の
で
し
た
。「
授
業
に
参
加
す

る
力
を
培
う
た
め
の
日
本
語
指
導
」
と
い

う
視
点
を
も
っ
て
指
導
す
る
大
切
さ
を
ご

教
授
い
た
だ
き
、
日
本
語
指
導
の
可
能
性

を
大
き
く
感
じ
た
一
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

●
通
常
学
級
の
中
で
も
で
き
る
多
く
の
日

本
語
指
導

　
こ
れ
が
二
つ
目
の
気
付
き
で
す
。
今
ま

で
、
日
本
語
指
導
を
す
る
た
め
に
は
取
り

出
し
を
行
い
、
少
人
数
で
指
導
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
う
い
っ
た
指
導
も
必
要
で
す
。
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日本とフィリピンの工業製品を絵カードで分類

　
し
か
し
浜
松
市
で
の
研
修
を
通
し
て
、

「
あ
る
程
度
日
本
語
の
力
が
身
に
付
け
ば
、

取
り
出
し
で
行
う
よ
り
通
常
学
級
で
少
し

工
夫
を
加
え
て
指
導
を
す
る
こ
と
で
身
に

付
く
力
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、「
学
級
で
児
童
に
で

き
る
こ
と
が
も
っ
と
た
く
さ
ん
あ
る
」
と

い
う
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　「
日
本
語
学
級
だ
け
に
日
本
語
指
導
を

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
通
常
学
級
と
日
本

語
学
級
の
両
方
で
日
本
語
の
力
を
伸
ば
す

こ
と
で
、
児
童
の
日
本
語
力
を
よ
り
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
」、
そ
ん
な
当
た
り
前

の
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
研
修
期
間
で
し

た
。

　
ま
た
、
そ
う
し
た
指
導
を
通
常
学
級
に

取
り
入
れ
る
こ
と
で
授
業
が
よ
り
分
か
り

や
す
く
な
り
、
他
の
児
童
の
力
も
伸
ば
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
授
業
の
大
切
さ

　
そ
し
て
三
つ
目
は
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
文
化
な
ど
を
取
り
入
れ
る

実
践
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
理
由
は
ま
ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
こ
と
を

授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
日
本
語
学

級
の
児
童
が
授
業
に
参
加
し
や
す
く
な
る

か
ら
で
す
。
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地

の
こ
と
な
の
で
、
自
信
を
も
っ
て
答
え
ら

れ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
日
本
だ
け
で
な
く
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
で
、
よ
り
広
い
視

野
を
も
っ
て
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、
ど

の
児
童
に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
視
野
を
広
げ
思
考
力
を
深
め
る

た
め
に
は
、
考
え
を
表
現
す
る
力
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
そ
の
力
を
養
う
こ
と
は
、

日
本
語
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
日
本
語
学
級
で
の
社
会
科
中
心
の
授
業

　
担
任
を
し
て
い
る
五
年
生
の
取
り
出
し

指
導
で
は
現
在
、
社
会
科
を
中
心
に
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
社
会
科

で
習
う
専
門
的
な
言
葉
の
意
味
を
理
解
で

き
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
と
い
う
こ

と
に
気
付
い
た
か
ら
で
す
。

　
社
会
科
で
出
て
く
る
言
葉
は
普
段
の
日

常
会
話
で
出
て
こ
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
学
期
は
、
自

信
が
な
く
、
手
が
挙
が
ら
な
い
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。
二
学
期
に
な
り
、
社
会

科
で
出
て
く
る
難
し
い
言
葉
に
焦
点
を
当

て
て
授
業
を
し
た
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
文

化
と
日
本
の
文
化
を
結
び
付
け
て
授
業
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

通
常
授
業
で
自
信
を
も
っ
て
学
習
活
動
に

取
り
組
ん
だ
り
、
発
表
し
た
り
す
る
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●「
モ
デ
ル
文
」と「
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル

の
視
点
」を
取
り
入
れ
た
実
践

　「
工
業
生
産
と
工
業
地
域
」
で
は
、
こ

の
二
つ
を
意
識
し
た
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　「
身
の
回
り
に
あ
る
工
業
製
品
」
と
「
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
し
か
な
い
と
思
う
工
業
製

品
」
を
絵
カ
ー
ド
に
書
き
、
そ
れ
を
工
業

の
種
類
別
に
分
類
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に

「
私
が
見
つ
け
た
工
業
製
品
は
○
○
で
す
。

私
は
、
○
○
工
業
の
仲
間
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。」
と
い
う

「
モ
デ
ル
文
」
を
使
っ
て
、
自
分
が
見
つ

け
た
工
業
製
品
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　「
モ
デ
ル
文
」
を
用
意
す
る
こ
と
で
、

全
員
が
自
分
の
見
つ
け
て
き
た
工
業
製
品

が
ど
の
工
業
に
属
す
る
の
か
と
い
う
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
日
本
語
学
級
に
い
る
児
童
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
皆
さ
ん
は
ど

う
思
い
ま
す
か
。」
と
聞
く
こ
と
で
、
発

表
を
聞
い
て
い
る
児
童
も
友
達
の
発
表
に

対
し
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

Ａ
Ｇ
５
日
本
人
学
校
日
本
語
力
向
上

プ
ロ
グ
ラ
ム
　
二
月
合
同
研
究
会
＠

マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
の
お
知
ら
せ

〈
テ
ー
マ
〉 

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
バ
イ
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル
人
材
育
成
を
目
指
し
た
授
業
づ

く
り
〜
日
本
人
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

力
に
〜

　
本
研
究
会
は
、
直
接
先
生
方
に
お
集
ま

り
い
た
だ
く
「
マ
ニ
ラ
会
場
」
と
、
テ
レ

ビ
会 

議
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
参
加
し
て
い

た
だ
く
「Zoom

会
議
シ
ス
テ
ム
会
場
」

の
二
つ
を
設
定
い
た
し
ま
す
。

　
ご
都
合
の
つ
く
時
間
の
み
の
参
加
も
結

構
で
す
。
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
多
く
の

方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
一
日（
金
）

　
十
時
〜
十
六
時
半（
日
本
時
間
午
前
十
一

時
〜
十
七
時
半
）

内
容
　

①
提
携
校
に
よ
る
日
本
語
力
向
上
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
践
報
告
（
マ
ニ
ラ
・
大
連
・

青
島
・
台
北
・
台
中
日
本
人
学
校
）

②
参
加
者
に
よ
る
情
報
交
換
会

③
授
業
公
開
（
在
籍
学
級
…
五
年
生
、 

日
本
語
学
級
…
一
年
生
・
二
年
生
・

三
年
生
）

④
講
演
会

参
加
申
込
先
　
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団 

Ａ
Ｇ
５
事
務
局 
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ＡＧ５合同研究会 ダラスからつながれ！ 補習校の輪
（写真左から）ダラス補習授業校 副校長 佐々木常広　小４教諭 バーバー悦子　小３教諭 長本玲子　小６教諭 佐藤恵美

　真夏の太陽が照りつける８月12日、ＡＧ５補習校チームから専門委員の岡村郁子氏
と近田由紀子氏を迎え、ダラスで「ＡＧ５合同研究会」が実施されました。この研究
会は「テレビ会議」の形で行われ、遠隔地よりＷＥＢで参加された先生方もいます。
　昨年よりも参加者の人数と参加の仕方が広がった今年の合同研究会について、ワー
クショップや学年懇談会でファシリテーターを務めた私たちが振り返ってみました。

八
月
合
同
研
究
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
つ
い
て

佐
藤
　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

研
究
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
先
生

方
が
す
ぐ
に
現
場
で
試
せ
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
行
っ
た

小
六
の
授
業
の
中
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
様
子
を
思
い
返
し
て
み
て
、
子
ど
も

た
ち
の
反
応
が
良
く
、
効
果
的
だ
と
思

っ
た
も
の
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

長
本
　
今
回
は
「
説
明
文
を
書
く
た
め
の

単
元
」
で
実
践
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ー
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
物

語
文
の
単
元
で
内
容
を
深
く
理
解
す
る

た
め
の
手
立
て
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

単
元
に
応
じ
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
の

活
用
の
仕
方
が
広
が
る
こ
と
を
多
く
の

先
生
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

バ
ー
バ
ー
　
授
業
で
何
か
新
し
い
取
り
組

み
を
し
た
い
時
に
、
紙
面
で
そ
の
方
法

を
読
ん
だ
だ
け
で
は
、
一
体
ど
う
い
う

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
な
る
の
か
、
想

像
が
つ
き
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
取
り
組

め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
先
生
方
に

実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
そ

の
方
法
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
私
自
身
も
、
今
ま
で
実
践
し
て

き
た
自
分
の
指
導
法
を
振
り
返
る
こ
と

で
、
授
業
中
に
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
を
改
め
て
考
え
る
機
会
に

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

佐
々
木
　
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
紹
介
し
、
先
生
方
に
体
験
し
て
も
ら

っ
た
活
動
は
、
実
践
し
た
学
年
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
て
、
他
の
学
年
や
違
う

単
元
で
も
活
用
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
よ
ね
。

佐
藤

　私
も
昨
年
の
小
四
で
実
践
さ
れ
た

「
サ
イ
コ
ロ
Ｑ
＆
Ａ
」
を
小
六
の
単
元

で
や
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち

が
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
み
、

グ
ル
ー
プ
交
流
の
場
で
発
言
が
活
発
に

な
り
ま
し
た
。
や
り
方
の
基
本
を
知
っ

て
い
る
と
、
自
分
が
担
当
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

佐
々
木
　
そ
う
い
え
ば
、
今
年
の
小
二
の

研
究
授
業
で
は
「
書
く
単
元
」
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
他
の
学
年
で

有
効
だ
っ
た
授
業
プ
ラ
ン
を
、
小
二
用

に
変
え
て
行
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

バ
ー
バ
ー
　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
高
学
年
の
単
元
で
実
践
し
た
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ

の
中
か
ら
別
の
学
年
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る

も
の
を
探
し
て
い
く
と
、
指
導
ス
タ
イ

ル
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

AG 5
 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！

22エー
ジー ファイブ

在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業

すぐに役立つ授業技術ワークショップ

A（担当：バーバー） ・ジグソー法を用いたグループワークの学習活動
・クイズ形式（ジョパティークイズ）による情報発信の学習
・導入の工夫（サイコロQ&A）と短冊作文でモニタリング

B（担当：佐藤） ・創作アフレコを用いた学習活動（小6単元「鳥獣戯画」）
・本文の内容に沿ったクイズオリエンテーリングの指導法
・ビブリオバトル（書評合戦）の実践方法

C（担当：長本） ・リレー作文の形式やワークシートを活用した作文指導
・「紙芝居型」本文を用いた文章構成理解の指導法
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長
本
　
実
際
に
そ
う
や
っ
て
ア
レ
ン
ジ
を

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
な
の
で
す
が
、

「
大
変
で
も
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い

う
先
生
は
本
当
に
偉
い
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
ん
だ
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
や
他
の
学
年
の
研
究

授
業
を
、
自
分
の
担
当
学
年
の
指
導
に

ど
う
や
っ
て
生
か
せ
る
か
、
ど
こ
を
使

え
る
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
は
大
切
で

す
ね
。

長
本
　
紹
介
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を

活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、「
前
の

学
年
で
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
？
」
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ダ
ラ
ス
補
習
授

業
校
で
い
え
ば
、
昨
年
の
Ａ
Ｇ
５
の
小

四
の
授
業
で
ス
ピ
ー
チ
活
動
に
慣
れ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
を
受
け
持
つ
と
す
る

と
、
既
に
身
に
付
け
た
ス
ピ
ー
チ
力
を

ベ
ー
ス
に
し
て
、
更
に
そ
の
力
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

バ
ー
バ
ー
　
教
科
書
も
学
年
ご
と
に
そ
う

や
っ
て
段
階
を
追
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
に
合
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
を
探
し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
。

佐
藤

　そ
う
や
っ
て
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
な

が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
研
究

会
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
収
穫

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

バ
ー
バ
ー
　
今
ま
で
は
授
業
見
学
の
校
内

研
究
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
は

見
学
の
ポ
イ
ン
ト
や
学
ん
だ
こ
と
を
自

分
に
ど
う
取
り
入
れ
た
ら
良
い
か
が
分

か
ら
ず
、
あ
ま
り
研
究
の
成
果
が
広
が

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

し
ま
し
た
が
、
他
の
先
生
方
の
反
応
を

見
な
が
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
自
分
に
と
っ
て
も
実
り
の
多
い

研
究
と
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
　
学
年
に
よ
っ
て
異
な
る
到
達
目

標
が
あ
り
ま
す
。
紹
介
し
た
活
動
の
ア

イ
デ
ア
を
違
う
学
年
で
使
っ
た
時
に
は

「
そ
の
学
年
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と

し
て
ど
こ
ま
で
で
き
た
か
」
な
ど
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ
け
る
と
、
今

後
の
参
考
に
な
り
ま
す
ね
。

昨
年
今
年
と
、
ダ
ラ
ス
で
合
同
研
究

会
を
実
施
し
て
み
て

佐
々
木
　
今
回
や
っ
て
み
て
一
番
有
益
だ

っ
た
と
思
う
の
は
、
先
生
方
に
「
こ
ん

な
や
り
方
が
あ
る
ん
だ
」
と
、
新
し
い

指
導
の
方
法
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て

も
ら
え
た
こ
と
で
す
ね
。
私
も
日
本
で

長
い
こ
と
教
壇
に
立
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
、
こ
う
し
て
Ａ
Ｇ
５
の
研
究
活
動
に

携
わ
っ
て
み
る
と
、
自
分
自
身
も
遅
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
ダ
ラ

ス
補
習
授
業
校
を
考
え
た
時
に
、
昔
は

こ
の
よ
う
な
研
修
会
が
な
か
っ
た
の
で
、

先
生
方
が
学
び
た
く
て
も
学
べ
る
機
会

が
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
れ
に
補
習
授

業
校
に
勤
務
す
る
先
生
の
中
に
は
、
平

日
に
仕
事
を
持
っ
て
い
る
方
も
多
い
の

で
、
そ
う
い
っ
た
指
導
法
を
勉
強
す
る

時
間
を
な
か
な
か
取
れ
な
い
の
も
事
実

で
す
。
そ
う
や
っ
て
考
え
る
と
、
今
や

っ
て
い
る
研
究
は
自
分
た
ち
が
受
け
て

き
た
教
育
以
外
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を

知
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
「
自
分

で
考
え
る
力
」
を
養
っ
て
い
け
る
授
業

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

バ
ー
バ
ー
　
私
は
二
年
前
に
ダ
ラ
ス
補
習

授
業
校
で
Ａ
Ｇ
５
の
取
り
組
み
が
始
ま

っ
た
時
か
ら
研
究
授
業
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
時
か
ら
ず
っ
と
小
四
の
指

導
を
し
て
い
る
の
で
、
三
年
目
の
今
年

は
子
ど
も
が
主
体
的
に
学
べ
る
授
業
ス

タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
慣
れ
て

き
て
、
楽
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新

し
い
指
導
法
に
挑
戦
す
る
時
は
、
最
初

の
一
歩
が
大
変
で
す
が
、
そ
れ
を
繰
り

返
し
て
経
験
を
積
ん
で
く
る
と
、
新
し

い
指
導
の
仕
方
の
下
地
が
で
き
て
き
ま

す
。

佐
々
木
　
特
に
今
年
八
月
の
合
同
研
究
会

で
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
お
か

げ
で
よ
り
多
く
の
先
生
方
が
公
開
授
業

や
研
究
会
に
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
年
の
大
き
な

収
穫
の
ひ
と
つ
で
す
。

バ
ー
バ
ー
　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら
の
先

生
方
が
い
ら
し
て
い
ま
し
た
。
ダ
ラ
ス

補
習
授
業
校
の
先
生
も
多
く
参
加
し
て

い
て
、
こ
の
研
究
会
を
き
っ
か
け
に
お

互
い
が
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

佐
藤

　そ
う
で
す
ね
、
一
度
、
直
接
お
互

い
の
顔
を
見
て
話
せ
る
機
会
が
あ
る
と
、

そ
の
後
が
メ
ー
ル
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
な
ど

で
つ
な
が
り
や
す
い
で
す
ね
。
教
え
て

い
る
学
校
は
違
っ
て
も
、
補
習
校
の
教

員
と
し
て
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
な

が
ら
、
そ
れ
で
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
分
か
り
、
親
近
感
が
わ
き
ま

す
ね
。

佐
々
木
　
確
か
に
、
こ
の
研
究
会
が
き
っ

か
け
で
、
そ
の
後
、
メ
ー
ル
で
の
や
り

取
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
先
生
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

バ
ー
バ
ー
　
研
究
会
に
参
加
し
た
後
に
、

「
じ
ゃ
あ
、
私
も
や
っ
て
み
よ
う
！
」

と
Ａ
Ｇ
５
の
研
究
授
業
と
同
じ
授
業
活

動
案
で
授
業
を
や
っ
て
く
れ
て
い
る
先

生
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
先
日
、

小
四
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
学
年
会
に
ミ
ネ
ア
ポ
リ

ス
補
習
授
業
校
の
先
生
が
参
加
さ
れ
て
、

そ
の
後
、
授
業
実
践
ま
で
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
学
年
会
で

検
討
し
た
授
業
活
動
案
を
先
に
自
分
の

学
校
で
実
践
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

長
本
　
い
ろ
い
ろ
な
学
校
の
先
生
方
が
実

施
し
た
学
習
活
動
案
や
ち
ょ
っ
と
手
直

し
を
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
を
寄
せ

て
い
た
だ
い
て
、
Ａ
Ｇ
５
の
サ
イ
ト
で

公
開
し
て
も
ら
え
る
と
、
私
た
ち
も
勉

強
に
な
り
ま
す
ね
。
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ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
で
Ａ
Ｇ
５
が
始

ま
っ
て
か
ら
の
二
年
半
を
振
り
返
っ
て

長
本
　
子
ど
も
が
「
お
客
さ
ん
」
に
な
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
「
受
け
身
の
授
業
参

加
」
が
減
り
ま
し
た
。
今
は
、「
学
び
の

意
欲
」
を
持
っ
て
、
積
極
的
に
授
業
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

佐
藤

　私
が
去
年
担
当
し
た
小
六
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
日
本
の
学
校
で

も
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
授
業
を
補
習
校
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
て
幸
せ
で
す
」
と
か
「
会
社
で

必
要
と
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
力
が
身
に
付
く
授
業
で
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
は
そ
う
い

う
分
野
が
苦
手
な
こ
と
が
多
い
と
、
会

社
に
勤
め
て
い
る
と
分
か
る
の
で
、
子

ど
も
た
ち
で
も
こ
ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
グ

ル
ー
プ
活
動
が
で
き
る
と
分
か
り
感
心

し
ま
し
た
」
な
ど
、
と
て
も
好
意
的
な

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
本
　
私
も
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
保
護

者
の
協
力
が
す
ご
い
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
宿
題
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
手
伝
い

や
単
元
の
成
果
発
表
会
を
見
に
来
て
く

れ
る
な
ど
、
多
く
の
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
う
や
っ
て
子
ど
も
た
ち
の

学
習
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
た
分
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
「
ど
う
や
っ
て
我
が
子

に
勉
強
さ
せ
た
ら
良
い
の
か
？
」
と
い

う
こ
と
が
、
以
前
よ
り
明
確
に
な
っ
て

き
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

バ
ー
バ
ー
　
ま
さ
に
「
家
庭
で
親
も
子
も

燃
え
る
！
」
状
況
で
す
ね
。
親
御
さ
ん

の
協
力
が
得
ら
れ
て
、
と
て
も
良
い
で

す
よ
ね
。

長
本
　
今
年
、
担
当
し
た
小
三
の
Ａ
Ｇ
５

の
授
業
で
も
、「
い
つ
も
の
作
文
よ
り

楽
し
か
っ
た
！
」
と
い
う
声
が
多
か
っ

た
で
す
ね
。

佐
々
木
　
今
ま
で
の
よ
う
に
「
は
い
、
書

き
な
さ
い
」
と
い
う
授
業
で
な
く
て
、

子
ど
も
た
ち
自
ら
が
「
ど
う
や
っ
て
書

く
の
か
な
？
」
と
考
え
る
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
、
そ
の
後
に
書
く
段
階
へ
進
ん
だ

の
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

長
本
　
子
ど
も
た
ち
が
考
え
て
ブ
レ
イ
ン

ス
ト
ー
ミ
ン
グ
で
し
っ
か
り
と
話
し
た

後
に
書
く
の
で
、「
ス
ラ
ス
ラ
と
し
ゃ

べ
る
よ
う
に
書
く
作
文
」
に
な
っ
て
、

「
目
的
に
応
じ
た
構
成
・
表
現
」
で
書

け
る
子
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
常
に
動
か
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
普
段
か
ら
気
を
抜
け
な
い
授
業
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

佐
々
木
　
日
本
語
力
に
課
題
が
あ
り
、
今

ま
で
「
お
客
さ
ん
」
に
な
り
が
ち
だ
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
今
行
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
の
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ

な
ど
の
場
面
で
は
、
自
分
の
日
本
語
力

に
応
じ
た
話
し
方
で
参
加
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

長
本
　
単
元
終
了
後
の
自
己
評
価
シ
ー
ト

を
見
る
と
、「
で
き
た
」
の
欄
に
〇
が
増

え
て
い
る
の
で
、
達
成
感
が
高
ま
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
き
た
の
が
分
か

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
姿
勢

も
授
業
の
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

佐
藤

　補
習
授
業
校
の
授
業
日
は
年
間
で

た
っ
た
四
十
日
し
か
な
い
の
で
、
一
時

間
一
時
間
の
授
業
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を

上
げ
て
、
が
ん
ば
っ
て
登
校
し
て
来
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
力
を
つ
け
て
あ
げ

た
い
で
す
ね
。

長
本
　
日
本
だ
と
学
校
で
ド
リ
ル
も
や
る

時
間
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
補
習
校

で
は
そ
れ
ら
は
す
べ
て
宿
題
に
な
り
ま

す
。
補
習
校
の
授
業
で
は
、
学
校
で
し

か
で
き
な
い
こ
と
を
よ
く
考
え
て
や
ら

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤

　ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
内
で
は
従
来

の「
先
生
が
教
え
る
ス
タ
イ
ル
の
授
業
」

で
は
な
く
て
、「
何
を
子
ど
も
た
ち
に

さ
せ
る
の
か
？
」
や
「
子
ど
も
た
ち
が

何
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
？
」
の

「
子
ど
も
主
体
の
授
業
」
が
広
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
ね
。

今
後
、
補
習
校
同
士
で
ど
の
よ
う
に

つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
か

佐
々
木
　
例
え
ば
、
土
曜
日
放
課
後
に
ダ

ラ
ス
補
習
授
業
校
の
校
内
研
究
会
を
行

っ
て
、
そ
れ
ら
を
他
校
の
先
生
方
へ
Ｗ

Ｅ
Ｂ
中
継
で
き
た
ら
、
他
校
か
ら
も
自

由
に
参
加
し
て
も
ら
え
て
良
い
と
思
い

ま
す
。
今
は
、
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
だ

け
で
や
っ
て
い
る
校
内
研
究
会
で
す
が
、

そ
こ
に
良
い
意
味
で
の
「
横
入
り
」
な

感
じ
で
他
校
の
先
生
方
に
も
参
加
し
て

も
ら
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

バ
ー
バ
ー
　
そ
う
い
う
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
究
会
を
、

新
し
い
単
元
指
導
に
入
る
前
に
や
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
先
生
方
か
ら
指
導
法
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
の
も
良
い

で
す
ね
。

佐
藤

　確
か
に
、
授
業
後
の
放
課
後
の
時

間
を
活
用
し
て
、
他
校
か
ら
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
参
加
で
き
る
先
生
方
に
入
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
す
る
と
、
遠
隔
地
の
補
習
校

間
で
も
つ
な
が
っ
て
い
け
そ
う
で
す
ね
。

自
分
ひ
と
り
で
新
し
い
単
元
の
教
え
方

を
悩
む
よ
り
も
、
校
内
や
他
校
の
先
生

方
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
こ
と
で
、

よ
り
豊
か
な
授
業
活
動
案
を
作
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
す
。

佐
々
木
　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
今
の
よ

う
な
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
の
形
式
で
、
会
議
や

授
業
を
見
た
り
す
る
こ
と
に
関
し
て
抵

抗
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
は
、
今
年

八
月
の
合
同
研
究
会
が
き
っ
か
け
で
し

た
ね
。
そ
こ
が
い
わ
ゆ
る
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

バ
ー
バ
ー
　
そ
う
で
す
ね
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る

先
生
方
の
数
が
増
え
て
い
て
う
れ
し
い

で
す
ね
。
補
習
校
の
先
生
方
の
結
び
つ

き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

で
お
互
い
の
顔
を
見
ら
れ
る
の
も
、
同

志
と
し
て
の
親
近
感
が
増
し
て
い
く
理

AG 5
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由
の
ひ
と
つ
で
す
。

佐
々
木
　
今
年
の
十
月
、
低
学
年
の
学
年

研
究
会
で
の
公
開
授
業
を
初
め
て
Ｗ
Ｅ

Ｂ
で
中
継
し
た
際
も
と
て
も
好
評
で
し

た
ね
。
き
っ
と
「
へ
え
、
こ
ん
な
授
業

を
し
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
臨
場
感
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

八
月
の
合
同
研
究
会
へ
会
場
参
加
や
Ｗ

Ｅ
Ｂ
参
加
し
て
も
ら
え
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
こ
れ
だ
け
の
先
生
方
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

長
本
　
そ
う
思
っ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、

つ
た
な
い
授
業
で
し
た
が
、
公
開
し
て

よ
か
っ
た
で
す
。

佐
藤

　や
は
り
「
実
際
の
授
業
」
を
見
ら

れ
る
こ
と
は
刺
激
に
も
な
る
し
、
学
べ

る
と
こ
ろ
が
大
い
に
あ
り
ま
す
。
普
段

の
補
習
校
で
は
と
に
か
く
自
分
の
授
業

を
す
る
こ
と
に
忙
し
く
て
、
校
内
で
も

他
の
先
生
方
の
授
業
を
見
学
で
き
る
機

会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

長
本
　
こ
れ
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で

な
く
他
の
地
域
で
も
授
業
公
開
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ど
ん
ど
ん
補

習
校
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

全
員
　
一
昔
前
な
ん
て
、
こ
ん
な
交
流
の

仕
方
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。

一
方
通
行
で
な
く
、
双
方
向
の
交
流
を

し
た
い
で
す
ね
。「
公
開
授
業
↓
授
業

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
↓
授
業
者
は
そ
れ

を
知
る
↓
そ
し
て
更
に
効
果
的
な
活
動

案
を
ま
た
考
え
る
」
と
い
う
流
れ
が
で

き
る
と
良
い
で
す
。
他
校
の
先
生
方
か

ら
も
指
導
の
事
例
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
の
実
践
と
合
わ
せ

て
い
く
と
、
倍
に
も
そ
の
倍
に
も
ア
イ

デ
ア
が
ふ
く
ら
ん
で
い
き
ま
す
。
交
流

が
ど
ん
ど
ん
活
発
に
な
っ
て
い
く
の
が

楽
し
み
で
す
ね
！

最
後
に

　
　
現
在
も
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
学
年
に
お
い
て
研
究
授
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
補
習
校
な
ら
で
は

の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
工
夫
し
続
け
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち

が
持
つ
日
本
語
力
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

指
す
目
標
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う

に
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
今
後
も
、
本
校
で
の
研
究
授
業
で
の

成
果
を
世
界
中
の
補
習
校
の
先
生
方
と

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
生
方
に
と

っ
て
も
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も「
お

互
い
に
支
え
合
え
る
」
補
習
校
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い 

け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
時
間
と
場
所
を
超
え
て
、
補
習
校

同
士
で
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

◆
研
究
会
に
参
加
し
た
先
生
方
の
声

〈
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〉

・
実
際
の
授
業
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
や
っ

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
サ
イ
コ
ロ

ゲ
ー
ム
や
短
冊
は
楽
し
か
っ
た
の
で
、

自
分
の
授
業
で
も
使
っ
て
み
た
い
。

・
Ａ
Ｇ
５
授
業
を
実
際
に
や
っ
て
み
て
、

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
っ

た
。

・
普
段
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
気
持
ち
で

授
業
に
臨
ん
で
い
る
の
か
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

・
物
語
を
再
生
す
る
力
、
説
明
す
る
力
が

つ
く
こ
と
を
、
自
分
が
体
験
し
て
実
感

で
き
て
良
か
っ
た
。

・
自
分
で
は
考
え
も
つ
か
な
い
よ
う
な
方

法
や
実
践
の
方
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
た
め
に
な
っ
た
。

・
学
年
を
ま
た
が
っ
て
使
用
で
き
る
方
法

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
今
後
の
活
動
に
生

か
し
た
い
と
思
っ
た
。

・
実
践
を
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
や

る
気
が
わ
い
て
き
た
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
ア
イ
テ
ム
、
ま
た
は

指
導
法
が
新
学
期
か
ら
す
ぐ
に
活
用
で

き
る
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。

〈
懇
談
会
〉

・
中
学
校
の
話
し
合
い
で
、
他
校
の
様
子

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
今
回
、
各
国
や
各
州
か
ら
の
先
生
方
の

話
を
聞
き
、
ア
イ
デ
ア
の
共
有
が
で
き

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
定
期
的
に
、
こ
の
よ
う
な
場
を
作

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
他
校
の
先
生
方
や
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校

の
先
輩
先
生
方
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
学
級
経

営
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
。

・
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
交
換
で
き
、
と
て

も
参
考
に
な
っ
た
。

・
正
直
な
悩
み
を
出
し
合
い
、
う
ま
く
い

っ
た
例
を
共
有
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
。

〈
今
後
の
展
望
〉

・
参
加
さ
れ
る
先
生
方
の
人
数
が
増
え
て

き
て
、
話
し
合
い
も
活
発
に
な
り
良
い

と
思
っ
た
。

・
全
体
的
に
素
晴
ら
し
い
研
究
会
で
、
毎

回
参
加
の
先
生
方
が
増
え
て
い
る
の
で

う
れ
し
い
。

・
補
習
校
教
員
の
授
業
実
践
を
通
し
て
の

交
流
は
、学
ぶ
こ
と
が
多
く
と
て
も
良
い

と
思
う
の
で
、
来
年
も
行
っ
て
欲
し
い
。

・
研
究
会
の
こ
の
場
の
雰
囲
気
を
、
ぜ
ひ

世
界
中
の
補
習
校
へ
広
げ
ら
れ
た
ら
と

思
っ
た
。

・
こ
の
よ
う
な
研
究
会
は
と
て
も
勉
強
に

な
る
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
る

と
思
っ
た
。

・
Ａ
Ｇ
５
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ロ
ー
カ

ル
な
レ
ベ
ル
で
や
っ
て
欲
し
い
。

・
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
の
授
業
実
践
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
補
習
校
の
実
態
に
合
わ
せ

て
調
節
し
な
が
ら
活
用
で
き
る
も
の
な

の
で
、
多
く
の
補
習
校
に
広
め
た
い
内

容
だ
と
思
っ
た
。

・
教
材
や
学
習
活
動
の
内
容
を
今
後
も
広

め
て
も
ら
い
た
い
。Ａ
Ｇ
５
の
活
動
を
知

ら
な
い
先
生
方
が
ま
だ
ま
だ
大
勢
い
る
。

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
が
可
能
な
研
究
会
は
、
い

ろ
い
ろ
な
地
域
の
先
生
方
と
の
交
流
を

可
能
に
す
る
の
で
、
今
後
も
続
け
て
も

ら
い
た
い
。
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日本語指導担当の岡本教諭による
日本語教室での補充、先行授業

　青島日本人学校は、今年度から中期目標を「多様性を理解し、自他を尊重しながら切
せっさた く ま

磋琢磨す
る児童生徒の育成」と改定し、グローバル人材、特にバイカルチュラル人材の育成を要として
その具現化に努めています。また、AG5の取り組みを開始し、台湾３校の実践を参考にしなが
ら、日本語指導のプログラム開発を行うことになりました。
　大連日本人学校は、「劇的に変化する国際社会の中で、生涯にわたって自身の良さを生き生き
と発揮できる子どもの育成」というテーマを設定し、バイリンガル・バイカルチュラル人材育成
のためのプログラム開発と、そのための教員研修のプログラム開発に取り組みました。

青
島
日
本
人
学
校
に
お
け
る
日
本

語
指
導

学
校
の
願
い

（
１
）
児
童
生
徒
の
実
態
　
本
校
は
青
島

日
本
人
会
が
運
営
す
る
創
立
十
六
周
年
を

迎
え
た
学
校
で
す
。
児
童
生
徒
は
、
四
割

以
上
が
多
文
化
家
庭
で
す
。
そ
の
特
徴
を

強
み
と
し
て
、
お
互
い
が
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
で
き

る
よ
う
中
国
語
に
も
日
本
語
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
日
本
語
指
導
は
、
必
要
な

児
童
生
徒
の
個
別
指
導
を
三
年
間
実
施
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
内
容
に
つ
い
て

は
担
当
が
日
々
模
索
し
て
お
り
、
質
の
高

い
指
導
で
一
人
一
人
の
力
を
伸
ば
し
て
い

き
た
い
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
青
島
に
は
、
就
学
前
の
幼
児
を
日

本
語
で
保
育
す
る
施
設
が
な
く
、
言
語
の

習
得
の
著
し
い
幼
児
期
を
中
国
語
等
で
過

ご
し
て
き
て
い
る
児
童
が
多
い
こ
と
も
、

日
本
語
指
導
が
必
要
な
要
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。
入
学
す
る
多
く
の
児
童
は
中
国
語

に
慣
れ
親
し
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
多
文

化
家
庭
で
は
十
分
に
日
本
語
に
触
れ
る
こ

と
な
く
幼
児
期
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
学

校
に
は
入
学
が
可
能
か
に
つ
い
て
の
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
在
留
邦
人
の
減
少
　
現
在
青
島
は
、

在
留
邦
人
が
一
七
〇
〇
人
前
後
で
、
毎
年

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
在
留
邦
人
の
減

少
は
学
校
の
経
営
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　
減
少
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
日
系
企

業
が
日
本
人
を
長
期
間
、
派
遣
す
る
ス
タ

イ
ル
か
ら
、
現
地
の
方
を
管
理
職
と
す
る

経
営
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
本
校
の
児
童
生
徒
数
は
平
成
二

十
三
年
の
一
一
八
名
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、

平
成
二
十
七
年
に
は
七
十
名
を
切
り
ま
し

た
。
日
本
語
指
導
は
在
籍
数
が
減
少
し
続

け
る
状
況
を
変
え
る
手
段
と
し
て
も
実
施

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。
児
童
生

徒
、
保
護
者
に
選
ば
れ
る
学
校
づ
く
り
を

目
指
し
た
の
で
す
。
現
在
、
小
学
部
六
十

五
名
・
中
学
部
十
六
名
の
八
十
一
名
の
在

籍
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
在
留
邦
人
の
減
少
は
今
後

も
続
く
見
込
み
で
、
楽
観
視
で
き
な
い
状

況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
本
語
指
導
の
実
際

　
日
本
語
指
導
は
、「
個
別
指
導
」
と
「
課

外
授
業
（
日
本
語
教
室
）」を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
す
。二
学
期
か
ら
は
、Ａ
Ｇ
５
委
員

の
先
生
方
の
助
言
に
よ
り
、
教
科
の
基
礎
基

本
の
定
着
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
在
籍
学
級

と
日
本
語
教
室
の
指
導
を
関
連
さ
せ
た
教

科
指
導
に
も
取
り
組
み
、
効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

（
１
）
個
別
指
導
　
在
籍
教
室
と
は
別
に

行
う
個
別
指
導
は
、
日
本
語
指
導
が
必
要

な
児
童
生
徒
の
保
護
者
と
の
連
携
を
密
に
、

時
間
や
回
数
、
担
当
な
ど
を
確
認
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
年
や
実
態
に
応

じ
て
、
日
本
語
指
導
担
当
教
員
と
担
任
が

相
談
し
な
が
ら
、
指
導
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
調
整
し
、
今
後
の
進
路
選
択
に
つ
い

て
共
有
し
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
や
実
態
に
応

じ
て
指
導
内
容
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
課
外
授
業
（
小
学
部
一
年
の
日
本
語

教
室
）　
今
年
度
か
ら
課
外
授
業
と
し
て

小
学
部
一
年
生
対
象
の
日
本
語
教
室
を
新

設
し
、
週
一
回
四
十
五
分
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
本
語
の
理
解
が
不
十
分
と

把
握
し
た
複
数
の
新
入
生
に
対
し
、
入
学

前
に
保
護
者
と
面
談
し
、
入
学
後
の
早
い

段
階
で
日
本
語
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　
第
一
回
の
日
本
語
教
室
は
入
学
し
て
か

ら
一
週
間
後
に
実
施
。
金
曜
日
六
校
時
、

小
学
部
低
学
年
の
下
校
後
の
学
習
に
な
る

の
で
、
集
中
力
が
続
く
か
心
配
し
ま
し
た

が
、
開
始
当
初
か
ら
意
欲
的
に
取
り
組
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。「
み
ず
が
の
み
た

AG 5
 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！

23エー
ジー ファイブ

在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業

青島日本人学校と大連日本人学校の取り組み
青島日本人学校校長  金森孝子
大連日本人学校　　  教員一同

大連日本人学校　職員一同金森孝子氏



34月刊 海外子女教育 2020.2 2月刊 海外子女教育 2020.2

iPadで楽しみながら数を学ぶ様子

い
で
す
。」「
と
い
れ
に
い
っ
て
も
い
い
で

す
か
。」
の
復
唱
で
発
音
を
確
認
し
た
り
、

「
す
き
な
も
の
は
な
ん
で
す
か
。」の
問
答
を

行
っ
た
り
し
て
、
学
校
生
活
に
か
か
わ
る

言
葉
や
文
を
用
い
て
学
習
を
進
め
ま
し
た
。

　
学
び
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
日
本
語
へ
の

興
味
も
増
し
、「
わ
た
し
、
日
本
語
だ
い
す

き
。」
と
話
す
児
童
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
三
か
月
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
児

童
の
日
本
語
力
は
飛
躍
的
に
伸
び
て
き
ま

し
た
。
学
習
し
て
き
た
言
葉
と
文
、
そ
し

て
自
分
の
伝
え
た
い
気
持
ち
が
ぴ
っ
た
り

と
一
致
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、

自
信
を
も
っ
て
積
極
的
に
学
習
し
た
り
活

動
し
た
り
す
る
様
子
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

（
３
）
在
籍
学
級
の
学
習
を
日
本
語
教
室

で
補
充
、
先
行
し
て
指
導
　

○
国
語
科
単
元
「
じ
ど
う
車
く
ら
べ
」

　
在
籍
学
級
で
は
、
説
明
文
を
読
ん
で
構

造
や
内
容
を
把
握
す
る
と
い
う
単
元
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、「『
じ
ど
う
車
ず
か

ん
』
づ
く
り
」
と
い
う
言
語
活
動
を
中
心

に
学
習
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

日
本
語
教
室
で
は
図
書
資
料
か
ら
車
を
選

び
、
在
籍
学
級
よ
り
先
行
し
て
学
習
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
児
童
は
日
本
語
教
室

で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、
在
籍
学
級
で

自
信
を
も
っ
て
説
明
文
を
書
き
、
振
り
返

り
カ
ー
ド
に
◎
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

○
算
数
科
単
元
「
お
お
き
い
か
ず
」

　
主
な
単
元
目
標
は
二
位
数
に
つ
い
て
の

数
え
方
、
読
み
方
、
書
き
方
、
構
成
に
つ

い
て
の
理
解
で
す
。
一
人
一
人
の
理
解
を

確
実
に
す
る
た
め
に
在
籍
学
級
の
学
習
を

補
う
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
。
在
籍
学
級

で
は
十
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
る
こ
と
が
難

し
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
日
本
語
教
室
で
は

一
人
一
人
に
数
を
唱
え
さ
せ
た
り
十
の
ま

と
ま
り
を
説
明
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
答
え

を
導
き
だ
し
て
い
き
ま
し
た
。
在
籍
学
級

で
も
有
効
だ
っ
たiP

ad

を
用
い
る
こ
と

で
作
業
の
つ
ま
ず
き
も
な
く
な
り
、
教
科

書
以
外
の
問
題
に
も
進
ん
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
在
籍
学
級
の
学
習
を
日
本
語

教
室
で
補
充
す
る
こ
と
で
、
着
実
に
目
標

の
達
成
が
図
ら
れ
る
形
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も

　
Ａ
Ｇ
５
へ
の
参
加
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
、
学
校
経
営
や
指
導
面
で
成
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
Ａ
Ｇ
５
運
営
指
導
委
員
会
の

先
生
方
や
関
係
校
と
共
に
、
日
本
語
指
導

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
連
日
本
人
学
校
に
お
け
る
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
・
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル

人
材
育
成

は
じ
め
に

　
大
連
日
本
人
学
校
は
、
児
童
生
徒
の
約

半
数
が
国
際
結
婚
家
庭
で
、
両
親
の
ど
ち

ら
か
が
中
国
出
身
の
方
と
い
う
場
合
が
多

く
、
互
い
に
認
め
合
い
支
え
合
う
雰
囲
気

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
特
性
を
生
か
し
、
本
校
で
は
、
日

本
と
中
国
の
文
化
・
価
値
観
の
違
い
を
捉

え
、
自
分
の
生
き
方
を
確
立
し
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
そ
の
良
さ
を
発
揮
し
続
け
る
子

ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て
、
教
育
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
実
態

（
１
）
言
語
能
力

　
日
本
語
力
が
十
分
で
な
い
た
め
に
学
校

生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
児
童
生
徒
は
ご

く
少
数
で
す
が
、
学
習
場
面
で
の
つ
ま
ず

き
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
全
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
に

「
Ｄ
Ｌ
Ａ
〈
は
じ
め
の
一
歩
〉」
の
「
語
彙

チ
ェ
ッ
ク
」
を
実
施
し
た
結
果
、
小
学
部

一
年
生
は
八
五
％
、
小
学
部
二
〜
四
年
生

は
九
五
％
を
超
え
る
正
答
率
、
小
学
部
五

年
生
以
上
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
に
近
い
正
答

率
と
な
り
、
日
本
語
の
語
彙
は
学
年
が
上

が
る
ご
と
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
教
師
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
や
全
体
研
修
か
ら
は
、「
授
業
で
理
解

で
き
る
語
彙
が
少
な
い
と
感
じ
る
」「
一

度
で
は
指
示
を
理
解（
聞
き
取
る
こ
と
が
）

で
き
な
い
児
童
生
徒
が
い
る
」「
上
手
に

考
え
や
思
い
を
伝
え
ら
れ
な
い
場
面
が
見

ら
れ
る
」
と
い
う
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、「
日
本
語
力
も
中
国
語
力

も
高
い
児
童
生
徒
も
多
い
」
と
い
う
プ
ラ

ス
の
面
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
実
態
を
踏
ま
え
、
日
本
語
の
学
習

言
語
能
力
を
向
上
さ
せ
る
学
習
活
動
を
工

夫
す
る
と
と
も
に
、
日
中
の
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
の
強
み
を
生
か
す
こ
と
も
で
き
る
実
践

を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
２
）
児
童
生
徒
の
意
識

　
児
童
生
徒
の
意
識
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の

よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

・
小
学
部
低
〜
中
学
年
で
は
成
功
体
験
が

乏
し
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
う
ま
く
い

か
な
い
と
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
。

・
小
学
部
中
学
年
か
ら
学
齢
が
高
く
な
る

に
つ
れ
、「
表
現
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
対
す
る
苦
手
意
識
が
高
く
な
る
。

・
小
学
部
中
学
年
以
上
は
、
あ
き
ら
め
ず

に
挑
戦
が
で
き
る
た
く
ま
し
さ
が
身
に
つ

い
て
い
く
も
の
の
、
嫌
な
こ
と
を
外
に
出

さ
ず
自
分
の
内
面
に
秘
め
て
し
ま
う
。
そ

の
た
め
、
自
尊
感
情
や
表
現
意
欲
を
高
め
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小１国語の授業でのペア学習
「同じところと違うところ」

る
実
践
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

（
３
）
授
業
実
践

　
児
童
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
、「
在
籍
学

級
に
お
け
る
日
本
語
支
援
」「
日
本
語
で
考

え
や
思
い
を
適
切
に
伝
え
る
表
現
力
の
育

成
」「
自
尊
感
情
の
伸
長
」
と
い
う
視
点
か

ら
授
業
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

○
在
籍
学
級
に
お
け
る
日
本
語
支
援

　
小
学
部
一
年
に
お
け
る
実
践
（
単
元
名

「
く
ら
べ
て
よ
も
う
」
教
材
名
「
じ
ど
う
車

く
ら
べ
」
授
業
者
：
赤
地
由
衣
）
の
事
例

を
報
告
し
ま
す
。

　「『
し
ご
と
』
と
『
つ
く
り
』
を
捉
え
て

書
く
」
と
い
う
国
語
科
の
目
標
と
、「『
ど

ん
な
〜
ま
す
か
。』
な
ど
の
問
い
か
け
の

言
葉
を
使
っ
て
話
し
合
う
と
い
う
日
本
語

の
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
児
童
は
、
は
し
ご
車
の
動
画

を
見
て
、
そ
の
「
つ
く
り
」
を
付
箋
に
書

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
活
用
し
て
友
人
と
の

共
通
点
や
相
違
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

読
み
取
り
を
深
め
て
い
ま
し
た
。こ
の「
付

箋
に
書
く
」
と
い
う
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ

を
入
れ
る
こ
と
で
、
日
本
語
支
援
が
必
要

な
児
童
も
自
信
を
持
っ
て
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
読
み
取
っ
た
こ
と
を
話
し
合
っ

た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
表
記
を
確
か
め

合
っ
た
り
す
る
活
動
で
は
、「
ど
ん
な
し
ご

と
を
し
て
い
ま
す
か
。」「
ど
ん
な
つ
く
り

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。」「
わ
た
し
も
お
な

じ
で
す
。」
な
ど
の
モ
デ
ル
文
を
提
示
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
文
を
た
よ
り
に
、

日
本
語
で
考
え
た
こ
と
を
伝
え
合
う
活
動

に
も
楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

ど
の
児
童
も
こ
の
活
動
を
通
し
て
仕
上
げ

た
「
じ
ど
う
車
ず
か
ん
」
を
手
に
、
誇
ら

し
げ
な
笑
顔
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

○
日
本
語
で
考
え
や
思
い
を
適
切
に
伝
え

る
表
現
力
の
育
成

　
小
学
部
四
年
（
授
業
者
：
佐
藤
静
子
）

で
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
ゴ
ー
ル

と
し
た
授
業
実
践
を
し
ま
し
た
。

　
色
分
け
し
た
カ
ー
ド
を
使
っ
て
自
分
の

意
見
や
立
場
を
は
っ
き
り
と
表
現
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
本
語
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
も
分
か
り
や
す
く
な
り
、
話
し
合
い

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
部
六
年
（
授
業
者
：
馬
渕

奈
央
人
）
で
は
、「
資
源
を
大
切
に
し
、
よ

り
よ
い
未
来
に
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
が

で
き
る
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

節
約
・
節
電
・
節
水
・
開
発
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
提
示
し
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
や
役
割
分

担
を
し
た
上
で
、
自
分
達
と
の
相
違
点
や

類
似
点
に
つ
い
て
色
画
用
紙
も
活
用
し
て

話
し
合
い
活
動
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　
中
学
部
一
年
（
授
業
者
：
北
村
雅
俊
）

で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
「
職
業

調
べ
・
職
場
体
験
や
中
国
と
日
本
の
働
き

方
の
比
較
を
通
し
て
、
自
己
の
生
き
方
を

考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
こ
の
学
級
は
、
五
名
の
う
ち
三
名

が
国
際
結
婚
家
庭
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は

日
本
語
の
学
習
言
語
能
力
に
課
題
が
あ
る

生
徒
も
い
ま
す
。

　
学
習
言
語
能
力
に
課
題
が
あ
る
生
徒
も
、

自
分
と
関
わ
り
が
あ
る
現
地
企
業
の
「
キ

ヤ
ノ
ン
大
連
」や「
一
広
タ
オ
ル
」の
方
々

の
講
話
か
ら
、
自
ら
考
え
挑
戦
す
る
こ
と

や
協
調
性
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
学
び
を
生
か
し
て
「
好
き
な
こ
と

に
打
ち
込
ん
で
、
楽
し
く
豊
か
な
人
生
を

送
る
」
と
い
う
自
身
の
理
想
と
す
る
生
き

方
に
つ
い
て
、
見
事
に
Ｐ
Ｐ
Ｔ
に
ま
と
め

て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
在
大
連
の
日
本
企
業
の
方
々
か
ら
お
話

を
聞
い
た
り
、
日
本
と
中
国
の
文
化
・
価

値
観
の
違
い
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
特
に
国
際
結
婚
家
庭
の
三
名
の
生

徒
は
、
日
本
と
中
国
の
両
方
の
良
さ
を
理

解
し
て
い
る
こ
と
に
自
信
を
深
め
た
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
自
尊
感
情
の
伸
長

　
小
学
部
中
学
年
以
降
に
見
ら
れ
る
「
嫌

な
こ
と
を
外
に
出
さ
ず
自
分
の
内
面
に
秘

め
て
し
ま
う
」
と
い
う
課
題
を
克
服
す
る

た
め
、
私
達
は
「
自
分
の
考
え
や
思
い
を

適
切
に
伝
え
、
よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築

く
力
」
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
良
さ
を
発

揮
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
基
盤
と
す
る
「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
（
プ

ロ
グ
ラ
ム
）」
の
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
中
学
部
の
特
別
活
動
で

は
、
実
際
に
プ
ラ
ス
の
ス
ト
ロ
ー
ク
の
実

践
を
行
い
、
ほ
め
る
こ
と
の
難
し
さ
や
大

切
さ
を
学
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て

　
視
覚
教
材
等
を
活
用
し
た
り
教
師
の
指

示
や
学
習
の
留
意
点
等
を
視
覚
化
し
た
り

し
て
、
子
ど
も
の
学
習
内
容
の
理
解
を
深

め
る
支
援
（
理
解
支
援
）
や
、
子
ど
も
の

思
考
、
感
情
、
立
場
な
ど
を
視
覚
化
す
る

こ
と
に
よ
る
交
流
活
動
や
対
話
へ
の
支
援

（
表
現
支
援
）
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
道
徳
の
時
間
・
特
別
活
動
も

充
実
・
工
夫
さ
せ
て
、
自
尊
感
情
や
表
現

意
欲
を
高
め
、
よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築

け
る
よ
う
な
学
習
活
動
を
追
究
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

AG 5
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世界で活躍できる子供たちのために
日仏文化学院 パリ日本人学校　校長  小野江 隆

　ＡＧ５運営指導委員会から「香港日本人学校におけるグローバル人材育成
のための探究型学習にかかわるプログラムをヨーロッパ・パリにおいて展開
してみませんか」とのお話をいただきました。高度グローバル人材拠点事業
では、海外で学ぶ児童生徒がグローバル人材として育つ支援をしています。

　パリ日本人学校は、ＡＧ５の支援を仰ぎながら実効力のある研究を進めていくことが、今通う子供たちの未来に大きく貢献
するのではないかと考え、世界に輝くグローバル人材の育成に向けて学校をあげて取り組んでいます。

Ａ
Ｇ
５
と
パ
リ
日
本
人
学
校

　
香
港
日
本
人
学
校
で
行
わ
れ
た
「
グ
ロ

ー
バ
ル
ク
ラ
ス
」
の
実
践
を
パ
リ
な
ら
で

は
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
横
展
開
さ

せ
る
の
は
可
能
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
そ
の
理
由
は
、
新
学
習
指
導
要
領
で
求

め
ら
れ
て
い
る
「
主
体
的
・
対
話
的
な
深

い
学
び
」「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

の
実
施
が
、
本
校
に
お
い
て
、
す
で
に
推

進
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
こ

う
し
た
基
盤
の
上
に
パ
リ
な
ら
で
は
の
視

点
を
加
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育
成

し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
人
学
校
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
独
自
性
を
打
ち

出
し
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
学
校
の
在
り

方
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　
研
究
は
、
教
員
が
行
っ
て
い
く
も
の
で

す
が
、
ま
ず
一
人
ひ
と
り
の
教
師
力
と
全

員
参
加
こ
そ
が
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
本

校
に
は
、
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
推
進
さ
せ
て
い
く
上
で

大
き
な
礎
と
な
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｇ
５
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

　
探
究
型
学
習
の
実
践
は
、
新
学
習
指
導

要
領
が
目
指
す
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み
は
新
学

習
指
導
要
領
の
実
践
と
同
じ
方
向
性
に
あ

り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
教
員
が
単
元
開

発
、
授
業
改
善
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
を

行
い
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
総
括
的
な

取
り
組
み
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
派
遣
教
員
に
と
っ
て
は
現
地
の

実
情
を
知
り
、
国
際
人
・
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
を
育
成
す
る
教
員
と
し
て
の
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
に
な
り
、
帰
国
後
の
国
内
に

お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
中
核
と
な
る

教
員
の
養
成
に
も
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た

教
員
の
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
の

は
、
他
で
も
な
い
本
校
の
子
供
た
ち
で
す
。

　
七
月
に
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る

に
あ
た
り
、
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の

中
村
雅
治
理
事
長
、
Ａ
Ｇ
５
運
営
指
導
委

員
会
の
佐
藤
郡
衛
委
員
長
に
今
後
に
つ
い

て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
八
・
九
月

に
は
本
校
の
研
究
推
進
委
員
の
水
野
団
教

諭
が
ア
オ
バ
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
大

泉
小
学
校
等
を
視
察
し
て
方
向
性
を
学
び

ま
し
た
。
十
二
月
に
は
ア
オ
バ
ジ
ャ
パ
ン

の
小
澤
大
心
先
生
を
お
招
き
し
、Ｉ
Ｂ（
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
）
の
Ｐ
Ｙ
Ｐ
（
初
等
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
二
月
に
は
本
校
の
研
究
推
進

委
員
長
で
あ
る
袴
塚
正
之
教
諭
が
東
京
学

芸
大
学
附
属
大
泉
小
学
校
の
発
表
会
に
参

加
し
、
探
究
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

初
年
度
の
研
究
・
キ
ッ
ク
オ
フ

　
今
年
度
の
研
究
の
大
き
な
柱
は
、
次
の

四
つ
で
す
。

　
①
本
校
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
に
必
要
な
資
質
・
能
力
。
②
探
究
単
元

の
開
発
推
進
の
た
め
の
対
話
的
で
深
い
学

び
の
実
現
と
学
級
づ
く
り
。
③
単
元
づ
く

り
（
探
究
単
元
）
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
④
汎
用
性
の
あ
る
小

中
一
貫
探
究
単
元
の
開
発
（
Ｉ
Ｂ
の
理
念

を
参
考
）。

　
ま
ず
、
総
合
の
時
間
か
ら
探
究
の
時
間

を
生
み
出
し
、
他
教
科
・
行
事
等
と
の
関

連
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
教
科
横
断

を
意
識
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
に
着
手

し
ま
し
た
。
　

　
①
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｂ
の
視
点
を
組
み
込

む
こ
と
に
し
ま
し
た
（
文
科
省
の
Ｉ
Ｂ
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
力
校
と
し
て
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
）。

　
②
に
つ
い
て
は
、
岡
健
教
頭
を
中
心
と

し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
積
極
的
な
推
進
を
図

り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
書
画
カ
メ
ラ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用
し
、
授
業
効
率
を
高

め
た
ほ
か
、
様
々
な
授
業
ス
タ
イ
ル
を
可

能
に
し
ま
し
た
。
協
働
的
な
学
び
を
可
能

に
し
、
発
表
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
③
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
学
校
で
実
施

し
て
き
た
様
々
な
行
事
等
を
効
果
的
に
配

列
し
、
探
究
型
学
習
を
生
み
出
す
た
め
の

時
数
や
関
連
性
を
持
た
せ
る
工
夫
が
大
切

に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

AG 5
 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！

24エー
ジー ファイブ

在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業



37 月刊 海外子女教育 2020.3

AG 55

2月刊 海外子女教育 2020.3

を
意
識
し
、
パ
リ
市
や
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
市

と
の
コ
ラ
ボ
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
人
材

確
保
、
人
脈
の
新
た
な
構
築
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
」
の
視
点
で
俯ふ

か
ん瞰
で

き
る
力
が
大
切
に
な
る
の
で
す
。

　
④
は
一
番
の
課
題
で
す
。
小
学
部
で
は

「
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
が
、
こ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
二
〇
一
八
年
に
来
校
さ
れ
た
皇
太
子

（
当
時
）
が
四
年
生
に
「
水
」
に
関
す
る
話

を
さ
れ
、
子
供
た
ち
が
深
く
関
心
を
抱
い

た
こ
と
で
す
。

　
ま
た
中
学
部
で
は
生
き
方
や
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
視
野
に
、「
フ
ラ
ン
ス
と
私
」
を
テ

ー
マ
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

研
究
の
ス
タ
ー
ト

　
校
内
研
究
を
基
盤
に
研
究
主
題
を
「
世

界
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
」
と
設
定
し
ま
し
た
。

〈
理
由
〉

一
　
日
本
人
学
校
・
補
習
校
に
通
う
児
童

生
徒
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め

の
教
育
の
最
前
線
に
い
る
。

二
　
探
究
型
学
習
を
推
進
し
、
海
外
な
ら

で
は
の
本
校
の
研
究
を
発
信
す
る
。

三
　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
研

修
を
深
め
、
帰
国
後
は
国
内
の
同
教
育

の
中
核
と
な
る
教
員
を
育
成
す
る
。

　〈
概
要
〉

研
究
Ⅰ
（
日
々
の
授
業
改
革
）

　
探
究
の
学
習
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う

児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
高
め
る
た

め
に
、
昨
年
の
授
業
改
善
の
研
究
を
継

続
し
、
今
年
度
は
具
体
的
に
「
わ
け
を

そ
え
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
子
供
」
を

育
む
授
業
づ
く
り
・
改
善
に
取
り
組
む
。

研
究
Ⅱ

　
授
業
や
学
校
行
事
・
校
外
学
習
・
社
会

見
学
・
施
設
見
学
な
ど
を
Ｉ
Ｂ
の
観
点

で
考
察
す
る
（
配
列
、
時
期
、
意
義
等
）。

研
究
Ⅲ

　
探
究
型
学
習
活
動
で
は
総
合
的
学
習
の

時
間
を
核
に
深
い
学
び
を
実
現
さ
せ
る
。

探
究
単
元
の
開
発
に
向
け
て

〈
小
学
部
「
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
実
践
〉

一
　
全
学
年
に
お
い
て
一
人
ひ
と
り
が
ウ
ェ

ビ
ン
グ
マ
ッ
プ
（
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
）

を
教
師
の
指
導
の
も
と
作
り
ま
し
た
。

　
　
小
一
・
二
年
生
は
生
活
科
の
時
間
に

身
近
な
水
環
境
に
関
心
を
持
つ
た
め
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
水
辺
の

生
き
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
水

生
活
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、

「
水
ち
ょ
う
さ
た
い
」
を
結
成
し
、
日

常
の
生
活
を
「
水
」
を
視
点
に
調
査
す

る
こ
と
で
、
水
の
役
割
や
存
在
に
気
付

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
　
協
働
的
な
学
び
の
中
で
、
ク
ラ
ス
の

課
題
と
し
て
共
有
す
る
た
め
カ
テ
ゴ
リ

ー
分
け
を
し
ま
し
た
。

三
　
自
分
の
課
題
を
設
定
（
三
〜
六
年

生
）。
た
と
え
ば
、

・
水
の
循
環
の
仕
組
み

・
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
水
を
引
く
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
？

・
軟
水
と
硬
水
の
違
い
、
味
や
で
き
方

・
泥
水
を
飲
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
国
は
ど

う
し
て
あ
る
の
？

四
　
自
分
の
課
題
に
つ
い
て
、
夏
休
み
中

に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
調
べ
学
習（
自

由
課
題
研
究
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

五
　
調
べ
学
習
で
わ
か
っ
た
こ
と
や
新
た

に
生
ま
れ
た
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。

六
　
調
べ
て
探
究
し
た
こ
と
を
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
に
ま
と
め
、
考
察
を
加
え
た
発

表
づ
く
り
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

七
　
六
年
生
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
発

表
に
加
え
、
水
を
テ
ー
マ
に
自
分
の
考

え
や
思
い
を
提
言
す
る
た
め
に
、
ポ
ン

ピ
ド
ゥ
ー
セ
ン
タ
ー
の
現
代
ア
ー
ト
見

学
と
講
習
を
経
て
、
自
己
表
現
方
法
を

学
び
ま
し
た
。
そ
の
学
習
を
経
て
、
自

己
ア
ピ
ー
ル
作
品
に
取
り
組
み
、
ア
ー

ト
で
表
現
を
す
る
と
い
う
新
た
な
探
究

の
形
を
模
索
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

軟水と硬水

水と循環

協力して、発表するための資料作り 意見を交換し、考えを深めていく

１学期

調査・探求の成果。子供たちの頑張りとやる気が
ひと目でわかります。この掲示で、さらにモティ
ベーションをアップ！

２学期
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○
体
験
学
習
と
の
関
連
性

　
子
供
た
ち
は
「
水
と
わ
た
し
」
を
探
る

こ
と
で
様
々
な
機
関
が
各
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
五
年
生
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
が
、
事
前
に
担
当
官
に
学
校
で
取
り

組
む
「
水
」
の
課
題
と
連
携
し
た
内
容
に

触
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
飲
み
水
へ
の
関
心
や
課
題
は

水
道
の
供
給
に
つ
い
て
世
界
で
議
論
さ
れ

て
い
る
事
実
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

六
年
生
は
ユ
ネ
ス
コ
を
見
学
、
災
害
に
ユ

ネ
ス
コ
が
大
き
く
か
か
わ
り
提
言
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
ほ
か
、
水
被
害
や
社
会

の
歴
史
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

○
発
表

　
学
級
内
で
の
発
表
だ
け
で
な
く
、
共
通

の
テ
ー
マ
で
隣
接
学
年
同
士
の
発
表
が
行

わ
れ
た
児
童
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
刺
激

と
な
り
ま
し
た
。
六
年
生
は
発
表
方
法
を

自
ら
が
決
め
、
学
習
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

探
究
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
学
習
方
法
や

解
決
方
法
、
発
表
方
法
や
提
示
方
法
な
ど

子
供
た
ち
で
自
己
演
出
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
い
、
ゴ
ー
ル
を
見
据
え
、
最
も
効

果
的
な
方
法
を
考
え
ま
し
た
。

〈
中
学
部
「
フ
ラ
ン
ス
と
私
〜
卒
論
発
表

会
〜
」
実
践
〉

　
中
学
部
で
は
、
小
学
部
で
身
に
付
け
た

力
と
フ
ラ
ン
ス
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
を

生
か
し
、「
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
自

分
の
学
び
」
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
を
卒
論
発
表
会
に
置
き
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
中
間
発
表
等
で
軌
道

修
正
等
を
加
え
る
時
間
も
持
ち
ま
し
た
。

一
　
ね
ら
い
は
次
の
二
点
で
す
。

・
自
分
自
身
や
ま
わ
り
の
社
会
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
は
も
ち

ろ
ん
、
フ
ラ
ン
ス
や
世
界
の
人
々
に
つ

い
て
学
び
、
人
と
し
て
生
き
る
意
味
を

追
究
す
る
態
度
を
培
う
。

・
各
学
年
で
探
究
的
な
学
習
の
課
程
を
発

展
的
に
繰
り
返
し
、
課
題
を
よ
り
よ
く

解
決
し
な
が
ら
、
自
己
の
生
き
方
を
考

え
て
い
く
た
め
の
資
質
や
能
力
を
養
う
。

二
　
学
び
の
視
点
は

次
の
二
つ
で
す
。

　「
フ
ラ
ン
ス
に
生

き
る
」

・
日
常
生
活
や
学
校

生
活
で
の
気
付
き

・
宿
泊
学
習
や
体
験

学
習
等
の
経
験

・
日
本
や
他
国
と
の

比
較

　「
自
分
ら
し
く
生

き
る
」

・
こ
れ
ま
で
の
自
分

の
成
長
、
経
験

・
フ
ラ
ン
ス
社
会
に

生
き
る
今
の
自
分

・
集
団
に
お
け
る
自
分
の
役
割
の
意
識

　（
各
教
科
、
行
事
等
と
結
び
付
け
て
「
自

己
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
て

い
く
」
た
め
の
教
育
活
動
を
展
開
）。

三
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
意
識
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
と
は
、
生
涯
の
中
で
自
ら
の

役
割
の
価
値
や
自
分
と
役
割
と
の
関
係

を
見
出
し
て
い
く
連
な
り
や
積
み
重
ね

の
こ
と
で
す
。
中
学
生
に
と
っ
て
、
今

の
自
分
の
役
割
を
意
識
し
、
そ
れ
を
果

た
し
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
が
社
会
と

か
か
わ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
か
か
わ

り
方
の
人
と
の
違
い
が
「
自
分
ら
し
い

生
き
方
」
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

多
感
な
時
期
に
フ
ラ
ン
ス
で
生
活
し
て

い
る
こ
と
、
そ
の
中
で
経
験
す
る
様
々

な
立
場
や
役
割
を
十
分
意
識
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

四
　
個
々
に
テ
ー
マ
を
設
定
。
た
と
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
の
「
食
」「
働
き
方
」「
交
通
」

「
歴
史
と
問
題
点
」「
ペ
ッ
ト
事
情
」な
ど
。

次
年
度
に
向
け
て

　
調
べ
学
習
や
課
題
の
共
有
の
過
程
か
ら

探
究
へ
の
道
筋
（
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
等
）

を
含
め
、
一
年
間
の
ゴ
ー
ル
を
し
っ
か
り

と
見
据
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
校
内
に
お
け
る
発
表
の
機
会

を
補
習
校
や
現
地
校
（
日
本
語
ク
ラ
ス
）

ま
た
は
近
隣
の
日
本
人
学
校
へ
広
げ
、
ネ

ッ
ト
会
議
等
を
利
用
し
、
交
流
や
共
同
で

課
題
解
決
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
エ
ア
）
の

機
会
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

AG 5

中学部卒論発表会、小学６年生も参観
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